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論 文 要 旨 
中国の都市における宗教建築の歴史地理 
―北京城の都市景観への影響を中心に― 
 
Historical Geography of the Religious Architecture in Chinese Cities 
: With the Effect on Urban Landscape of Beijing 
 
張  旭 
ZHANG  XU 
 
中国が改革開放政策を実施してから 40 年が経過した。この間,都市の発展はきわめて
急速であった。とりわけ北京は，元の遷都以来，明・清，そして現在の中華人民共和国に
まで連綿と継承されてきた首都であり，きわめて政治性の高いのが特色である。逆にいえ
ば，上海や広州に比べて，経済力は政治権力の背後に隠れ，相対的には活発とはいえない。
年々，市街地は郊外に拡大し続け,今や直轄市の総人口は 2000万人を超えている。その一
方で,急速な経済発展に伴い,人口,交通,環境,都市計画などで多くの社会問題が発生して
いる。北京の歴史都市景観である城内各地の胡同もかなり消失し,地名にまで反映されて
きた歴史的建築物もどんどん新しい高層ビルに転換されている。 
中国の歴史都市にみられる伝統的建築の中で,宗教建築はとりわけ重要な位置を占めて
いる。巨大な廟宇や伽藍建築は都市景観要素の中で大きな意味を有する。大規模な宗教建
築は国家祭祀と緊密に結びつき,小規模なものは庶民の生活空間の中で重要な機能を果た
してきた。しかし，現代中国の猛烈な都市開発によって，宗教建築の多くが消滅していっ
た。それでもなおかなりの数の宗教建築が旧市街に残っている場合が多い。そのため,宗
教建築を中核とした景観の復原研究は，歴史都市の歴史地理研究においてきわめて有意義
なものと筆者は考えている。 
 
本研究の内容と特徴としては次の 4点を強調したい。 
第１に，北京の宗教建築に研究対象を絞る。宗教建築のようなミクロな要素を通して都
市景観の変容への影響を分析することを目的とした。 
第２に，1750年代作成の『乾隆京城全図』を主たる資料として，そこに描かれた宗教建
築をすべてデータベース化し，宗教の種別，数，面積などの基礎資料を積み上げ，データ
ベースを作成した。さらにそれらの集計し，内城，外城にわけて，地図化した。地図化に
際しては，内城を紫禁城の中軸線で南北に分割し，西側が東西方向に 6ブロック，東側が
東西方向に 5ブロックに，外城は西側が東西方向に 7ブロック，東側が東西方向に 6ブロ
ック等分した。さらに南北に関しては，内城は南北方向に 10 ブロック，外城南北方向に
7ブロックに等分した。その結果，（6×10）＋（5×10）＋（7×7）＋（6×7）＝201，つ
まり合計で 201のグリッド内で，仏教（寺廟・庵），民間宗教(廟祠)，儒教（廟宇），道教
（宮観）イスラム教（清真寺），キリスト教（天主教）の種別と規模（面積）が基本デー
タセットになる。 
第３に，このグリッド（街区）ごとの分布パターンの形成要因を，北京の商業活動や庶
民が暮らす錯綜した胡同との関わり，寺社参拝（中国語で香寺）の利便性，市内の街区の
歴史性などから考察した。  
第４に，『乾隆京城全図』の宗教施設分布の計量分析を支える分析として，『乾隆京城全
図』自体の書誌的研究，地図史的意義，地図を利用した多様な分野の研究の概観（第Ⅴ章）
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とともに，中国における宗教建の研究動向（第Ⅱ章），北京城の位置・規模の変遷（（第Ⅱ
章），宗教建築の細部の意匠についての中国各地の事例の考察（第Ⅳ章）で後方から補強
した。 
本研究の最終目標は，宗教建築を通じて，北京の都市景観の歴史地理的な変容を明らか
にすることである。特に，宗教建築と現代都市社会の空間利用や建築設計者や支配者の空
間認識に歴史地理的アプローチを用いることによって，新たな視点を切り拓く意図をも
つ。 
 
これらの考察から得られた知見と結論は，以下の 6点に集約される。 
 
１．乾隆時代の北京の歴史地理研究において，『乾隆京城全図』はその詳細な情報量と
近代西欧の測量技術を活かした精確さは，北京の歴史景観を復原できる一級資料である。  
２．中国の歴史的都市に関する研究はさまざまな分野で数多くの研究業績の蓄積がある
が，宗教建築を意図的にとりあげ，その広域分布パタンーンやその形成要因を考察した分
析はこれまでほとんどなかった。筆者の狙いはこの間隙を埋めることで，歴史地理学の手
法を中心に北京の宗教建築を分析する。なお，ここでとりあげた宗教建築は，仏教（寺・
院・堂，庵，），道教（観，宮），儒教（宮，壇，殿，宇，所），イスラム教（清真寺，礼拝
寺），民間信仰（廟，殿，祠），キリスト教（天主堂）である。 
３．元，明，清の北京城にある宗教建築は主として内城に分布する。北京城の総面積の
３分の２が内城で占められている。過去の北京の都市計画にとって城壁の存在は，“うち”
と“そと”を区切るものとしてその役割はきわめて大きい。清代には支配民族である満族
の貴族と官僚のほとんどが内城に居住し，漢民族は外城に移住させられた。その外城の崇
文区と宣武区を合わせても内城の面積よりも狭い。このなかに広い敷地をもつ寺院が密集
して分布し，住宅地と宗教用地の棲み分け，空間配置も明瞭である。ここでは幹線道路や
船着き場など輻輳する地区に宗教施設が数多く分布する。 
４．外城においては，商業機能が卓越し，宗教建築の面積が相対的に内城に比べて狭小
で，粗末な民間信仰建築，仏教の庵が多い。また錯綜した路地に埋もれた胡同では道教や
民間信仰の小規模の建築物や庵が多い。 
５．宗教建築のミクロな特徴は合院式である。北京,太原,成都,南京,杭州,蘇州,重慶,
広州などの伝統建築の調査を通して,合院式は仏教建築群の伽藍様式の空間配置の影響を
受けて誕生したものである。これらの建築は閉鎖型の空間配置に特色がある。 
６．北京の紫禁城の中軸線に重要な建築が集中して分布し，中軸線の左右の対称的位置
にその他の建築が分布する。この理由として，中国で長年続いた儒教の「中正仁和」（ち
ゅうしょうじんわ）思想の影響が指摘できる。例外的に，地形に沿って建築を「八卦」の
細部として分布する場合がある。風水思想の鬼門の影響をうけて，「照壁」のような邪気
を防ぐものが生まれた。 
 
キーワード：北京，『乾隆京城全図』，宗教建築，都市景観，分布，歴史地理，細部意匠 
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Ⅰ．序論 
 
 
１．研究の背景―変わりゆく中国の都市風景と宗教建築 
 
 一口に宗教建築といっても，人々の頭の中に思い浮かぶ印象はそれぞれ違うだろう。欧
米人は教会，アラビア人は礼拝堂（モスク）。東・東南アジアの人々は寺院，観，神社。
どのような宗教建築であろうと，いずれも人々の信仰を託す場，場所である。人々は宗教
建築を利用し，宗教儀式を通じて，心を浄化している。そして，国家は宗教というフィル
ターを通して民意を掴み，民衆を正しい道へと導く。そうした点から，宗教及び宗教建築
は社会を安定させる役割を果たしている。また，現在の宗教建築は，宗教信仰，祭祀的機
能はごく一部であり，大部分は国，都市，地域の歴史と文化を後世に伝えるための重要な
施設とになっている。歴史的景観の保全と有形文化財の保護という観点から，国や地方政
府（自治体）から重視されている。そのため，宗教建築に関する諸研究は益々重要になっ
てきている。 
 特にアジアでは，主に仏教，道教，神道，イスラム教，キリスト教などの宗教が多様な
分布している。そして宗教建築は各国に広がっていく際に，各地のローカルな文化要素と
融合しながら多様な造形が誕生していった。同じ宗教であっても，外観が異なる例も多い。 
仏教は古代インド発祥し，陸のシルクロードを経て中国に入った。これが大乗仏教であ
る。さらに，中国からは，朝鮮半島を経て 6世紀中頃に日本に伝来した。また，中国沿海
部から船で海を渡り東南アジアとりわけベトナムにも伝わっていった1。仏教と仏教建築
は長年の伝播，地元文化の受容と融合を伴ってきた。現在のインド，東南アジア諸国，中
国，朝鮮，日本ではそれぞれが仏教に対する異なる理解をして，自然環境，建築理念の差
異によって様々な独自の文化を持つ仏教建築様式が創造されてきた。 
中国の場合は，合院住宅の影響によって寺院建築は合院式へと変容した。一方，タイの
仏教建築は金色の漆塗りの塔が雲に向かって聳えている。中国の文化に多大な影響を受け
た朝鮮と日本でも，仏教建築における細部の様式によってそれぞれの民族の文化要素をか
なり融合させている。朝鮮半島は石材が豊富ため，寺院建築の基盤は石が積み重ねられて
いる。日本の寺院建築は中国の唐・宋の建築様式を保持しているが，屋根に鬼瓦と唐破風
の要素を付加している。さらに，現在の日本では新築の寺院の様式は更に新しい要素を加
えている。琉球王国の王城の地にある首里城の主殿は仏教建築ではないが，地理的要素の
影響によって建築様式が変容している。主殿の鮮やかな色彩は中国の伝統的な宮殿建築と
同じである。しかし屋根には，日本の建築様式の唐破風が用いられている。日本と中国の
間に位置している琉球王国は，昔から両国の文化を吸収してきたが，その融合によって独
自の建築様式を生み出してきたといえよう。 
仏教建築のみならずそれぞれ異なる様式を持つ宗教建築は，各都市内部に独特の景観と
醸し出してきた。これは現代の都市景観を区別する際にも。著しいメルクマールのひとつ
となっている。 
 しかし，現代社会では都市人口の激増に伴い，さまざまの問題が都市内部で見られる。
特に 2000 年以降の中国では，急速な経済発展により都市人口が急増したため，都市の規
模拡大と衛星都市の建設が喫緊の課題となっている。そのために政府は，都市改造，イン
フラ整備に力を注いだ。市街地も広い道路を通し，旧市街地を合併し，そそりたつ高層ビ
                                                   
1 東南アジアの大陸部の仏教の多くは南方上座仏教である。これはインドからスリランカを経て,ミャ
ンマー，タイ，ラオス，カンボジアに入った海のルートである。 
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ルを続々と建て続いた。都市景観は驚くほど大きく変化している。 
市井からはさみや包丁磨きなどの商売をする呼び売りの姿が消え，食後に庭や同の道端
で中国式の将棋，トランプをする光景も徐々に消失している。これらは人々心に刻まれて
いる美しい記憶に過ぎなくなった。古い寺院がなくなり，その代わりに聳立つショッーピ
ングモールが出現している。高大な城壁が撤去され，四方八方に通じる立体交差橋が建設
された。静寂な胡同の雰囲気は消失し，車の往来が激しいアスファルト道路になった。四
合院がなくなり，一晩中イルミネーションが輝いているにぎやかな繁華街になった。夜の
市街地での暮らしぶりは現代都市の象徴である。 
しかし，現代都市の独自性を保持するためには現代の個性的な高層ビル以外に，数少な
い歴史的建築を保護すべきだと考えられる。そのために，歴史的建築の保存と保護は喫緊
の課題となっている。とりわけ宗教建築はその代表的建築のひとつであり，そのいくつか
は保存措置が必要となっている。宗教建築にかかわる諸問題の解決は，都市計画の合理性，
市街地改造，都市景観の形成にとって無視できないものと考えられる。 
 
２．研究の目的と分析手順 
 
 中国の歴史的都市に関する研究においては，都市の立地，計画，街づくり，商業地区，
住宅地区，歓楽街などを研究対象にする著書，論文，報告書は数多く存在する。しかし宗
教建築を研究対象にする研究はこれまであまりなかった。このような状況の中で筆者は，
次章（第Ⅱ章）で 1980 年代以降における中国の宗教建築に関する日中の代表的な書籍と
論文を論評し，中国の宗教建築研究の発展の道筋を把握することを目指した。特に日中の
研究者による視点と手法について中国の宗教建築に関してこれまで行われてきた諸研究
の動向を概観する。各分野の手法，視点などを表にまとめることにより，既往研究におい
て歴史地理学が十分に検討できなかった諸点を論評する。 
第Ⅲ章以下の本論では，中国の歴史的都市における宗教建築の分布パターンと都市景観
に果たす役割について，北京を中心に歴史地理学的分析を試みる。 
まず，第Ⅲ章では，北京城の変遷図を作成することにより，元，明，清（1267-1911）
時代の北京城の位置と規模の変遷，および変遷の理由を分析する。 
さらに第Ⅳ章では，歴史的建築の景観要素の 1 つである装飾文様と屋根様式の比較分
析を行う。北京，太原，成都，重慶，南京，蘇州，杭州の歴史的な建築（宗教建築，王府
建築）に見られる装飾文様を対象に元，明，清の宗教建築の装飾文様（瑞祥の守護神）を
検討する。上述の典型的な都市の歴史的な建築に見られる装飾文様の比較を通して，装飾
文様に反映されている守護神に対する崇拝文化を検討する。次に，中国の屋根様式の構造
と特色，屋根様式で分けられた身分制を分析する。最後に，屋根様式が身分を象徴すると
いう現象に対する仮説を検討する。特に北京で生まれ育った筆者にとって北京の歴史的建
築の装飾文様の意匠と空間配置を究明するのは有意義である。 
第Ⅴ章は『乾隆京城全図』の書誌的・地図史的研究である。乾隆時代の北京に対する歴
史地理研究において『乾隆京城全図』は貴重な地図資料として数多くの論文，報告書の中
で使用されてきたし，本論文でも『乾隆京城全図』を全面的に利用する。本章では，特に
古地図の作成と内容の考証に関する先行研究を踏まえてその価値と信頼性を確かめたい。
最後に将来の北京城の研究における古地図のデジタル版の総合利用に関する諸問題にも
触れる。その過程で，本研究においてが国立情報学研究センターにより公開されている
『乾隆京城全図』のデジタル版を利用した際に発見した情報の誤りについても指摘した
い。 
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本論文の最大の特色は，『乾隆京城全図』に記載された宗教建築の種類や規模（面積）
のデータベースを独自に作成し，その分布の計量分析を行うことである。これが第Ⅵ・Ⅶ
章で，集計した宗教建築の位置，種類，面積などのデータ一覧表を作成し，分布の規則と
原因を究明する。そのため北京の内城・外城の宗教建築の分布パターンや分布密度を，内
城 2，外城 2の区域にわけて，その区域ごとに考察する。さらにこの分布パターンに寄与
する要因を多面的に考察する。 
最後に，北京の宗教建築分布の形成に影響を与えた要因，元，明，清の宗教建築の装飾
文様，屋根様式，空間配置の考察，『乾隆京城全図』の地図史，地理情報的意義，分布状
況の規則，北京の宗教建築の現状を総合して結論とし，残された課題についても，古地図
の現代研究における応用の可能性を踏まえて中国の宗教建築研究の今後を展望する。 
 
３．研究内容の特色と各章の構成 
 
 宗教建築を研究対象とする既往研究においては建築関係を専門とする研究が優勢であ
る。歴史地理学における先行研究では，信頼できる個別の宗教建築の規模，内容に関する
基礎データが少なく，宗教建築の位置づけや面積の分析が不十分な傾向が指摘できる。本
研究の内容と特徴としては，次の 4点があげられる。 
1つ目は研究対象を北京の宗教建築に絞っていることである。宗教建築のようなミクロ
な要素を通して都市景観の変容への影響を分析する。 
2 つ目は 1750 年作成の『乾隆京城全図』を利用して，北京の宗教建築の分布，数，面
積，種類などの基礎データを集計し，地図化していることである。 
3 つ目は宗教建築を中心にして都市景観の変化を捉える研究は国内外の研究において
も研究事例が少ない。この隙間に果散にアプローチしたことである。 
4 つ目は 1750 年の北京における宗教建築の分布図を作成し，面積の計測数値を用いて
独自のデータベースを作成したことが挙げられる。 
本研究の最終目標は，宗教建築を通して北京の都市景観の歴史地理的な変容を明らかに
することである。特に，宗教建築と現代都市社会の空間利用，建築設計者，支配者の空間
認識に歴史地理的アプローチを用いることによって，新たな視点を切り拓きたい。 
 
以下に各章の内容を示す。 
 
第Ⅰ章では本研究の背景，目的と分析手順，研究の特色と各章の構成を述べる。 
第Ⅱ章で中国の宗教建築を扱っている日本と中国の 1980 年以降の代表的な書籍と論文
を論評，紹介し，中国の宗教建築の発展の道筋を把握する。特に日中の研究者による視点
と手法をめぐって中国の宗教建築に関するこれまで行われてきた諸研究の動向を概観し，
将来の研究方向に対する展望を試みる。その第１節では中国における道教建築，仏教建築，
イスラム教建築，民間信仰建築，宗廟建築の発展史を述べる。第 2節では建築学，歴史学，
地理学における宗教建築の研究手法，注目点を列挙する。第 3節では将来の歴史地理学に
おける宗教建築の研究方向を展望する。中国の宗教建築の発展の道筋，及び各分野におけ
る中国の宗教建築に関する 1980 年代以降の諸研究の動向を把握する。それらの主要著作
を方法論，主張，注目点，研究手段によって一覧表にまとめる。 
第Ⅲ章では，元，明，清（1267－1911）の時代における北京城の位置と規模の変遷の探
求を試みる。各時代，各時期における北京城の位置と規模はそれぞれ異なる。先行研究の
地図資料を利用し，元，明，清の 3時代において北京城を形成する際に受けた影響を検討
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する。そして元代から清代までの北京城の位置と規模の変遷，および理由を分析する。 
第Ⅳ章では，中国の元，明，清の宗教建築の装飾文様である瑞祥の守護神，屋根様式－
身分の象徴，空間配置－風水の運用を検討する。第 1節では中国の元，明，清の宗教建築
の装飾文様―瑞祥の守護神を検討する。まず北京の歴史的な建築（壇，廟，寺，観及び王
府とする）の分布図とそれらの建築にみられる装飾文様の一覧表を作成する。次いで，そ
の特徴を検討する。最後に，典型的な都市の歴史的な建築に見られる装飾文様の比較を通
し，装飾文様に反映さている守護神に対する崇拝文化を検討する。第 2 節では,中国の屋
根様式の構造と特色を検討する。そして，屋根様式で分けられた身分制を分析する。最後
に，屋根様式－身分の象徴という現象に対する仮説を検討する。まずは中国における屋根
様式をそれぞれ列挙する。次に，屋根様式で区分された身分制を検討する。そして中国の
身分制は屋根様式の相違によって表現されていることをあきらかにする。第 3節では，中
国の宗教建築の空間配置を列挙し,風水の運用を考察する。特に宗教建築の空間配置－「四
合院」を検討する。そして，閉鎖型の空間配置－「四合院」からの発想を述べる。また，
空間配置においては八卦陣形の運用を検討し，最後に，鬼門と風水を考察する。 
第Ⅴ章では，『乾隆図』の由来と先行研究およびこの地図の総合利用をめぐる諸問題を
検討する。第 1節で『乾隆図』の作成と内容を検討し，第 2節では『乾隆図』についての
先行研究を総合的に述べる。各分野における『乾隆図』に関する先行研究の一覧表をもと
に考察する。また『乾隆図』に関する GIS技術の応用をめぐって日中の進展現状を検討す
る。将来の『乾隆図』の総合的利用の可能性と方法に関する検討が重要な課題を指摘する。 
第Ⅵ章は，『乾隆図』から筆者が作成したデータベースを使い，北京城の内城にある東
城，西城地域の宗教建築の分布と規則性を見出し，いくつかの知見を述べる。『乾隆図』
の宗教施設の分布と景観的特徴を分析し，景観の空間分布の特徴，差異，関連及び成因を
明らかにする。第 1節は北京の現状と問題の所在を述べる。第 2節では研究対象地域の概
観を述べる。第 3節では乾隆時代の北京の宗教環境と北京の宗教建築の分類を述べる。第
4節は西城の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況を図，表で説明する。そして，
分布状況の形成を促した理由を分析する。第 5節は東城の宗教建築の位置づけ，各種宗教
建築の分布状況を図，表で説明する。そして，分布状況の形成を促した理由を分析する。 
 第Ⅶ章では，第 1節で外城にある宣武の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況
を図，表で説明する。第 2節で外城にある崇文の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分
布状況を図，表で説明する。そして，各地域の分布状況の形成を促した理由を分析する。 
最後に付した付論は，民国時期の北京城地図の変遷を研究する資料集の書評である。 
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Ⅱ．中国の宗教建築の研究動向－1980年代以降 
 
 
本章ではまず中国の宗教建築の研究動向を主として 1980年以降の日中研究論文や著書
を用いて展望したい。宗教は人類の思想上の信仰であり，精神的な文化である2。人々は
生活に対する願いと憧れが長年を経て多様な信仰になり，最後に宗教になった。いわゆ
る宗教は，人々の希望を託す無形の精神文化である。それに対して，仏経，経典，仏
像，神像などを除いて，各地に建てられる寺，祠，社，観，廟，教会は宗教を具現化す
る有形と言える3。そのため，宗教建築は，単なる信仰を託す場所のみならず，都市や地
域の歴史，文化を後世に伝えるための大切な施設と言っても過言ではない。 
中国は長い歴史をもつ多民族国家である。国土が広大で，宗教の種類も多様である。中
国の代表的宗教は道教，仏教，イスラム教，キリスト教，民間信仰の 5つである。これら
の宗教の起源，発展，拡大のプロセスは史書や地方志に記録を残してきたのみならず，各
地に保存されている宗教建築はその宗教の表象でもある。特に，北京，南京，西安のよう
な古い歴史をもつ都城起源の都市では，歴代の統治者によって宗廟建築4と祭祀建築5が数
多く建てられてきた。これら独特な歴史的建造物は，特殊な宗教建築としてこの展望でい
くつかの問題を取り上げて論じたい。 
しかし，20世紀半ば建国（1949年 10月 1日が中華人民共和国建国）当初，中国では北
京の旧市街地の城壁，牌楼（交差点の鳥居の外観のような中国式建築），寺廟の保存と廃
棄をめぐって，学界と政府の間に激しい論争が行われた6。また，1960年代の文化大革命
期に各地の宗教建築は大量に破壊され消失してしまった。1978 年から始まる中国の改革
開放政策による経済の急成長によって，都市内部（市街地）では大規模な開発が進められ
てきた。これらの都市の再開発によって多くの歴史建造物が消し去られてきた。さらに，
21 世紀初めの十数年間の中国各地の都市は，コンクリ－トと鉄骨の高層ビルが林立する
風景に変化し，都市景観の均質化が指摘できる。それぞれの都市のもつ個性的地域文化が
衰退してきている7。このような現象を解釈すれば，グロ－バルな文明（現代都市の建築
の文化）が地域文化に圧勝する流れと総括できる8。近年，上述の問題に対して，「都市の
名刺」と言われる歴史的建造物の保存と保護が，中国の都市改造の進行に伴い重視されて
いる。とりわけ宗教建築はその代表的建造物のひとつである。 
一方，都市に関する研究では，都市の立地，計画，街づくり，商業市街区，住宅区，遊
郭などを研究対象にする著書と論文は数多いが，宗教建築を研究対象にする研究はこれま
であまりみられなかった。それにもかかわらず，宗教建築にかかわる諸問題の解決は都市
計画の合理性，市街地改造の可能性，都市景観の形成にとって無視できないものと考えら
れる。 
本章の目的は，中国の宗教建築を扱った日本と中国の 1980 年以降代表的な書籍と論文
を論評，紹介しつつ，中国の宗教建築の発展の道筋を把握することにある。特に日中研究
                                                   
2 牟鐘鍳「試論民族的宗教性和宗教的民族性」『中国宗教』，第 1期，2006，14頁。 
3 文化庁ホ－ムペ－ジによる定義では，「建造物，工芸品，彫刻，書跡，典籍，古文書，考古資料，歴
史資料などの有形の文化的所産で，我が国にとって歴史上，芸術上，学術上価値の高いものを総
称して「有形文化財」」とする。歴史建造物（宗教建築）は有形の文化的所産に該当する。 
4 歴代の統治者の祖先を祀る廟。例は北京，南京の太廟。 
5 北京の天壇，地壇，月壇，日壇，先農壇。 
6 張旭「清代乾隆時代北京崇文区の宗教建築の分布と景観―「乾隆京城全図」の分析から―」，『史泉』，
122号，2015，34-48頁。 
7 呉良墉『中国建築与城市文化』崑崙出版社，2009，15頁。 
8 前掲注 7，14頁，15頁。 
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者による視点と手法をめぐって中国の宗教建築に関するこれまで行われてきた諸研究の
動向を概観し，将来の研究方向への展望を試みる。第１節では中国における道教建築，仏
教建築，イスラム教建築，民間信仰建築，宗廟建築の発展史を述べる。第 2節では建築学，
歴史学，地理学における宗教建築の研究手法，注目点を列挙する。第 3節は将来の歴史地
理学における宗教建築の研究方向を考えていきたい。 
 
１．中国における宗教建築発展の道筋 
 
（１）道教建築 
最初に中国大陸で出現した宗教は道教である。後漢（25－220）の張陵は道教を創始し，
老子を始祖として供養し始めた。この時期の道教建築の様式は史料に記録されていない
が，恐らくは漢代の宮殿と同じ様式で建造されたのではないかと思われる。 
また，唐（618－907）の皇帝の姓は老子（李耳）と同じ「李」である。それゆえに唐の
皇帝は老子を先祖として供養し，道教をあがめてきた。唐の武徳 3（620）年に老子の廟を
建て，乾封元年（666 年）老子を「太上玄元皇帝」と称し，開元 29（742）年長安と洛陽
の両京と各州に「玄元皇帝」廟を置いて，老子の呪文を偽造し，開元を天宝に改称した。
天宝 2（743）年，詔により長安の老子廟を「太清宮」に改称し，洛陽の老子廟を「太微
宮」に改め，各州の廟は「紫微宮」に改称した9。唐代に盛んになった道教に基づき道教建
築が雨後の筍のように創建された。 
道教の経典である『道徳経』は先秦時代（BC.221年以前）に完成したが，道教建築の具
体的な様式を記載する史料は少ない。最初に道教建築を記載する史料は，唐代の『長安志』，
『唐会要』，『唐語林』，『唐六典』である。唐代の道教建築は朝廷から様式について統一的
制約を受けていた10。その一例が屋根は瑠璃瓦で敷くことである11。また，『長安志』12の
記載によると，太清宮と宮殿の空間配置はほぼ同じである。中心軸の中央庭園と建築群，
そして付属庭園と建築群に取り囲まれている。主殿は「聖祖殿」を呼ぶ13。柱間は 12間だ
が，記録の誤りかもしれない，11間とする説がある。東側の建築は歴代の皇帝を供養し，
建築と礼儀の規制は太廟と同じである14。『唐会要』，『唐語林』と『唐六典』の記載による
と，当時の観の正門はほとんど門楼（門の上に楼閣がある）の様式で，街に面する。主殿
を天尊殿，老君殿と呼ぶ。また，精思堂（観主＝住職が住む場所）もある。厳かな儀式を
行うために主殿の前に建立し，また三方に階段がある台を張り出すともある15。このよう
な設計は後世の宋代，元代の道教建築にも見られる。 
宋代（960－1279）の李誡は『営造法式』（1103）の中で，道教建築の様式，規模，材料
などを詳細に記載している。後世の宗教建築方法と使用材料を明確に規制している。そし
て宋代の建築意匠と様式などの要素については，後世の元，明，清の建築にも踏襲された。 
金代の王嘉の『重陽立教十五論』（1115－1234の間に成書）と元代の王鹿庵『真長観記』
                                                   
9 傅熹年『中国古代建築史・第二巻』，中国建築工業出版社， 2001，539頁，二道教建築第 1-5行，原
典は『唐会要』巻 50（尊崇道教）， 865-866頁。 
10 「長安と洛陽及び荊，揚，益，蒲などの州に景雲翊聖などの道観を建ち，設計図は朝廷から出す」
のような勅命が記録されている。傅熹年『中国古代建築史』第二巻，中国建築工業出版社，2001，
539頁，二道教建築第 2段落，2行目，原典は『唐会要』巻 50（景雲観条）870頁。 
11 「碧瓦初寒外，金茎一気旁。山河扶綉戸，日月近彫梁。」碧瓦は瑠璃瓦を指す。原典は杜甫『冬日
北謁玄元皇帝廟』，『銭注杜詩』巻 9，上海古籍出版社標点本，1979，276頁。 
12 『長安志』巻 8，大寧坊条。中華書局影印『宋元方志』，1990，117頁。 
13 『唐両京城坊考』巻 3大寧坊太清宮条原注引文，中華書局標点本，1990，71頁。 
14 前掲注 12。 
15 前掲注 9，540頁。 
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の『甘水仙源録』（1288）の記載によると，初期の道教の教えは倹約主義であった。その
時代の道教建築は茅葺で簡潔で，素朴な様式を求めた。しかし，元代（1260－1368）の統
治者は道教の不老不死の術（不老不死の丹薬をつくることができる伝説）を信じるため，
朝廷は道教を保護し，支持した。そのため，全国で大規模な道教建築が建てられた。道教
の教えは徐々に倹約主義から贅沢主義に変わっていった。 
さらに明代（1368－1644）の歴代皇帝は不老不死の丹薬の製作に夢中になっていたので，
元代から明代にかけて道教の影響力が強化され，全国に道教建築広がっていった。王世貞
『弇州続稿』（1599），元代の黄縉『黄金華集』（13世紀末－14世紀初）巻 14『龍虎山仙源
観記』，元代の李志全『天壇十方紫微宮結甍殿記』の記載によると，元代や明代の道教建
築は仏教建築を使用する事例が多く，また仏教建築の伽藍様式を模倣して建設された道教
建築も少なくない。山間部の道教建築は中軸線によって左右対称の伝統的な中国合院式で
はなく，地形に沿って左右不対称の場合もある。ただし，この時期の道教建築は大いに発
展したが，独自の建築様式の特徴とはなっていない。 
『清史稿』（1927）によると清代は明代の道教建築の様式を継承したが，もともと漢民
族の道教は統治者である満州族の財政上の支援を受けられず，また多数の民間信仰と合体
し小規模な廟や宮が多数建設された。さらに，北方の道教勢力は南方に移り，建設の場所
も山林ではなく，都市部や市街地へ移動して，道教は再び一般民衆に向けの世俗宗教にな
った。南方の漢民族の居住地で道教の信仰は盛んになっていた。道教勢力の衰退による建
築規模の縮小は，清代の道教建築の特徴と言えよう。 
 
（２）仏教建築 
仏教は後漢永平 10（67）年にインドから洛陽の白馬寺に仏像と経典が輸入されたこと
に始まる16。『魏書』釈老志の記載では，洛陽で白馬寺を建設し，豪華な仏塔を造り，精緻，
奇妙な壁画を描き，建造物は四方式で十字交差の空間配置にし，宮，仏塔などの建設は天
竺の旧制度に従って建造された。この仏塔は中国最初の仏塔と言える。『後漢書』巻 103・
陶謙伝によると当時の寺は「祠」と呼ばれ，塔を「浮屠」と呼んでいる。当時の寺は敷地
の中央に塔があり，周囲に庭があって，外周は廊下と堂と閣によって結ばれる。後の北魏
の永寧寺と日本の飛鳥時代以降の梵寺に参照すると，漢代の寺院の空間配置は古代インド
と同じ十字交差で，塔を中心に建物を周りに配置したものと推測できる。 
南北朝時代には戦乱と滅仏運動によって大量の仏教建築が焼失した。 
隋代は全国統一を実現した後，仏教の復興を専念している。『両京新記』，『長安志』，『隋
書』，『続高僧伝』によって隋の文帝が都城の大興で寺院 100宇の建造計画がなされた。実
際に造ったのは 120 宇を超えたという。後の唐の長安城内の半分以上の寺院は隋の文帝
の時期に建造されている。特に屋靖善坊大興善寺の規模は坊一つを占めている。当時の大
興城は中国の仏教の中心都市となっている。 
唐代初期の統治者は道教を信奉し，仏教は衰退していた。唐太宗後期，唐の玄奘は天竺
から仏教の経典を唐に持ち込んで，徐々に統治者の意識を改めさせ，仏教の復興を試みた。
唐以前の仏教建築の様式は等級別で建てられたかどうかは史料においてまだ明らかにな
っていないが，『旧唐書』，『唐会要』，『宋高僧伝』の記載によると唐代の寺院は階級に合
う建築様式のランクが形成したのみならず，官17，庶18の二種類に区分された。『寺経』，
『戒壇経』の記載によると，唐代の寺院の空間配置は漢代の仏塔を中心に四周が廊下で囲
                                                   
16 劉叙傑『中国古代建築史・第一巻』，中国建築工業出版社，2003，497頁。 
17 勅建した寺院。 
18 民間の邸宅を改造した寺院。 
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む様式から，中軸線で左右対称とし，中心部の中院を中心として別院を建設する様式に変
化した。中軸線の道路と並行して，東西１本ずつの 3本南北方向の道路と東西方向の若干
道路によって，条坊制のミニ長安城を構成している。 
 
表Ⅱ－1 南宋禅宗五山十刹 
五山 所在地 山 創設年代 改築年代 
興盛万寿寺（径山寺） 臨安（杭州） 径山 唐 天宝初年（142）   
景徳霊隠寺 臨安（杭州） 北山 東晋 咸和元年
（326） 
宋景徳四年（1007） 
浄慈報恩光孝寺 臨安（杭州） 南山 後周 景徳元年
（954） 
紹興九年（1193） 
太白天童景徳寺 明州（寧波） 太白山 晋 永康年間（300）   
広利寺 明州（寧波） 阿育山 南朝宋 元嘉 2年
（245） 
宋大中祥符元年
（1008） 
十刹 所在地 山 創設年代 改築年代 
天聖万寿永祚寺（法浄
寺） 
臨安（杭州） 中天竺
山 
隋 開皇 17年（597）   
護聖万寿寺 呉興［浙江］ 道場山     
太平興国寺（霊台寺） 南京 蒋山 梁 天監 13年（514）   
報恩光孝寺（万寿寺） 平江（蘇州） 万寿山   紹興九年（1139） 
資聖寺（雪竇寺） 奉化［浙江］ 雪竇山 晋   
龍翔寺 永嘉［浙江］ 江心山     
崇聖寺 閩侯［福建］ 雪峰山     
宝林寺 義烏［浙江］ 黄雲山 梁 大同 6年（540）   
雲厳寺 平江（蘇州） 虎丘 隋 仁寿元年（601）   
国清教忠寺 ［浙江］ 天台山 隋 開皇 18年（598）   
注：郭黛姮『中国古代建築史 第三巻』， 中国建築工業出版社，2003， 254頁の内容による作成。 
（ ）は現市名 ［ ］は省名 
 
宋，遼代，金，西夏の時代の仏教は，朝廷が民衆を支配する道具に過ぎない。宋代は建
国当初に仏教を振興するが，寺院と僧侶の数が多すぎて国家財政に大きな負担となった19。
しかし，宋代中期になると軍費を徴収するために国家的僧侶に対する免役税を加えた。急
に大量の度牒20を下す場合もある21。このような政策は短時間に財政難の問題を解決でき
るが，僧侶の数の急増問題がまたしても浮上する。宋代後期になると，また寺院の建設と
僧侶の増加を抑えざるを得なくなった22。宋代は儒学に対する崇拝が絶対的な時代である。
宋代の仏教建築は「子院制度」23に従い，これは儒学の論理道徳思想の影響を受けた一例
である24。さらに，南宋の寧宗淳煕（1194－1224）の時，「五山十刹」を制定した（表Ⅱ－
1）。これによって寺院の等級を設定し，他の寺院の見本となる。中でも禅宗の「五山十刹」
がもっとも有名であった。これらの寺院の創設は宋代ではないが，宋代に禅僧寺院に改め，
建て直し，増築が多い。 
一方，遼，金，西夏は，漢民族の先進的な農耕文明を学ぶ際に，仏教も受容した。同時
に，これら少数民族政権の統治者は，仏教が流布した地域を基盤とする漢民族の思想を操
る良い道具であることに気付いた。 
                                                   
19 寺院は国家の農地を占用し，国へ進呈する穀物の量が減少する。また，僧侶も国家に対する賦役，
徭役が免除されるため，さらに，国家の財政難に火に油を注いだ。 
20 国が僧侶に対する認可書。 
21 郭黛姮『中国古代建築史・第三巻』， 中国建築工業出版社，2003，253頁。 
22 前掲注 21。 
23 子院，禅宗は塔頭と呼ぶ，本寺に属する寺院，末寺。 
24 前掲注 21，254頁。 
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（３）イスラム教建築 
 劉昫『旧唐書』（945）によると，唐の高宗永徽 2（651）年，唐は大食（アラビア帝国）
と外交関係を確立した。しかし，この年にイスラム教は中国に入ったとは言えない。杜佑
『通典』（801）の杜環『経行記』の西アジアと中央アジアに関する記載の中に「大食に礼
堂があり，数万人が入れる」の記述がある。ここの「礼堂」はモスク（礼拝寺，清真寺）
である。現存の最も古いモスクは唐玄宗天宝 12（753）年に建設された広州の獅子寺（懐
聖寺），泉州の麒麟寺（清浄寺），杭州の建凰寺（真教寺）である25。ペルシア人 ibn-
Klinrdādh-bih26『邦国道里志』（848）27とアラビア人の著書『蘇莱曼東遊記』（851）の記
録によると，陸のシルクロ－ドは突厥，契丹によって途絶されたが，海のシルクロ－ドを
通して中国沿海都市で商業活動と教団活動が行われてきたことがわかる。イスラム教建築
の伝来は唐代の初期と推定される。 
 13 世紀のモンゴル帝国の奮起によって，陸上交通はユ－アシア大陸を貫通した。これ
によって，大量のアラビア人が中国に移民していった。漢，モンゴル族と通婚して回族が
誕生した。元代ラシ－ドゥッディ－ン『史集』（1300-1310）28では，元代の省 12のうち 8
省がイスラム教団の活動があることを記載している。モスクの最も多い都市は中国の沿海
部の港町である広州，泉州，福州に集中する。 
 明代初期には，アラビア，ペルシアとの頻繁に国家的交流が維持されてきた。これによ
って中国の沿海都市から江南地域まで，大量のモスクが各都市に建てられた。また，北西
の内陸部にある寧夏は明代嘉靖時期の『寧夏新志』（1501）によると，大量のモスクが明
初期に寧夏に建設され，モスクは王府，貴族の邸宅とほぼ同じ面積を持っている。これら
のイスラム教宗教建築はアラビア，ペルシアのイスラム建築様式と漢民族の木造建築とが
融合して，独自の建築様式を形成している。モスクは回族のイスラム建築である。また，
中国の陸路から伝来してきたイスラム建築は，ペルシア，突厥，契丹の建築様式を融合し
て，新疆にイスラム建築が建設された。新疆の伊犁に現存している瑪札29と呼ばれるイス
ラム教徒の墓は，元代に建てられたイスラム教建築の代表である。最後に瑪札とモスクの
建設と建築用途の融合は，元代と明代の特徴と言えよう。もともと祭祀と礼拝二つの用途
を一つにするのはイスラム教の固有の建築文化ではない。漢民族の墳廟制度と東イランの
塔廟制度と関連性がある30といわれている。 
 
（４）民間信仰建築 
 民間信仰建築は主に壇と廟の二つに分けられる。壇と廟はいずれも神々を祭祀する場所
である。土台の上に屋が建てられない場所は壇と呼び，屋が建てられて祭祀する場所は廟
と呼ぶ31。中国の壇，廟は原始社会の末期から現れていた。長い時間を経て，壇，廟は統
治者の政治目的によって道徳，礼儀，論理，秩序などのような精神的な意思が加わるよう
になり，民間の信仰施設として使用されるのみならず，徐々に政治に利用される施設とな
った。政治的な価値があるため，都城，府県の建設においては重要な位置を占めている。 
 『元史・祭祀志』（1370）によると，元代の皇帝は祭祀を軽視していた。そのため，壇
                                                   
25 『成達文薈』集二。潘谷西『中国古代建築史・第四巻』，中国建築工業出版，1999，全 375頁。 
26 ibn-Klinrdādh-bih（820-912），ペルシア地理学者，中国までの道路と海路に関する本を著する。 
27 古代西アジア，中アジアから中国まで交通に関わる地理学著書，交通史に関する重要な史料でもあ
る。 
28 イルハン朝の第 7 代君主ガザン・ハンの勅命（ヤルリグ）によってその宰相であったラシ－ドゥッ
ディ－ンを中心に編纂された歴史書である。 
29 瑪札：Tughuluk Temer khan mazar(1363-1364)，賢者の墓，イスラム教徒の聖地と認める。 
30 常青『西域文明与華夏建築的変遷』，湖南教育出版社，1992年，第五章。前掲注 24，385頁。 
31 前掲注 25，第三章，119頁。 
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や廟の建設は重視していなかった。一方，漢民族の伝統と文化の継承者の権威を誇示する
明代の皇帝は，儀式，礼儀の制定，壇や廟の建設に夢中になっていた。『明史・礼志』（1739）
の中に祭祀用の壇，廟は十数種類が記載されている。天地，日月，城隍，孔子，関羽，山，
川，土地，水，火のような自然と英雄を崇拝していた。明代は民間信仰の最盛期であり，
民間信仰建築の数もこの時期に頂点に達する。 
 清代は民間信仰建築に対する整理と合併によって『大清通礼』（1756）の記載によると，
「天，地，日，月，先農，先養，社稷」，「風，雲，雷，雨」など自然の神を祀る壇，廟は
都城に置かれ，「五岳，五鎮，四海，四涜」の廟は各地に建てられる。清代は英雄を祀る
祠，廟の数が最も多い。 
 
（５）宗廟建築 
 宗廟建築は中国の皇帝が自分の先祖を祭る場所である。周，秦以前の時代は史料不足の
ため，宗廟建築の様式と空間配置は不明の部分が多い。前漢時代には皇帝が各自に自分を
祀る廟を建てる。その末期になると，「一廟，同堂，異室」の様式に変更し，後漢にする
と「一廟，同堂，異室」の宗廟の建築様式が決められた。そして，後世にはこのような建
設様式を見本として宗廟を建てられることになった32。歴代の儒生33は一区域で 7 つの廟
か 9つの廟を建てることを唱えていたが，王莽，曹魏，明代嘉靖のみが一時的に実施した
にすぎない。なぜなら祭祀に不便であることが大きな理由となっている。 
 
三国時代の蜀と呉では，宗廟が建てられたが，史料の紛失のため，宗廟様式の考証はも
はやできなくなった。 
『晋書・武帝紀』（648）と『魏書・礼儀志』（487）の記載によると，魏晋，南北朝の宗
                                                   
32 前掲注 9，33頁。 
33 儒学を学び，唱導するもの。 
図Ⅱ－1 南北朝東魏高歓太廟復原図 
傅熹年『中国古代建築史』第二巻，中国建築工業出版社，2001，120頁 
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廟建築は，図Ⅱ－1のように三重の壁に囲まれ，四周にそれぞれの 5つの柱間をもつ門屋
を建てる。中央の 3つの柱間を 3 つの門を開け，内側の二重目の壁は回廊として建設し，
真ん中の宮殿が 16の柱間（16軒の室をもつ）を持つ壮大な建造物群である。明堂は天帝
を祀る場所である。魏晋南北朝は動乱の時代，財政が厳しくなり，政権の更迭も頻繁であ
る。そのため，明堂の建設はほとんどない。 
『隋書』によると，隋代の宗廟建築は，魏晋以来の「同堂異室」の様式に従って，三重
の壁に囲まれ，四週にそれぞれの 5つの柱間をもつ門屋を建て，中央の 3つの柱間を 3つ
の門を開け，真ん中の宮殿が 7，8間の柱間を持つものである。 
唐代は隋代の宗廟建築の様式を継承し，王朝の時間が長いので，中央の宮殿の室が多い。
細長い形となった。 
宋代の宗廟の中央の宮殿も細長い形で建設された。 
元代初期はモンゴルの古い風俗にしたがって先祖を祀るが，中統 4年（1263）初燕京に
太廟を建て，最初は「西尊東卑」の順で霊位を並んでいた。しかし泰定元年（1324）に『周
礼』にしたがって「東尊西卑」の順で霊位を並び改めた。至元 4年（1277）大都に太廟を
建てる。規制は「前殿後寝」宮殿は 7室，奥行 5室で，金代宗廟の建築様式と同じであっ
た。 
明代の宗廟建築は，主に洪武，永楽，弘治，嘉靖 4 つの時期に 5 つの変化がみられる。
表Ⅱ－2，図Ⅱ－2，図Ⅱ－3が示しているように「左祖右社」，「前殿後寝」，「一廟一主」，
「九廟制」，「同堂異室」の特徴がある。 
 
表Ⅱ－2 元・明の宗廟建築の規制 
元代，明代宗廟建築
の規制 
首都 規制 原因 空間配置 
至元 4年（1277） 大都 前殿後寝 
『周礼』に従
う 
宮殿７軒，奥行 5軒 
洪武元年（1368） 南京 四親廟，左祖右社 元代と区別 不明 
洪武 9年（1376） 南京 前殿後寝，同堂異室 太廟の建設 
前殿は衣冠を設置寝
殿 9軒，神主を設置 
永楽 18年（1420） 北京 前殿後寝 遷都 南京同 
弘治元年（1488） 北京 祧廟 宗廟制度改革 祧廟を設置 
嘉靖 14年（1535） 北京 
九廟，太祖だけが祧廟あ
り 
宗廟制度改革 前殿 5軒，寝室 3軒 
嘉靖 20年（1541） 北京 同堂異室 火災で焼失 一殿 9室 
注：潘谷西『中国古代建築史 第 4巻』，中国建築工業出版社，1999，151頁の内容により筆者作成。 
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２．各分野の宗教建築の研究 
 
 本節では中国の宗教建築を扱った各分野の重要研究業績を展望する。 
 
（１）建築学 
都市計画分野では，宗教建築が都市における位置づけや都市の全体の構成に対する意義
などに注目し，都市における宗教建築の宅地の基準と分割について考える傾向が強い。布
野修司『大元都市』（2015）は中国都城の理念と空間構造を中心に論述している。同書で
は中国の帝都，中国都市論，都城とコスモロジ－，都市のネットワ－ク，中国都城の類型：
理念・変異・変容，都市組織の住居類型とその変容という 6つの中国都城論の問題点と課
題をあげた。後の章で，それぞれの問題点，いくつかの都城の事例を挙げて分析する。宗
教建築に関する記述は北京を扱った第 5章である。第 4節「乾隆京城全図」（1750）で王
府・衙署・倉・寺廟―四合院の類型と街区分割を述べている。 
陣内秀信・朱自煊・高村雅彦『北京―都市空間を読む』（1998）は中国の首都北京を研
究対象にし，皇帝の都の空間構造，都市空間を読む北京，中庭住宅の建築文化，商業空間
のなり立ち，盛り場の都市建築史，近代都市のレトリック，今を生きる北京 7つの主題か
ら北京の都市空間構造を究明している。 
布野の前掲書は，まず，「乾隆京城全図」（1750）上の寺廟の数を確認し，『日下旧聞考』
（1788），『北平廟宇通検』（1936），『北京市志稿・宗教志』（1998）などの文献史料の記載
している寺廟の数と比較した。その結果，寺廟の数はほとんど一致したため，「乾隆京城
全図」は非常に信頼できる資料であるという結論にいたった34。また，文献史料と地図の
比較によって，寺廟の創設年代，数を集計している。立地については，明代寺廟のほとん
                                                   
34 布野修司『大元都市－中国都城の理念と空間構造』，京都大学学術出版会，2015，546頁。 
図Ⅱ－2 『大明会典』による南京太廟図 
潘谷西『中国古代建築史 第 4巻』，中国建築工業出
版社，1999，151頁 
図Ⅱ－3 北京太廟図 
潘谷西『中国古代建築史 第 4巻』，中
国建築工業出版社，1999，152頁 
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どが北京内城に位置し，内城の人工湖の両側に多く分布する。元代寺廟は内城の西と北東
部に集中して分布する35。そして，建設主体によって明代前の寺廟において国家が建設し
た寺廟を官建，自宅を寺にした（「捨宅為寺」）のは私建という。清代になると，「官建」
と「旗建36」が出てくる。新たな胡同（住宅区）を建設した時に，関羽廟を建設する。最
後に街区レベル（民間信仰）の宗教建築が北京の寺廟の中で最も数多く存在している37と
いう結論が出た。 
陣内秀信らの著書はイタリアに始まり，欧米に広まりつつある建築類型学・都市形態学
の方法を援用し，建築と都市空間を有機的に結びつけながら捉える。建築は敷地割，街区，
街路などの要素と一体化して存在し，集合体としての都市組織（urban fabric）の状態を
考察する38。「乾隆京城全図」に描かれた宗教建築の場所を現地で考察すると，市街地に宗
教建築が分布する密度が日本よりも高い。それをもって精神的中心であったのみならず，
地域の文化的中心でもあったと指摘する。 
布野の前掲の著書は「乾隆京城全図」と文献史料から寺廟の全体像を把握した。最後に
宅地の種類によって，類型別で総括する。特に寺廟の宅地の基準と分割を注目する。 
陣内秀信らの前述の著書は，建築から都市全体（周辺の地域まで含めることもできる）
まで，空間の系譜を＜共時性＞としてとらえる。同時にまた，時代ごとに建築やその集合
の在り方が変化していく過程を動的にとらえる＜通時的＞な見方も採用する39。つまり，
空間軸（横軸）と時間軸（縦軸）によって構成した三次元の世界の中で，建築の存廃によ
る都市景観の変化プロセスを捉えている。手法としては建築分野の専門技術を駆使して
は，基本街区と四合院の関係図，宅地基準図，分割パタ－ン図を作成した計測を重視し，
オリジナルな製図作業を工夫している。 
建築史学分野では，宗教建築の歴史の流れを着眼して，歴史上の各時期の建築様式の特
徴と意匠を考えるのに特色がある。刘敦楨の『中国古代建筑史』40（1980）全 5巻は，5名
の編者によって，中国の原始社会から清代までの古代，近世建築の発展史を概観する。宮
殿，宗廟，墓，園林，住居，宗教建築のみならず，建設技術と建築様式も含めて詳述して
いる。 
本書は全体的に歴史の時間軸を主軸にし，各巻は宮殿，宗廟，墓，園林，住居などの起
源・発展を類型別に論じている。著者らは保存された古代建築と遺跡を実測して得たデ－
タを参照しながら，また，本書は実例のない場合は大量の古典史料の引用で補って建築の
発展史を究明している。中国の歴史上に出現したあらゆる建築を総括した集大成の著作と
いえる。特に宗教建築の紹介は方法論で詳しく述べている。分担執筆者らの観点はそれぞ
れ異なるが，客観的に建築の発展史とその歴史上の意義を述べている。その共通認識とし
ては明清建築（宗教建築を含める）が中国古代建築の発展の頂点に位置するという点にあ
る。 
宗教建築に対する研究視点は，古典史料を重視して，宗教建築の発展史を編集している
ことで大量の史書，唐詩，地方志，建造法式を引用して各時期の宗教建築の歴史の形成の
プロセスに注目しながら宗教建築のもとの姿を復原する。 
建築史は歴史学の様々な史料文献を引用しながら，建築の実地調査，実測を駆使すると
ころに特徴がある。 
                                                   
35 前掲注 25，549頁。 
36 清代は「旗」を単位として，住宅区を建設する。 
37 前掲注 34，549頁。 
38 陣内秀信・朱自煊・高村雅彦『北京―都市空間を読む』，鹿島出版会，1998，14頁。 
39 前掲注 38，14頁。 
40  劉敦楨主編『中国古代建築史』，中国建築工業出版社，1980。 
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建築構造分野では，宗教建築の内部に注目し，建造方法と原理を考える。梁思成『営造
法式注釈』（1983）は宋代の李誡『営造法式』（1103）を一般の人に理解できる現代中国語
で注釈した著作である。もともと『営造法式』は後世に残すために著されたわけではなく，
当時一般であった技法をまとめ，広く設計と見積もりの根拠を表すために書かれた41と考
えられている。 
上述のように，日本と中国の建築学の代表的な著書をとりあげた。これによって日本と
中国が宗教建築に対する研究の視点の相違点を考えたい。日本の建築学における宗教建築
の研究は寺廟と宅地の全体像，建築の変化に注目する。宗教建築が精神と地域文化の中心
であることを主張している。一方，中国の建築学における宗教建築の研究は，建築の発展
の原像と木造構造に注目し，宗教建築が歴史上の都市建設に対する重要性を主張する。さ
らに，宗教建築の研究によって中国の伝統的な建築設計の地域性や民族性を重視する。 
 
（２）歴史学 
歴史の分野では，宗教建築の建設の経緯を注目し，宗教建築の建設に影響を与えた歴史
的な原因を考えるところに特徴がある。斯波義信『中国都市史』42（2002）では，歴史の
なかの都市，都市のシステム，都市の解剖図に大きく 3つに分けられ考察している。寺廟
に関しては台湾の都市化の中の台南の漢化43として扱っている。 
川勝守『中国城郭都市社会史研究』（2004）は，序章が中国江南城郭都市社会史の問題
点，第 1部が中国城郭都市の基本性格，第 2部が中国城郭都市の建設と管理行政に関する
研究，第 3部が中国城郭都市社会の研究，第 4部が中国城郭都市の生活と文化に分かれて
いる。中国都市の宗教施設と都市生活文化の中で宋元時代，南京建康府における仏教・道
教寺観などの存在形態と明代，南京応天府における仏教・道教寺観などの存在形態を述べ
ている。 
斯波の著書は，学界が注目している古代以来の帝都である都市（長安，洛陽，北京）以
外の中近世の中小都市に注目する。中国の「県城」44レベルの都市を中心に，都市化，商
業化，漢化を歴史的な考察に立ち戻って全体の見通しを掴むという観点を持っている。特
に台南にある海運業界の信仰である媽祖廟と汎商業神の関羽廟の成立は，大陸から台南ま
での移民による土地開発や商業行為によって台南の漢化を加速していることを指摘する。 
川勝の著書は，南宋，景定『建康志』（1213－1280），元，至正『金陵新志』（1343），明，
洪武『京城図志』（1395），明，嘉靖『南畿志』（1534），隆慶『金陵世紀』（1569），万歴『応
天府志』（1577），万歴『金陵梵刹志』（1607）を引用しながら，南宋，元，明の南京城に
ある仏教・道教寺観の存在形態を説明する。方法論としては，上述の地方志に記録されて
いる廟観に関する記述を列挙し，史料を整理し，各時代に創設された寺廟と道観をまとめ
る。また，各廟観は何を祭祀しているかで分類する。荒廃し壊された祠廟を再建すること
が頻繁にみられることを指摘し，以下のような結論を導いた。 
 
南京にある仏教・道教の寺廟，道観は大量に存在していた。特に高く聳える
仏塔が特徴である。隋唐時代の大伽藍は全く残っていない。宋元時代の建造
物も数少ない。多くは明清時代の寺観である。王朝末期の政治動乱や異民族
の侵入による戦火ばかりでなく，都市特有の火災は平時にも多い。時に雷火
                                                   
41 梁思成『営造法式注釈』，中国建築工業出版社，1983，序言。 
42  斯波義信『中国都市史』，東京大学出版会，2002。 
43 漢民族の移民と開発による生活習慣の漢民族的な変化。 
44 地方の中小都市を指す。 
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もある。地震による倒壊が少ないのは幸いである。そのため煉瓦積みや石積
みの高層塔は存続が確保された。木造は火災に弱い45。 
 
歴史学の研究視点は，史料の引用を重視し，大量の史書や地方志を利用しながら宗教建
築の実態を把握する。 
  
（３）都城のコスモロジ－ 
都城のコスモロジ－（宇宙観，世界観）とは，都城の立地を選定するために考えるべき
要素であり，図像学とも関連が深い。その分野では，地域文化，宗教信仰，生活習慣，コ
スモロジ－などの要素を強調し，特に宗教建築で地域性を表現できることを重視してい
る。応地利明は『都城の系譜』（2011）において古代インドと古代中国の都城思想，都城
のバロック的展開，18 世紀ヒンドゥ－世界両端の建築物として都城を分類する。前漢・
長安－家産制領域国家の都城で宗廟（祖先を祭祀する廟）・社稷（豊年を祈る壇）を言及
している。 
本書では長安を事例として古代中国の都城思想における「左祖右社」の理念を証明する。
いわゆる『周礼』に記載の「中央宮闕」に
南面して立つ天子の左方に宗（祖）廟，右
方に社稷が位置するとする。ここの宗廟
は特殊な宗教建築と見なす。『漢書』（80）
の勅命を引用し，漢代初期から皇帝が宗
廟と社稷に言及するものが多いが，『史
記』（BC．91）と『漢書』が述べる前漢・
長安の建設過程に関する記事には，宗廟
と社稷の造営を明記するものはないとす
る46。それにもかかわらず，宗廟と社稷は
王権の権威の源泉であるから，当然最初
から存在していたに違いない。著者はも
う一つの史料として『三輔黄図』（301年
以前の著作）が述べる「漢，初めに秦の社
稷を除き，漢の社稷を立つ。其の後，また
官社を立つ」47を挙げる。漢代の建築は秦
代の建築物を踏襲したうえで，その位置
を図Ⅱ－448の都城南郊に描かれた正方形
の施設の南西端に破線で小さく記入され
た「官社」に否定する説が唱えられてい
る49。宗廟と社稷の位置は少し南北にずれ
ているが，結局「左祖右廟」の位置関係で
                                                   
45 川勝守『中国城郭都市社会史研究』，汲古書院，2004，498頁。 
46 応地利明『都城の系譜』，京都大学学術出版会，2011，218頁。 
47 何清谷校注『三輔黄図校注』（史念海主編「古長安業書」甲集之一），三泰出版社，西安．1995，309
頁。前掲注 45による。 
48  前掲注 46，218頁。 
49 劉振東「西漢長安城的沿革与形制布局的変化」，中国社会科学院考古研究所漢長安白工作隊・西安市
漢長安城遺址保管所共編『漢長安城遺址研究』所収，科学出版社，2006，620-621頁。前掲（45）
による。 
図Ⅱ－4 前漢・長安都城復原図 
（川勝守『中国城郭都市社会史研究』2004，による） 
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配置されていたことになる50という説を提起した。 
都市のコスモロジ－が宗教建築に対する貢献は，古代の都城思想（東方の哲学思想と宇
宙観を含める）を出発点として，宗教建築（宗廟建築）に対する影響を考えている点であ
る。 
 都市のコスモロジ－の手法においては，古代思想史に関する史料を引用しながら，都城
の復原図の上に宗教建築（宗廟建築）の位置関係を究明することに重点が置かれている。
そのため，ともすれば史料の引用に偏重しており，地図は説明のその補足として使用され
ている。 
 
（４）歴史地理学 
歴史地理学の分野では，地形図，地籍図，古地図，都市計画図などを利用しながら，分
布図や復原図をつくり，宗教建築の歴史的な変遷を地図で示し，行政，政治などの影響と
都市景観の変貌を考える。時間軸と空間軸を合わせて宗教建築の動的な景観像を捉える。 
侯仁之の『北京歴史地図集』51（2013）では，北京の歴史建築に関する多角的な情報を
収集し，北京の歴史建築の概観と現存状況の全面的な把握を試みる。 
侯仁之の近著『北平歴史地理』52（2014）は，北京と自然の地理関係を述べ，歴史の時
間軸に沿って各時代，北京城が政治的な地位の変化と都市にかかわる増築，改築，人口の
分布，運河，水系の変遷を各章で論述する。侯仁之は直接的に宗教建築に関する研究を言
及していないが，北京の都市域の変遷，人口分布の変化，市場の分布の都市歴史地理の分
析によって側面から宗教建築の分布と都市景観の形成要因の分析に必要な資料や糸口を
与えた。 
呉承忠，宋軍の「明代北京遊覧型寺廟分布特徴」53（2008）は，詩に記されている遊覧
型の寺を分析し，遊覧型の寺が西郊外と内城の西城に集まり，自然景色の名所に分布する
特徴がある。 
宗緒盛の『老北京地図的記憶』54（2014）は，北京の内城域と外城域を描いた民国時代
の都市図や主題図を中心となる地名や時代背景から解読する，そこでは必然的に当時の建
物・施設などの変遷が分析の対象となっている。近代の古地図による北京の都市景観の歴
史地理学的な分析に成功している55。宗教建築に関する研究や叙述はないが，民国時代の
北京の都市史，都市計画，都市景観の研究に有用な地図資料を提供する。 
藤村健一の「上海における仏教の観光寺院の空間構造・性格・拝観」56（2016）は，上
海の観光寺院の空間配置と拝観行動を実地調査に通じて述べた。そして，日本の寺院と比
較し，上海の観光寺院への拝観行為の目的は文化財の鑑賞よりも，礼拝して利益ことであ
る相違点を説明した。 
船越昭生の「中国の歴史都市―北京」57（1985）は，当時中国の北京に対する歴史地理
学の研究成果を基礎としながら，考古地理学的観点から北京の位置の特質，元の大都の復
原，現代北京の改造の以上 3点を概説している。 
                                                   
50 前掲注 46，205頁，218頁。 
51  侯仁之『北京歴史地図集』，北京出版社，2013。 
52  侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014。 
53 『城市問題』第 151期，2008，第 2期，54-59頁。 
54 宗緒盛『老北京地図的記憶』，中国地図出版，2014。 
55 張旭「書評：宗緒盛『老北京地図的記憶』（2014）」『人文地理』，2016，第 68巻 1号，96-97頁。 
56 藤村健一「上海における仏教の観光寺院の空間構造・性格・拝観」，E-journal GEO（日本地理学
会）， 2016，第 11号（1），199-218頁。 
57 船越昭生「中国の歴史的都市―北京」，藤岡謙二郎編『講座考古地理学，第 3巻 歴史的都市』，学
生社，1985，178-200頁。 
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歴史地理の方法論は古地図，史書，地誌，詩などの史料と実地調査によって地図化，図
表化して宗教建築の分布，都市景観の変遷を表現し，景観形成の要因を究明する。その宗
教建築に対する研究視点は，史料の利用と地図上での宗教建築の分布，都市景観の変化の
特徴を動的にとらえることにある。とりわけ，地図，史料の利用と数値データの分析，位
置情報をデ－タにして分析するところに特色がある。 
 
（５）民俗学 
民俗学の宗教建築と信仰に関する主なる研究は以下のとおりである。 
松本浩一の「宋代を中心としてみた都市の祠廟の変遷」58（2004）は，史料，地誌に基
づいて，現代の台湾における城隍神信仰の性格，宋代の城隍神信仰とその性格，明初の城
隍神信仰と変化を扱って宋代を中心に都市の祠廟の変遷を述べる。 
白松強の論文「祠堂から村廟まで：中国の農村地域からみた民間信仰の復興－河北省武
安市固義村における李氏祠堂を事例として－」59（2014）は，中国の民間信仰が村落にお
ける復興，祭祀の変容及び新たな信仰実践の誕生を述べた。伝統的な民間信仰から現代ま
での変容が特徴である。 
中鉢令児の論文「台湾における廟と文化観光－流行化した宗教と地域の賑わいを視点と
して－」60（2015）は，台湾の媽祖文化を挙げ，一村一廟の現象の歴史を述べ，民間信仰
の宗教性と観光業の連携，地域経済活性化の間の関係を論述する。しかし，媽祖信仰，一
村一廟の現象は漢民族の独自の文化，習慣しか見えない。さらに， 関帝信仰は，中国の
漢民族の独特の民間信仰である。台湾で最も多い信者を持っている関帝信仰は本稿では言
及していない。中鉢は台湾独特の文化の形成と国家意識の出現を結論としているが，私は
この見解には賛同しがたい。 
矢沢知行の「中国・台湾の媽祖巡礼－その成立・展開・現状について」61（2013）は，
媽祖信仰の成立と展開，今日の媽祖廟と媽祖信仰，台湾媽祖巡礼の 3 つを考察している。
現在の宗教巡礼を中心に研究した。 
都通憲三朗の「清代江浙地方の火神廟」62（2015）は，中国の各府県の地方志中にみら
れる寺廟や風俗に関する記述を手がかりに清代から民国期にかけての江浙地方における
火神廟のあり方について考察する。火神廟の地理的な分布で一覧表を作っているが，それ
がどこにあるのかといった分布論ではなく，地図の利用は全くない。 
 
３．将来の歴史地理学における宗教建築の研究方向 
 
 以上，中国の宗教建築の発展の道筋，及び各分野の中国の宗教建築に関する 1980 年代
以降の諸研究の動向をたどってきた。それらの主要著作を方法論，出張，注目点，研究手
段によってまとめてみた（表Ⅱ－3）。 
宗教建築にかかわる研究は建築学の著書は多いが，歴史学と歴史地理学の著書が少な
い。さらに，純粋に宗教建築に焦点を絞る研究と著書は非常に少ないと考えられる。 
                                                   
58 松本浩一「宋代を中心としてみた都市の祠廟の変遷」，都市文化研究第 4号，2004，127-142頁。 
59 白松強「祠堂から村廟まで：中国の農村地域からみた民間信仰の復興―河北省武安市固義村におけ
る李氏祠堂を事例として―」，日中社会学会『21世紀東アジア社会学』第 6号，2014，119-137
頁。 
60 中鉢令児「台湾における廟と文化観光－流行化した宗教と地域の賑わいを視点として－」，北海道
地域観光学会誌第 2巻第 1号，2015，10-18頁。 
61 矢沢知行「中国・台湾の媽祖巡礼―その成立・展開・現状について―」，『四国遍路と世界の巡礼の
諸相』，岩田書院，2013，28-35頁。 
62 都通憲三朗「清代江浙地方の火神廟」，駒沢大学仏教経済研究所，2015，186［25］-162［49］。 
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表Ⅱ－3 各分野の宗教建築の研究 
 
研究分野 
宗教建築の
研究 
著作 方法論 
参考地図，
設計図 
主張 注目点 研究手段 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建
築
学 
 
 
 
 
建築
学都
市計
画 
  
①内城宗教
建築の分布
特徴 
②宅地の基
準と分割 
布野修司『大
元都市』
（2015）         
①古地図，史料
の利用     
②寺廟の数と位
置を確認  ③
宅地の基準と分
割図を作成 
「乾隆京城
全図」 
①「乾隆京城
全図」の信頼
性      
②宅地の基準
と分割パタ－
ン 
寺廟と宅地
の全体像 
分布図，
宅地の基
準とパタ
－ン図の
利用 
都市空間構
造における
宗教建築の
位置づけ 
陣内秀信・朱
自煊・高村雅
彦『北京－都
市空間を読
む』（1998） 
建築類型学と都
市形態学の方法
論 
「乾隆京城
全図」 
宗教建築が精
神と地域文化
の中心 
建築とその
集合の在り
方の変化 
実地調
査，古地
図の利用 
建築
史 
宗教建築の
歴史と発展 
劉敦楨『中国
古代建築史』
（1980） 
時間軸に沿って
宗教建築史の叙
述 
建築の見取
り図 
明清宗教建築
が頂点に立つ 
客観的，史
的な視点で
建築の発展
の原像 
史料，
図，表の
利用 
建築
構造 
宗教建築の
内部構造 
梁思成『営造
法式注釈』
（1983） 
現代語に翻訳 木造構造図 
建築設計の地
域性，民族性
の喚起 
木造構造に
注目 
古書注
釈，実物
測量，聞
き取り調
査 
 
 
歴
史
学 
都市
史 
 
宗教建築に
影響する歴
史的原因 
斯波義信『中
国都市史』
（2002） 
歴史の原因で宗
教建築に関する
諸問題の解釈 
なし 
中小都市の全
体の見通しに
重視すべし 
主流以外の
中小都市に
注目 
史料の利
用 
歴史上宗教
建築の存廃
の実態 
川勝守『中国
都市史』
（2004） 
地誌，史料の分
析 
なし 
明清宗教建築
が多い，木造
が日に弱い 
史料に重視 
地方志の
利用 
 
 
 
 
 
 
地
理
学 
都市
コス
モロ
ジ｜ 
特殊宗教建
築（宗廟建
築）の空間
配置関係 
応地利明『都
城の系譜』
（2011） 
史料の分析，質
疑，補佐，究明 
前漢・長安
都城復原図 
「左祖右社」
の成立 
都城思想，
コスモロジ
－ 
史料，復
原図の利
用 
歴史
地理
学 
  
宗教建築の
空間分布 
侯仁之『北京
歴史地図集』
（1988） 
史料の分析，地
図で表現 
北京歴史地
図，北京古
建築分布図 
北京の寺廟の
分布状況 
客観的な史
料に重視   
②科学的な
地図表現に
重視 
歴史地
図，主題
図の利用 
都市計画の
変更によっ
て宗教建築
の遷移 
侯仁之『北平
歴史地理』
（2014） 
史料の分析，地
図で表現 
北京周辺地
形図，水系
図，商業分
布図など 
北京城歴史上
立地の形成，
発展，変遷 
①客観的な
史料に重視  
②科学的な
地図表現に
重視 
歴史地
図，主題
図のグラ
フの利用 
 
宗教建築の
変遷 
宗緒盛『老北
京地図的記
憶』（2014） 
史料の分析，地
図で表現 
民国時期北
京水系，都
市計画，都
城，植被，
気候の主題
図 
政治，社会情
勢が地図に与
えた影響は大
きい 
北京の都市
地図の収集
と価値 
歴史地
図，主題
図のグラ
フの利用 
 
宗教建築の
空間構造・
性格・拝観 
藤村健一「上
海における仏
教の観光寺院
の空間構造・
性格・拝観」
（2016） 
実地調査 観光地図 
空間構造が整
然，観光性が
鮮明，拝観目
的は文化財で
はない 
空間構造，
観光性・拝
観性 
実地調
査，比較
研究 
（筆者作成） 
 
中国の宗教建築は，道教が 1世紀に大陸で誕生して，道教建築が各地で建設されていっ
たことに始まる。仏教は 67年にインドから伝来してきて，仏教建築も中国に輸入された。
中国の伝統的木造建築の影響を受けて現在の寺廟の様式に変容した。また，イスラム教は
唐初期から中国に入ってくる。その宗教建築は回族系統とウィグル族系統に分けられ，前
者が中国伝統的な木造建築の影響を受け，仏教建築のように漢民族の建築様式に変容して
いる。一方，後者は突厥，契丹の建築様式を継承しながら，現在の新疆地域に密に分布し
ている。民間信仰建築は道教建築と仏教建築の融合によって誕生したものである。敷地面
積が小さく，数が多いのが特徴である。最後に宗廟建築は特殊な宗教建築である。宗廟建
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築の発展によって中国の国家儀式の創始，改良，完成のプロセスを明瞭化された。 
建築学の都市計画における中国宗教建築の研究は，建築の分布，宅地の基準，分割，都
市景観の変化に注目する。建築史は宗教建築発展の源流に注目する。歴史学は宗教建築に
関する史料を解釈し宗教建築の歴史の流れをとらえることを目的にしている。都市のコス
モロジ－の研究は宗教建築が一定の世界観によって現実のプランとの異同に目を向けた。
歴史地理学は宗教建築を研究対象にして，数，分布を数値，表，地図で分析し，総合的な
分析に特徴がある。地図，科学的な分析に注目している。 
中国の宗教建築に関する諸研究を行う上で，宗教建築の復原を継続的にすることが必須
である。今後の歴史地理学における宗教建築の研究方向として歴史都市における宗教建築
の位置の変遷を示す分布図をつくる。また，宗教建築の復原分布の平面図のみならず，實
清隆・安田敦郎「奈良町の景観変容と景観保存」63（2006），碓井照子「GISによる奈良町
の 3 次元景観モデル」64（2006）のように GIS や 3D などの技術を利用して北京の宗教建
築の三次元の復原図を作成するべきである。さらに，都市景観の変遷を三次元の視覚体験
で明らかにしていく必要があると筆者は考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
63 實清隆・安田敦郎「奈良町の景観変容と景観保存」，歴史地理学，48—1（通巻 227号）， 2006，69-
80頁。 
64 碓井照子「GISによる奈良町の 3次元景観モデル」，歴史地理学，48—1（通巻 227号）， 2006，61-
68頁。 
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Ⅲ．北京城の位置と規模の変遷－元，明，清 
 
 
北京城における宗教建築の変遷を究明するためには，北京城の位置と規模を知らなけれ
ばならない。本章では，元，明，清（1267-1911）の時代における北京城の位置と規模の
変遷の探求を試みる。周知のように，中国の歴史の中で北京は首都としての歴史が大変長
く，12世紀まで遡れる。遼，金，元，明，清 5つの時代の首都とされている。各時代にお
いて名称は異なり，遼－南京，金－中都，元－大都，明－北京，清－北京と呼ばれていた。
また，各時代，各時期における北京城の位置と規模はそれぞれ異なる。先行研究の地図資
料を利用し，元，明，清の 3 時代において北京城を形成する際に受けた影響を検討する。 
図Ⅲ－165は元，明，清の 6つの時期における北京城の位置と規模を表している。真ん中
にある赤い矢印は東西を貫く現在の長安街の位置を示している。 
                                                   
65 侯仁之，嶽昇陽『北京宣南歴史地図集』，学苑出版社，2008。 
図Ⅲ－2 元大都 
（1272－1368） 
図Ⅲ－1 元，明，清における北京城の変遷 
図Ⅲ－3 元大都の坊の分布 
侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，
2014 
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左側から 1番目の図（図Ⅲ－266を参照）は元の大都（1272-1368）の時代の北京城であ
る。長安街の北にある城壁に囲まれた都市が大都の重要なエリアである。その西南方向に
ある小さな都市は大都の南城である。このエリアは金の時代には中都であった。元の時代
は民族別に社会等級が分けられ，皇族と貴族はもちろん，モンゴル族が都市部のメインの
エリアに住んでいた。一方，色目人（ペルシャ人），漢人（女真族，金国統治下の漢民族，
契丹族），南人（南宋統治下の漢民族）は南城に住むように制限されていた。また，都城
の中心部を見ると北半分の区域には道路，住宅はあまり見られない。一説ではモンゴル人
が先祖に対する敬意を表し，草原の生活習慣を忘れないようにするため都城の北半分の区
域にパオ（ゲル，フェルト製の丸テント）を設置し，初春，初秋に皇族と貴族は宮殿から
パオに移住し，一時的に草原の生活習慣に戻していたとされる。この推測は大変興味深い
が，それを支持するための証拠が不足している。 
王壁文（1936）「元大都考」（中国営造学社第 6巻）では，元の大都にある各坊を研究し
ている。それによると元代初期の坊は総数 50個であるが，その内 19個の位置が確定でき
ていない。後期の坊はさらに 25個増加したが，その内 9個の位置が確定できていない。
図Ⅲ－3は侯仁之（2014）『北平歴史地理』に描かれている元の大都の坊の内，位置が確定
しているものを示す図である。この図によると侯仁之は当時大都の皇城の北にある鐘楼，
鼓楼一帯が賑やかな市場の所在地であり，他に 2 つの市場が皇城の東西の太廟と社稷壇
の周辺に位置していると指摘する。于敏中『日下旧聞考』（1787）第 38巻の記載によると，
ほとんどの市場がこの 3か所の区域に集中し，城内には他に 40 の市場あるが，その多く
は位置が確認されている。また，侯仁之は大都の北部は住民が少ない67と指摘している。
理由は明確になっていないが，戦乱が終わったばかりであり，さらに大都城内の人口構成
はモンゴル人のみであることから，皇城，市場から離れている北部区域の住民が少ないの
は当然である。地図上の坊の分布から見ると元の大都の北部地域には 9つの坊がある。こ
れは北部地域に市街地が存在している証拠である。しかし，3分の 1の坊が史料によって，
まだ確認されていない。ただ，今後の発掘調査と都市改造をする際に確認できる可能性が
ある。そのため，地図上で見ると元の大都の北部地域における地割はこのようにまばらな
様子になっている。 
左側から 2番目の図（図Ⅲ－468）は明朝の洪武元年（1368）から永楽 17年（1419）ま
での北京城である。この時期は明の建国の初期にあたり，首都は南京にあった。北京城は
北平と改められたが，その意味は「北方平定」である。1370年燕王朱棣（後の永楽帝）の
封地となった。1380年朱棣は北平へ向かい，1399年反旗を翻し，1402年に南京を平定し
た。そして，1403年北平を北京に改称した。 
しかし，北京に遷都したのは 1420年で69，この時から 20世紀初期まで北京は中国の首
都であった。1911 年には南京が国民政府の首都となるが，1949 年に北京が再び首都にな
った。図Ⅲ－4の北京城は北方のモンゴルの残存勢力と抗争する拠点としてきちんと整備
されていなかった。北城壁が南へ移動し，元の大都の北部地域の半分が廃棄された。統治
者はほぼ真ん中の位置に新しい城壁を建設した。これは北京城の人口が南へ移動する時期
であった。しかし，ここで注意すべきは明の統治者が大都の北部地域を放棄した理由であ
る。常識で考えれば元の残存勢力が逃走する際に北部の城壁を酷く破壊したことが考えら
れる。あるいはもともと北部地域に居住する人口が少なく，前線と後方の補給距離が長い
                                                   
66 前掲 65。 
67 侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014。 
68 前掲 65。 
69 『明史・成祖本紀』，永楽元年 1月-永楽 18年 11月（1403-1419年）北京城は皇帝の御所であっ
た。 
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ことが原因かもしれない。前者の理由であれば通常は元の城壁の跡に新しい城壁を再構築
するのが常識である。 
しかし，新しい城壁は元の大都の真ん中位置に建てられた。これと比較すると後者の理
由が合理的で筋が通っている。侯仁之『北平歴史地理』（2014）においては，元大都の北
部地域はもともと居住する人口が少ないという意見が出されている。さらに，侯仁之はモ
ンゴル人を北へ追い払うことができたにもかかわらず，モンゴル人の軍事勢力は明に対し
て，いまだ大きな脅威であるため，守備と補給面から北京城の面積を縮小することにした
と言及している。また，北城壁の西端は湖と河に沿って建設されたが，これは確かに籠城
する際，防衛に有利な条件である。北部の住民は少ないので，移動もしやすく，たとえ市
街地を廃棄しても損失は最小限に抑えられる。そのため，防衛の強化という点から，元の
大都の北部区域を放棄したことが明らかになった。 
次に 3番目の図（図Ⅲ－570）であるが，これは明代永楽元年から永楽 17年（1368-1419
年）までの北平府を表現している。この時期の前半，北京はまだ北平と呼ばれ，国の首都
になっておらず，永楽帝の御所であった71。北平は永楽帝の燕王時代の領地であり，本拠
地であったため，北平を首都にするのは当然のことだと考えられる。1402 年南京を平定
する前から北平の整備が徐々に始まった。皇帝になった翌年（1403 年）永楽帝は北平を
北京に改め，首都にした。この図を見ると南の城壁は取り壊され，今の長安街を越え，南
方向へ移動し，新しい城壁が建設されている。また，南の城壁の外側に天地壇と山川壇が
建てられた。同時に，北京城の都市の人口重心は南へ移動し始めた。新しく増加した地域
（黄色部分）の面積は僅かであったが，ここは人口密集地帯であった72と侯仁之は指摘し
ている。この黄色部分は当時新しく計画された市街地であったため，新しい移民の居住区
はほとんどこの区域に集まった。長安街（赤い線）北部の城内の宅地，道路は長年に亘っ
て地割に大きな変動はなかった。一方，新しく計画された区域（黄色部分）は急に人口が
増え，住宅環境が厳しくなってきた。この区域の宅地，道路は城内に比べると少し錯綜し
た感じになっている。この地域の市街地の地割は後世まで残され，あまり変容していない。
                                                   
70 前掲 65。 
71 前掲 69。 
72 前掲 67。 
図Ⅲ－4 明洪武元年―永楽 17年 
（1368－1419） 
図Ⅲ－5 明永楽 17年－嘉靖 8年 
（1419－1529） 
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『乾隆図』はこの地域から消失した通恵河の川沿いと周辺の複雑な宅地状況を明確に記録
している73。最後に城内の湖（後海，中南海）を見てみると，元の大都期の湖より面積が
拡大し，南へ移動する傾向が強い。これは自然環境の影響以外に，都市の水運を発展させ
るために人工的に支流をつくるなどしたことで湖の形状が変化したと推測できる。 
明代の嘉靖 9 年から嘉靖 31 年まで（1530－1552 年）の 22 年の間に 4 番目の図（図Ⅲ
－674）が示すような日壇，月壇が東西両端に，地壇が北部に建設された。南の城壁と山川
壇と天地壇の間に新しい市街地が誕生した。当初，ここは国家が計画した区域ではなかっ
た。そのため，宅地状況も複雑で，道路も城内と異なり，東西南北を貫くのはほとんどが
曲がりくねった道路である。道路の幅も城内より狭い。この時期，北京に移住した人口の
ほとんどがここに定住している。この時期の明は経済の繁栄，生活の安定，人口増加が特
徴である。地図上の市街地の拡大がこの特徴を証明している。また，城内の運河が城外ま
で引かれ，城外の水運が発達した後，さらに人口が増える傾向にあった。 
1402年永楽帝は皇帝になった直後，勅令を次々に下した。その中に全国 15省に散らば
る富裕層を北京に移動させ，北京城を充実させる勅令があった75。1420年北京は首都にな
り，永楽帝と臣下の家族，親戚を含め，多くの人が北京に定住し始めた。15世紀は明の国
力が高まり繁栄したことから，人口の増加は自然なことであった。 
特に北京城内には大型の邸宅が数多く建てられ，宅地面積が不足することに地方から移
住してきた人々は南城壁の付近に定住し，南城壁周辺に宅地が徐々に増えた。城内の道路
と比較すると整然としておらず，住環境は城内と異なり，混然していた。後に有力な皇族，
貴族，大臣，大商人が城内の大型邸宅に住み，一般庶民は城外に住むことになった。ここ
で注意すべきなのはこの時期北京城の東西南北に祭祀施設が完備されたことである。これ
は戦争がないことで，朝廷が祭祀施設を建設する資金的余裕があったからである。まさに
太平の世の象徴と言えるであろう。 
また，明の嘉靖 32年（1553年）以降を示す 5番目の図（図Ⅲ－776を参照）では，城外
にさらに城壁が建設され，堀が掘られた。明代中期は国力が衰退し始めており，モンゴル
                                                   
73 侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014，121頁。 
74 前掲 65。 
75 『明史・成祖本紀』，1403年 8月直隷，蘇州など 10省の富民を北京に移動させた。1404年には山
西省から民を移動させて，北京を充実させた。 
76 前掲 65。 
図Ⅲ－6 明嘉靖 9－31年 
（1530－1552） 
図Ⅲ－7 明嘉靖 32年以降（1553） 
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の軍事勢力が再び北部の境に侵入するなど，脅威を感じた明の皇帝は北京城の防衛を強化
するために北京城の城外を囲む城壁を建設するつもりであった。1550 年から城壁建設が
始まったが，財政不足が原因で 1553 年に城壁の南の部分しか完成できなかった。この城
壁は 1553 年以降の明代，後の清代に北京城の外城と呼ばれている。これで北京は内城，
外城 2 つの部分に分けられ，城壁が不規則な形になった。1965 年に北京の城壁が取り壊
され，現在は内城の東南方向，東便門，西便門の 3か所の城壁しか残されていない。外城
の建設は防衛の理由であったが，最も重要なのは人口の増加であると考えられる。清代初
期の孫承澤『春明夢余録』によると，明の太祖が南京を首都にする際に，内城と外城を建
設したが，明の成祖（永楽帝）は北京を首都にする際，城内の人口が少なかったため，外
城を建設しなかった。 
しかし，今城外の住民が城内の倍以上になっている。外城を築城し，祭祀の廟，壇を城
壁内におさめることはとても良いことであると記載している。この記述によると明代中期
の都市人口の増加は都市における規模の変遷が一因である。侯仁之は「今城外の住民が城
内の倍以上になっている」という記載に疑問を持っている。図Ⅲ－877は 1917年の人口調
査報告による北京の人口密度図である。この報告書は早期人口調査の中で最も正確的であ
ると評価されている。報告書によると当時北京内城の人口総数は 482，861人，外城は 328，
695人である。この図が示しているように，当時北京の人口密度は外城の城壁付近の区域
が最も高い。外城の東南部には市街地が形成されていない。人口総数は内城の方が多いが，
人口密度は外城の方が高い。そのため外城の人口が多いのは孫承澤の錯覚に過ぎない78と
指摘している。 
                                                   
77 侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014，141頁。 
78 侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014，140頁。 
図Ⅲ－9 清代北京城 
（1636－1912） 
図Ⅲ－8 1917年人口調査報告北京人口密度図 
侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014。 
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最後に 6番目の図（図Ⅲ－979を参照）が清代の北京城である。明代の北京城に比べると
ほとんど変化がみられない。城壁の形は民国時代まで保たれていた。北京城は元の大都
（1267年）から清の北京（1636年）までの 369 年間を経て，紫禁城，住宅地，道路，祭
祀施設などの重要な都市景観要素の基礎が定着した。後の清代，民国の北京は住宅の再建
築，道路の修復などが多少あったものの，北京城の位置と規模の変遷，都市景観の大きな
変化はなかった。外城（黄色部分）の地割を見ると内城のような整然とした密接型の宅地
とは異なり，混然とした疎らな地割状況をしている。外城城壁の内側付近は市街地のない
地域が多い。ほとんどの市街地は内城南城壁の外側に分布している。図Ⅲ－5の時期の北
京城は内城城壁の内側に密接型の地割を持つ市街地があり，当時の移民が密集する区域で
あった。 
図Ⅲ－8の時期になると内城南城壁の内，外側が元移民，新移民が集まる区域になった。
人が溢れ，市場，店舗が密集し，商業が繁栄する賑やかな街になっていた。日本の城下町
によく似ており，北京の城下町と言っても過言ではない。無論中国は城下町という概念が
もともとない。また，この賑やかな城下町の東端の市街地に注目すると，西端より多少市
街地の面積が広いと感じる。その理由は東にある運河が原因である。水運が発達したため
市街地の建設も盛んになった。現在でも北京の都市建設は西端の宅地より東端に一層賑や
かな CBD（中心商業地区）を建設している。過去の都市計画が現在にも影響を及ぼしてい
る一例であると考えられる。 
元と清は遊牧民族の政権のため，人数・商業化が絶対的な優勢さを持つ漢民族を常に脅
威と感じていた。そのため，両者は共に漢民族を外城へ追い出すという政策を実行したこ
とがある。例えば，元の大都の城内にはモンゴル人が住み，色目人，漢民族，南人が城外，
南城に住んでいた。清代の北京の状況は少し複雑である。初期には満州族が内城に住んで
いたが，中，後期になると官僚たちはまだ初期の「満漢政策」に従っていたが，官僚でも
なく，生計のあてがない下層の満州族が没落し，内城の住宅を漢民族の商人に売却して，
外城の合院住宅で雑居生活をしていた。このようにして大商人が内城に邸宅をもつように
なったが，大商人には漢民族の方が多かった。これで漢民族はまた内城に住むことができ
るようになった。さらに清代後期になると内城の宅地が足りなくなり，満州族の貴族と官
僚が外城の地を購入し大型邸宅を建設する場合もあった。 
上述のように清代は身分制度の完備にしたがって民族区分と社会的身分が居住区域の
みで判断できるようになった。また，民族区別は後世に残された清代の上奏文の自称の書
き方からも判断できる。満州族の大臣は自称「奴才○○」を使っているが，その意味は「下
僕○○」である。これは満州族の大臣の皇帝に対する自称である。ある意味で皇帝へのゴ
マスリをしている。一方，漢民族の大臣は自称「臣○○」を使っており，漢民族の大臣は
満州族の皇帝に降伏したが，知識人の気骨を示すためにこの自称を用いている。 
しかし，経済的な要素はこの居住制限を破った。これは日本の幕末において，武士階級
が財政難を理由に自分の苗字を武士になりたい商人に売却したこととよく似ている。自称
で身分，階級を分ける文化は日中両国共にある。満州族の大臣が使う「奴才」，漢民族の
「臣」は武士用語の「拙者」とよく似ている。言葉使いで自分の階級を示すことは過去の
時代にしか存在しなかったであろう。このような居住区域，民族，身分に対する様々な制
限，規制に応じるために住宅の改築，増築の必要がある。したがって宅地状況，道路は徐々
に変化しており，最後には都市の地割の変容にも影響を及ぼしている。  
各時期の北京城の城壁，祭祀廟壇，市街地の変遷を表Ⅲ－1に示す。この表の横軸の項
                                                   
79 前掲 65。 
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目は元，明，清 3時代の 6つの時期を表している。縦軸の項目は城壁の形，天地壇・山川
壇・月壇・地壇・日壇，外城，内城，増築した城壁，廃棄した城壁，市街地の増減の 8つ
に分けられる。 
表Ⅲ－1によると元の大都の西南には旧金の中都の城壁が残されていた。モンゴル人以
外の住民は西南の方に居住している。モンゴル人は新しく築城した大都城内で暮らした。
図Ⅲ－8 の人口密度の分布をみると外城の東の部分に比べると西の部分の密度が遥かに
高い。ここは元の大都の南城壁南部と旧金の中都の東北が交わる地域である。候仁之はこ
の地域の人口が高密度現象である理由について元の大都と金の中都の間が居住の密集地
帯になっていると指摘している80。 
図Ⅲ－9を見ると外城の西の市街地の範囲は山川壇付近にまで至っている。一方，東の
市街地の範囲は内城の南城壁に接近している区域である。これは外城の東西の宅地の面積
と位置が不均衡であることを示している。明の北平府の時期になると大都の北部の城壁が
取り壊され，南へ約 1/2の位置に新しい北城壁を築いた。湖の地形と土壌の軟弱さが原因
で北城壁の西北部は削られて不規則な部分がある。明代早期には北京へ移住する移民が多
く，人口増加にしたがって南城壁が南へ移動し，城内の面積を増やした。明中期には戦争
がなくなり，経済の回復によって祭祀施設が完備された。また，南城壁の外側に市街地の
ひな型が形成された。中期以降，外城の人口がさらに増加し，市街地の計画が徐々に進み，
外城の城壁が建てられた。これにより北京城は内城，外城の二重の城壁に囲まれた都市に
なった。 
この表に示したように祭祀施設は明代から徐々に建設された。元代の君主は祭祀を重視
していなかったことがわかる。外城を持つ時代は元，明中期以降，清の 3 時代のみであ
                                                   
80 前掲 78。 
表Ⅲ－1 各時期の北京城の変遷 
（筆者作成） 
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る。実際に築城活動をするのは元，明代のみであり，元代は金の中都の一部分を利用した。
明代は大都に基づいて城壁の改築，増築を経て現在の北京城になった。清代は明代北京城
をそのまま継承した。上述のように築城活動に興味をもつかどうかはそれぞれの民族の個
性次第である。遊牧民族のモンゴル人と満州族（後金）は定住生活に慣れていなかったの
みならず，築城の習慣もなかった。一方，漢民族は伝統的な農耕民族であり，定住，築城
の習慣があった。明代の北京城の設計のみならず，元の大都を設計して建造したのも漢民
族の劉秉忠であった。また，表が示したように都市の位置，面積の変化は主に明代に集中
している。元，明，清 3時代の中で明代が築城において最高峰に達している。 
上述のように元代から清代までの北京城の位置と規模の変遷，形成の理由を分析してき
た。城壁の取り壊し，増築に対し，唯一変容していなかったのは北京城の南北を貫く中軸
線であると考えられるが，以下の 2 つの観点を見るとそうとは限らないと思われる。ま
ず，中軸線が同じ位置にあることを確定できる時期は明代と清代である。正陽門，紫禁城，
鐘楼，鼓楼の位置は変動していない。そして，元の大都の中軸線を見ると，胡介中，李菁，
李路珂，王南は元大都が皇城，宮城を中心に大都の中軸線にしていると考えられる。中軸
線は南の正門「麗正門」，皇城の正門「櫺星門」，宮城「崇天門」，後門「厚載門」，「万寧
橋」，都市の中心部「中心閣」を貫いでおり，この中軸線は現在の北京の中軸線と一致し
ている81と指摘されている。 
一方，候仁之は 1368 年大都が攻め落とされた後，湖の東岸にある皇宮が取り壊され，
これによって元の「王気」82を壊すことができた。1403年永楽帝が元代の皇宮の位置に紫
禁城を建設するが，その際，北宮壁が南へ縮められ，東宮壁が東へ移動した83。新しい中
軸線は東へ移動した84と候仁之は指摘されている。中軸線の変更の理由は以下の 2点であ
る85。 
① 1368年城壁の南への移動を経て，鐘楼が都市の中心位置を占めなくなっていた。 
                                                   
81 胡介中，李菁，李路珂，王南『北京古建築地図』，清華大学出版社，2012，20頁。 
82 王気は風水説で天下統一，皇帝になる運命を指す。 
83 朱偰『元大都宮殿考』，北京古籍出版社，1990。 
84 侯仁之，『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014，123頁。 
85 于敏中『日下旧聞考』第 54巻，13頁。 
図Ⅲ－10 元大都皇城 
侯仁之，『北平歴史地理』，外語教
学与研究出版社，2014。 
図Ⅲ－12 皇城から鐘楼への道路 
侯仁之，『北平歴史地理』，外語教学与研究出版
社，2014。 
図Ⅲ－11 北平府皇城 
侯仁之，『北平歴史地理』，外
語教学与研究出版社，2014。 
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② 北京を首都に決めた際に新しい鐘楼が東に移動した。 
 いわゆる新しい鐘楼は新しい中軸線に位置している。鐘楼が移動する理由は積水潭が旧
鐘楼と皇宮の間にあり（図Ⅲ－1086を参照），湖が中軸線を切断している。新しい鐘楼と紫
禁城が東南へ移動することで，皇城の北門から鐘楼までの道路を建設できるようになった
（図Ⅲ－11，図Ⅲ－12を参照）。 
 上述のように元の大都の中軸線と明代北京城の中軸線は一致していなかった。候仁之の
研究成果は 1949年に英国リバプール大学の博士論文の内容であり，2013年候仁之が亡く
なる前に中国で初めて発表された。研究内容と引用文献を参考にすると，候仁之は文献，
史料の調査に対して極めて真面目な態度で研究していたことが感じられる。文章も簡単明
快であった。調査データと結論の信憑性が高く，学術価値も極めて高いと思われる。その
ため，本章では候仁之の多くの研究を参照した。一方，『北京古建築地図』は北京の都市
計画，歴史，地理，地図に関する情報をまとめた集大成の地図資料集である。本論文では
重要な先行研究として参考にした。研究価値は決して低いわけではないが，史料，先行研
究で検証できる部分をさらに慎重に検討すれば，中軸線の相違が発覚するであろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
86 侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014，105頁。 
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Ⅳ．元，明，清の宗教建築の細部の意匠と空間配置 
 
 
 本章では，元，明，清北京城の細胞と言われる四合院建築における細部意匠と空間配置
を述べる。特に中国の元，明，清の宗教建築の装飾文様である瑞祥の守護神，屋根様式－
身分の象徴，空間配置－風水の運用を検討する。 
 
１．元，明，清の宗教建築の装飾文様－瑞祥の守護神 
 
本節では，中国の元，明，清の宗教建築の装飾文様―瑞祥の守護神を検討する。まず北
京の歴史的な建築（壇，廟，寺，観及び王府とする）の分布図とそれらの建築にみられる
装飾文様の一覧表を作成する。次いで，その特徴を検討する。最後に，典型的な都市の歴
史的な建築に見られる装飾文様の比較を通し，装飾文様によって反映された守護神に対す
る崇拝文化を検討する。 
 
（１）明清時代の北京における装飾文様―龍，獅子，鯱，脊獣，贔屓 
元，明，清の北京は首都と
して国家の政治において中心
的役割を担っていた。そのた
め，北京は地方と違い階級規
制が一層厳しくなっている。
建築においては，屋根の様式
から細部の装飾まで厳密的な
階級規制によって詳細的に分
けられていた。獅子，龍の装
飾文様は宮殿，王の邸宅や寺
院などの建築にしか使用する
ことができないと規定され
た。次の図Ⅳ－1と表Ⅳ－1は
今北京市の中心部にある現存
している元，明，清の寺院の
位置を表示している。 
図Ⅳ－1に示したように，
グリーン線によって表示され
ている北京城の中心部にある
地域は 1958年から東城区，西
城区，崇文区，宣武区四つの
行政区画に分けられている。
都市計画により 2010年 7月 1日に東城区と崇文区が合併し，新たな東城区となり，西城
区と宣武区も新たな西城区となった。ここで，行政区画の合併に関してはしばらく置い
ておくこととし，1958年から 2010年までの北京の縄張りに基づいて宗教建築の分布状
況を検討する。図Ⅳ－1の赤の囲みで表記しているところは現存している全国重要文化
財の壇，廟，寺，観である。東城区には 7箇所，崇文区には 2箇所，西城区には 5箇
所，宣武区には 5箇所がある。また，明，清時代から東城区と西城区を「北城」，崇文区
図Ⅳ－1 北京城における壇，廟，寺，観の分布図 
出典：北京市文物局『北京重要壇廟寺観図』，科学出版社，2009。 
グリーンの線と赤の囲みは筆者が加筆したもの 
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と宣武区を「南城」とも呼んでいる。南城と，北城を比べて見ると北城には 12箇所，南
城には 7箇所の全国重要文化財があることがわかる。 
 
表Ⅳ－1 現存している元，明，清の北京中心部における壇，廟，寺，観と装飾文様  
東城区 西城区 崇文区 宣武区 
柏林寺 
龍・脊獣 
三官廟 
脊獣 
護国寺金剛殿 
龍・脊獣・鯱 
花市火神廟 
脊獣・鯱 
正乙祠 
脊獣 
雍和宮 
龍・脊獣・鯱 
拈花寺 
脊獣・鯱 
玉皇閣 
脊獣 
隆安寺 
脊獣・鯱 
三聖庵 
脊獣 
北京孔廟 
脊獣・鯱 
双寺 
脊獣 
広済寺 
龍・脊獣・鯱 
東暁市薬王廟 
脊獣・鯱 
法源寺 
龍・脊獣・鯱 
文天祥祠 
脊獣・鯱 
静業寺 
脊獣 
大高玄殿 
龍・脊獣・鯱 
法華寺 
脊獣 
牛街礼拝寺 
龍・脊獣・鯱・贔
屓 
通教寺 
脊獣 
普済寺 
脊獣 
万寿興隆寺 
脊獣 
夕照寺 
脊獣 
報国寺 
龍・脊獣・鯱 
文昌帝君廟 
龍・脊獣・鯱 
関岳廟 
龍・脊獣・鯱 
福佑寺 
脊獣・鯱 
袁崇煥墓和祠 
脊獣・鯱 
崇効寺藏経閣  
脊獣 
東直門清真寺 
脊獣 
寿明寺 
脊獣 
昭顕廟 
脊獣・鯱 
天壇 
龍・脊獣・鯱 
長椿寺 
脊獣・鯱 
嵩祝寺及び智珠寺脊
獣・鯱 
大藏龍華寺  
脊獣 
歴代帝王廟 
龍・脊獣・鯱・贔屓 
 陶然亭慈悲庵 
脊獣・鯱 
智化寺 
龍・脊獣・鯱・贔屓 
万寿弥陀寺  
脊獣 
妙応寺白塔 
脊獣・鯱 
 先農壇 
龍・脊獣・鯱 
宣仁廟 
脊獣・鯱 
広化寺 
脊獣・鯱 
円広寺 
脊獣 
 天寧寺塔 
龍・脊獣・獅子 
凝和廟 
脊獣・鯱 
広福観 
脊獣 
清真永寿寺 
脊獣 
  
普度寺大殿 
脊獣・鯱 
火徳真君廟  
脊獣 
古刹火神廟 
脊獣 
  
普勝寺 
天寿庵 
脊獣 
都城隍廟後殿 
脊獣・鯱 
  
于謙祠 
脊獣・鯱 
賢良祠 
脊獣 
白雲観 
龍・脊獣・贔屓 
  
太廟 
龍・脊獣・鯱・贔屓 
保安寺 
脊獣 
呂祖閣 
脊獣・鯱 
  
社稷壇 
龍・脊獣・鯱 
旌勇寺 
脊獣 
   
地壇 
龍・脊獣・鯱 
正覚寺 
脊獣 
   
東四清真寺 
脊獣・鯱・贔屓 
宝禅寺 
脊獣 
   
注:北京市文物局『北京文物地図集』科学出版社，2009，94頁。装飾文様はイタリック体で示す。 
「北京重要壇廟寺観図」を参照して筆者作成。   
 
そして，北京市文物局が 2009年に編集した『北京文物地図集』の北京全国重点文物保
護単位名単を参照しながら作成した明清時代の北京における壇，廟，寺，観の一覧は表
Ⅳ－187のとおりである。 
 また，表Ⅳ－1から明らかなように現存している元，明，清の寺院は主に東城と西城
                                                   
87 表Ⅳ－1の固有名物の記号は以下の通りである。字：全国重要文化財 字：北京重要文化財 字：
未登録文化財，を指す。 
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に建設されている。全国重点文物保護単位88（全国重要文化財）と北京市文物保護単位89
（北京重要文化財）一覧表を参照すると，全国重要文化財は 97件，北京文物保護単位は
224件が今日まで保存されている。さらに，表Ⅳ－1のように龍の装飾は 19箇所あり，
すべて全国重要文化財に指定された寺院の中の装飾として建設されている。如何なる理
由で龍の装飾がこれらの寺院に使用されたのかというと，かつてこれらの寺院に皇帝が
臨幸したことがあるか，或いは皇族専用の寺院であるからと思われる。龍の文様は古代
中国における装飾では最高貴のものとして使用されており，皇帝と関係がある施設や建
築，或いは服や生活用品などにしか用いられなかったとされている。そのため，龍の装
飾を用いる寺院は当時，相当な規模を持ち，また皇帝にとって重要な政治的役割を果た
していたことが推測できる。 
 以上述べたように元，明，清の北京城にある宗教建築は主として内城に分布している
ことがわかる。なぜ宗教施設がこのような分布状態になるのかを考察するためには，外
城における建設の経緯を検討しなければならない。北京城は明代から貴族や官僚，大商
人などの邸宅が皇城の傍に集まるようになってきた。人口の増加にしたがって明の皇帝
は内城の外側に新たな城壁を築き，新しい居住空間を拡大する予定であった。しかし，
財政困難のため，南の半分しか建設されなかった。現在の北京の都市計画は明清時代の
城壁の形に基づいて成立したものである。 
後の清代になると，満州の貴族と官僚のほとんどが内城に住むことになった。そのた
め，民族差別と住環境を改善するために，漢民族を外城に移住させた。図Ⅳ－1のよう
に崇文区と宣武区は当時完成された外城の一部の区域である。図Ⅳ－1を見ると内城の
                                                   
88 北京市文物局『北京文物地図集』，科学出版社，2009，北京全国重点文物保護単位名単，146-149
頁を参照。 
89 北京市文物局『北京文物地図集』，科学出版社，2009，北京市文物保護単位名単，158頁を参照。 
図Ⅳ－2 北京王府の分布図 
出典：北京市文物局『北京重要王府図』，科学出版社，2009。 
グリーン線と赤の囲みは筆者が加筆したもの 
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面積は外城より広く，北京城の総面積の三分の二を占めていることがわかる。そのた
め，広い敷地の寺院が林立し，住宅地と宗教用地の区域計画と空間配置も整然としてい
る。それに対して，外城には住宅用地がほとんどの土地を占めているため，宗教施設の
数も少なくなる。また，外城の宗教施設は数のみならず，寺院建築の規模においても北
城より大きく劣っている。寺院の装飾文様の巧妙さと細緻さも北城の寺院とは比べもの
にならない。しかし，皇族に属する天壇（皇帝が天を祭祀する場所）は例外である。こ
れらの理由によって，宗教施設はほとんどが内城に建設された。外城に住む人間のほと
んどが一般庶民なので，人数が多く，宗教用地より住宅用地を最優先に考慮することが
大切だったと考えられる。 
 図Ⅳ－2と表Ⅳ－2は清代の北京城にある王府（王族の邸宅）の位置を示している。図
Ⅳ－2のように，清代の北京における王府はほとんどが東城区と西城区に分布してい
る。各王府は内城の各地に分散して，皇城を取り囲んでいる。なぜなら清代初期の内城
は満州の貴族と官僚の専用住宅地として使用することが皇帝により認められ，臣下たち
が皇帝を護るために邸宅を皇城の周りに建築するからである。そのため，王府は皇城の
周囲に分布することになった。 
これらの邸宅は日本の公家屋敷と上級武家屋敷が内裏と城郭のまわりに築かれている
のと同じ原理である。この中では赤の囲みで表記している 4箇所が現存している大規模
な王府である。この四つの王府は恭親王府，醇親王府，那王府，雍親王府である。図Ⅳ
－3を見ると恭親王府，醇親王府，那王府は北京城の中軸線の一番近くに位置してい
る。北京城は中軸線によって左右対称に設計された都市である。この軸は宇宙の中心線
を象徴している。中軸線の上に建設された建築は南から北へ，永定門，正陽門（前門），
天安門，午門，太和殿，中和殿，保和殿，乾清宮，坤寧宮，神武門，景山万春亭，寿皇
殿，鼓楼，鐘楼となる。中軸線は全長 7.8ｋｍで，外城，内城，皇城，紫禁城を貫いて
いる。宇宙の中心はもちろん中軸線にある太和殿の皇帝の龍椅である。中軸線にいる人
間は皇帝一人しかいないとされている。恭親王府，醇親王府，那王府の持ち主は尊い家
柄で当時，皇帝の信頼を受けていたと考えられる。そのため，邸宅の位置は中軸線に最
も近いところにある。また，雍親王府は雍正皇帝が皇子の時の邸宅である。チベット仏
教を熱心に信仰した雍正は皇帝になった直後自分の邸宅をチベット仏教の廟に改築し
た。恰も北京城の東北方向の鬼門の位置に建てられ，北京を鎮護する重要な寺院として
今日まで残されている。 
北京市文物局が 2009年に編集した『北京文物地図集』所収の『北京清代王府図』刊行
年を参照しながら作成した清代の北京城における王府一覧は表Ⅳ－2のとおりである。 
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表Ⅳ－2 清代の北京城における王府（王族の邸宅）と装飾文様 
東城区 西城区 
那王府（国祥胡同 2
号四合院） 
獅子・脊獣・鯱 
孚王府 
獅子・脊獣・鯱 
魏公府 
獅子・脊獣・鯱 
定親王府 
獅子・脊獣・鯱 
雍親王府（雍和宮） 
獅子・脊獣・鯱 
恒親王府 
獅子・脊獣・鯱 
棍貝子府 
獅子・脊獣・鯱 
礼王府 
獅子・脊獣・鯱 
徇郡王府（方家胡同
13号，15号四合院） 
獅子・脊獣・鯱 
惠親王府 
獅子・脊獣・鯱 
摂政王府（醇親王
府）  
獅子・脊獣・鯱 
洵貝勒府 
獅子・脊獣・鯱 
僧王府 
獅子・脊獣・鯱 
承恩公桂祥宅 
獅子・脊獣・鯱 
恭王府及花园 
獅子・脊獣・鯱 
鄭王府 
獅子・脊獣・鯱 
粛親王新府 
獅子・脊獣・鯱 
六公王府（内務部街
11号四合院） 
獅子・脊獣・鯱 
涛貝勒府 
獅子・脊獣・鯱 
左公府 
獅子・脊獣・鯱 
和敬公主府 
獅子・脊獣・鯱 
貝子溥論府 
獅子・脊獣・鯱 
慶王府 
獅子・脊獣・鯱 
德公府 
獅子・脊獣・鯱 
貝勒載涛府 
獅子・脊獣・鯱 
摂政王府（普度寺） 
獅子・脊獣・鯱 
恂郡王府 
獅子・脊獣・鯱 
奎公府 
獅子・脊獣・鯱 
大公主府 
獅子・脊獣・鯱 
怡親王府（賢良寺） 
獅子・脊獣・鯱 
魁公府 
獅子・脊獣・鯱 
衍聖公府 
獅子・脊獣・鯱 
鎮国公溥芸府 
獅子・脊獣・鯱 
宁郡王府 
獅子・脊獣・鯱 
端王府 
獅子・脊獣・鯱 
儀親王府 
獅子・脊獣・鯱 
承恩公志鈞府 
獅子・脊獣・鯱 
醇親王府 
獅子・脊獣・鯱 
庄親王府 
獅子・脊獣・鯱 
醇親王府（南府） 
獅子・脊獣・鯱 
   
順承郡王府 
獅子・脊獣・鯱 
克勤郡王府 
獅子・脊獣・鯱 
注: 北京市文物局『北京文物地図集』，科学出版社，2009，96頁。装飾文様はイタリック体で示す。 
「北京清代王府図」を参照して作成。字：全国重要文化財 字：北京重要文化財 字：未登録文化財 
 
表Ⅳ－2からも明らかなように，現存している王府の邸宅は凡そ 44箇所である。その
中には全国重要文化財が 4箇所，北京重要文化財が 11箇所含まれている。また，表Ⅳ－
1，表Ⅳ－2によると，中国の伝統的な建築には必ず脊獣（せけもの）（屋根の上に乗っ
た霊獣）と鯱瓦を使用する。さらに，王府の邸宅はその主人の威厳と権力を誇示するた
め，正門の両側に石造の獅子を設置する。しかし，王府には龍の装飾が全く見当たらな
い。これは王府の持ち主たちが「逾制」（ゆせい）90の罪で罰せられることを恐れたから
であろう。表Ⅳ－2によると王府を改築して寺院にする例は少なくない。同時に北京の
宗教建築は中国の伝統的な建築の装飾文様を取り入れることがわかる。 
 
（２）中国における獅子と龍に対するイメージの受容と変容 
以上述べたように，中国の元，明，清の宗教建築においては龍と獅子の装飾が大量に
みられる。これによって当時の中国において，人々が龍と獅子を崇拝する風習があった
ことは明確である。獅子は権力の象徴であり，また，邪気を防ぎ，魔除けの守護神とし
て使用され，寺院と邸宅を鎮護する役割を担っている。龍は皇帝の権力を象徴すると同
時に，風を起こし，雨を降らせ，大自然を支配する大きな力を持つ伝説上の霊獣であ
る。しかし，前者はアフリカ原産の動物にもかかわらず中国に伝わり，さらに崇拝対象
として尊敬されている。獅子はまずインドに珍獣として進呈され，そしてインドの仏教
とともに中国に輸入され，最後に朝鮮を経て日本に伝わった。いわゆる，獅子のアジア
                                                   
90 逾制は階級制限を越す罪に対する名称である。 
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における伝播ルートは仏教と一致する可能性があると推測できる。また，仏教の壁画や
教義の中に描かれた菩薩や観音は霊力を持つ獅子を騎乗用の動物として使い，明代の
『西遊記』の中でも魔物を調伏する場面がよく見られる。そのため，魔除けの象徴とい
う意味はインド仏教においても表現されていたと思われる。獅子は中国に輸入された
後，皇帝が重用するようになる主として彫刻の文様として使用されたため，徐々に権力
と同じ意味を持つようになった。龍は中国において皇帝の象徴と大自然の支配者という
二つの意味を持つ想像上の動物である。古代中国では「皇権至上」（皇帝の権力は最高）
という思想が長年に亘り流布されたこともあり，人々が敬意を払う龍は自然に最高権力
を持つ皇帝の象徴となった。 
 
（３）中国における鴟尾と鯱 
鴟尾は，鯱とともに源流は中国にある。後漢
（１世紀～3世紀前半）以降，中国では大棟の両
端を強く反りあげる傾向が見られ，これが変化し
て鴟尾の様式となるのであるが，それは「鴟尾」
（しび）という言葉の現れた晋代（3世紀～5世
紀）のこととされている91。ただ，鴟尾の語源や意
味は明らかにされておらず，一種の魔除けとして
屋根に置いたと考えられている92。初期の鴟尾は中
国では宮殿のみに使用され，年代を経て官庁，宗
教建築，高官の邸宅などの大棟を飾るようになっ
たが，その場合でも主要な建築に用いられ，下級
の建築に使うものではなかった。また鴟尾は大棟
のみに飾られ，降棟（くだしむね）や隅棟には鳥
衾瓦（とりぶすまかわら）や後には鬼瓦が置かれていた93という。 
中国では，唐代末より鴟尾の根元に魚頭の形が加えられて魚形化がすすんだ。これは
唐代末から宋代にかけ，鴟尾の起源をインドから伝わった怪魚「マカラ」に求める説が
広がったからである。マカラとは敵を防ぐ力を持つとする獣とも魚ともつかない怪獣
で，インドではこれを門や入り口に飾っていた。このマカラの思想が中国に入り，唐代
ではこれを海中に住み，雨を降らす怪魚と理解し宋代には天上に住む魚尾星と解釈し
て，鴟尾は魚形化し鯱へと変身した94。それにともなって近世になると，鴟尾を屋根に
上げる目的も，前代の鴟尾とは違い，防火を願ったものへと変化する。 
例えば，北京の紫禁城の太和殿における中国で現存する最大の瑠璃正吻（せいふん）は，
写真Ⅳ－1のように各高さ 340cm，広さ 268cm，厚さ 32cm，重さ約 4.3tである。その表面
は，龍の文様がはっきり見えるので，龍吻（りゅうふん）とも呼ばれる。龍吻の背中に一
本の剣が挿されている。これは，罪を負って二匹の吻はここで正脊を背負い，さらに剣に
固定され，一生解放されないという伝説を象徴による。龍吻が正脊の両端に安置されるの
は，屋根で一番水が漏れやすい部分を封じ固め，雨水の浸入を確実に防ぐためである。ま
た，火災を避ける霊獣として建物を火災から守っている。さらに，雷が常時起きやすい北
                                                   
91 村田治郎「中国の鴟尾略史」（『仏教芸術』100号，1975）により鴟尾の成立時期を東晋の太元三
（391）年頃としている。ただし当時の鴟尾は出土していない。 
92 村田治郎『東洋建築史』，彰国社，1972。 
93 村田治郎「中国建築に用いられた鬼面紋史概説」（『鬼面紋瓦の研究』所収），井内古文化研究室，
1968。 
94 村田治郎「宋元の建築」（国立国会図書館『世界美術全集 14』平凡社），1951。 
写真Ⅳ－1 紫禁城の太和殿の鴟尾 
（筆者撮影） 
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京では，瑠璃瓦製の龍吻が雷の電流を分散し，雷撃を避ける役割を果たしている。現在，
故宮における建物の屋根にある避雷針は常に龍吻の傍らに置かれている。 
一方，鯱は現在，中国の南方地方にある明，清建築の中に棟飾りとして数多く使用され
ている。写真Ⅳ－2 と写真Ⅳ－3 のように中国西南部にある四川省の成都市にある清代建
築の関帝廟の鯱は瓦製と瑠璃瓦製二種類に分けられている。尾は外側に向かって曲がり，
S字の形態をしている。さらに，鯱の腹の部分に剣一本が挿されている。罪を負う鯱は一
生解放されないという中国特有の伝説を物語っている。写真Ⅳ－4は中国東南部にある江
蘇省の蘇州市にある寒山寺の清代建築の鯱である。鯱の外観から見ると四川成都の関帝廟
の鯱とほぼ同じであるが，近くで見るとすぐに相違点に気づく。写真Ⅳ－5のように蘇州
の鯱の腹には剣が見当たらない。また，鼻のあたりから二本の髭を伸ばしている。穏やか
な表情で邪気を防ぎ，人を護る霊獣の姿を示している。それに対して，四川成都の鯱の目
と牙は大袈裟に描かれ，凶暴な表情で人を睨んでいる。まるで罰を受けている悪霊のよう
である。このように中国の南方に位置する成都と蘇州は，内陸都市と沿海都市という地域
性の差異によって鯱の様式において幾つかの相違点が見られる。 
以上述べたように中国における鴟尾と鯱は，中国式の建築等級に従って使い分けられて
いる。宮殿と官庁の棟飾りは鴟尾で飾られ，一般的な廟や祠の棟飾りは，鯱で飾られる。
中国の鴟尾と鯱は持ち主の階層と建築等級を表明するシンボルであると言える。 
 
（４）鴟尾及び龍尾（鯱）の規制 
 鴟尾の規制に関する記録は中国の北宋（960-1127）の時代にまで遡れる。当時の官吏で
ある李誡の著作『営造法式』95では，以下の内容が記載されている。 
①殿屋 九間八椽以上で下に副階のある場合 鴟尾の高さ九尺（285.12cm）乃至
                                                   
95 『営造法式』（1103年）は北宋政府が李誡に命じて制定した当時の建築に対する規制に関する書籍
である。 
写真Ⅳ－2 四川成都関帝廟の瓦製鯱 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－3 四川成都関帝廟の瑠璃瓦製鯱 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－4 江蘇蘇州寒山寺の瓦製鯱 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－5 江蘇蘇州寒山寺の鯱 
（筆者撮影） 
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一丈（316.8cm）  
②副階のない場合は高さ八尺（253.44cm）  
③五間乃至七間の場合（椽数は計算しない）高さ七尺（221.76cm）乃至七尺五寸
（237.6cm） 
④三間の場合 高さ五尺（158.4cm）乃至五尺五寸（174.24cm） 
⑤楼閣 三層の場合 殿屋の五間の場合に同じ，七尺乃至七尺五寸（221.76cm～
237.6cm） 
⑥二層檐の場合 殿屋の三間の場合に同じ，五尺乃至五尺五寸（158.4cm～
174.24cm） 
⑦殿の挟屋 高さ四尺乃至四尺五寸（126.72cm～142.56cm） 
⑧廊屋の類 高さ三尺乃至三尺五寸（95.04cm～110.88cm）（廊屋のコーナーの
場合には合角鴟尾を用いる） 
⑨小亭殿等 高さ二尺五寸乃至三尺（79.2cm～95.04cm） 
記録された内容が今日まで残されている。当時の一尺はおよそ現在の 31.68cmであ
る。この記録によると当時は建築規制が寸法にまで設定されていた。それでは，どのよ
うな理由で北宋の官吏は鴟尾や鯱など建築の各部位の規制をこのように詳細的に記録し
たのであろうか。それは当時の建築業界の腐敗を防ぐために国家から各建築の細部に至
るまで規制を整え，建築の職人と官吏は必ず一定の様式にしたがって建築を行ったから
であろう。これによって宋代以降の各時代の職人はこの本に記録された規制を参照し，
建築工事を行った。いわゆるこの北宋の『営造法式』の記録によって後の近世建築の規
制と様式がある程度公式化したとされている。 
 
２.元，明，清の宗教建築の屋根様式－身分の象徴 
 
 中国における宗教建築の外観において，すぐ目を奪われるのは屋根の様式であろう。各
建築における屋根は気候，地域，風習などそれぞれの要因の影響を受けて建設された。例
えば降水量が豊かな地域では排水の便を考え，屋根の勾配を大きくして築く。また，中国
江南地方の屋根は華やかな装飾と多数の彫刻に特色がある。それに対して，東北地方の屋
根は彩りを添える絵図が加えられる場合がよく見られる。 
本節では，中国の屋根様式の構造と特色を検討する。それから，屋根様式に象徴される
身分制を分析する。最後に，屋根様式という身分の象徴に対する仮説を検討する。 
 
写真Ⅳ－6 北京恭親王府の円形瑠璃瓦と龍の装飾 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－7 明代官僚服文様 
浙江省東湖市潭綸画像展覧（1963年公開） 
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（１）屋根様式の構造と特徴 
 中国の伝統的な建築の屋根様式は，図Ⅳ－3と図Ⅳ－4のように，「寄棟造」，「入母屋
造」，「切妻造 1」，「切妻造 2」，「宝形造」（ほうぎょう）など主に 5種類がある。四合院
の母屋の屋根は，ほとんどが切妻であり，全て瓦葺で造られている。また，入母屋の場
合もある。賈珺は，「古代建築の屋根は，骨組みの内部構造を基にしてその上に板を葺く
96」と述べている。図Ⅳ－5のように，軒や板で四合院の屋根の骨組みを造り，そして，
防水と保温のために草や粘土でつくった漆喰を板の上に塗り，最後に瓦で屋根を覆う 
四合院の母屋の瓦葺については，賈珺が，「屋上に凹面瓦を葺き，そして，凹面瓦の上
にもう一度凹面瓦をのせる。互いに交差して，屋根が出来上がる」97と指摘している。
このような葺き方は家屋の屋根を二重に保護することになり，重量に耐える性能が向上
する。さらに，換気性に優れ，夏がとても暑い内陸都市（北京，太原など）にとっては
ふさわしい設計だと考えられる。このような瓦葺は，断面図で見ると，蝶の形に見える
ことから，蝶瓦と呼ばれている（図Ⅳ－6）。 
 蝶瓦は，四合院の母屋の屋根に数多く用いられている。また，写真Ⅳ－8と写真Ⅳ－9
のように瓦と軒の断面の上に装飾文様が描かれており，実用性と同時に鑑賞性も備えて
いる。また，王族98の邸宅は，写真Ⅳ－6のような円形の瑠璃瓦で屋根が作られている。
この瑠璃瓦は，表面に火で焼いた釉薬がつき，断面には龍の装飾文様が描かれている。
封建時代には，皇帝や皇族に限定してこのような豪華的な瓦を用いることができたとさ
れている。このように封建階級制は建築における屋根の装飾によって表象されているこ
とがわかる。さらに，写真Ⅳ－6を見ると，この龍の爪は 5本ある。皇帝を象徴する龍
                                                   
96 賈珺『北京四合院』，清華大学出版社，2009，56頁。 
97 賈珺『北京四合院』，清華大学出版社，2009，57頁。 
98 王とは，封建社会の皇帝が冊封した親族である。 
図Ⅳ－3 屋根様式（寄棟造，入母屋造）  
劉敦禎『中国古代建築技術史』中国建築工業出版
社，1984 
図Ⅳ－4 屋根様式（切妻造 1，切妻造 2，宝形造） 
 劉敦禎『中国古代建築技術史』中国建築工業出版社，1984 
 
図Ⅳ－5 四合院の母屋の屋根構造 
劉敦禎『中国古代建築技術史』中国建築工業出
版社，1984 
図Ⅳ－6 蝶瓦  
劉大可『中国古建築瓦石営法』中国建築工業出版社，
1993 
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は，5本の爪が描かれている。写真Ⅳ－7は皇族以外の重臣が着用した礼服であるが，そ
れには金糸で大蛇の刺繍が施されている。大蛇は龍とよく似ているが，龍ではなく，龍
の等級より少し下がる。龍と大蛇を区別するために，龍には 5本の爪が描かれ，大蛇は
4本の爪が描かれた。建築屋根の装飾にもこのような身分の区別が取り入れられてい
る。 
    
（２）屋根様式で区分された身分制 
 以上述べたように，中国における屋根様式をそれぞれ列挙した。次に，屋根様式で区分
された身分制を検討する。 
中国の身分制は屋根様式の違いによって表現されている。つまり，母屋の屋根は，封
建社会の階級を表現している。中国の封建社会における上流階級は，屋根の様式で身分
を区分しており，例えば，「寄棟」は，宗教施設及び高級邸宅にしか用いられることが許
されなかった。一般庶民の家の屋根は「切妻」様式である。このような身分制は，明，
清時代に一層厳しくなり，一般庶民が自宅を建築する際に特に留意したところである。
万が一違反すると，当事者は「逾制」（ゆせい，身分の制限を超越する）という罪で厳し
い罰を受けることになった。「逾制」で処刑された人は，明，清時代に数多く存在した。 
 母屋は単なる瓦葺で造った屋根様式である。その特色は，ほとんどが切妻で造られて
いるが，明清時代になり，身分制が厳しくなると階級によって，寄棟，入母屋，切妻な
ど定まった様式で建てることが強制された。一般庶民や中流階級は，必ず切妻造りで屋
根をつくることが決められていた。それに対し，上流階級は，母屋のみを入母屋で築く
のが認められていた。身分制の頂点に立つ皇帝の宮殿は，格式が一番高い寄棟で屋根を
造った。宮殿や上流階級の邸宅の屋根のみが，釉薬を塗られた瑠璃瓦で葺かれたが，そ
れ以外は，灰色の瓦葺しか用いられなかったとされている。 
 
 
（３）身分の象徴―屋根様式に対する仮説 
 以上述べたように，中国の伝統的な建築は，屋根様式で社会的身分を象徴していたこ
とが明らかになった。その経緯を調べると，中国において屋根様式で社会身分を象徴す
るようになるのは，漢代まで遡れる。漢代の壁画に描かれた建築の様子から明らかなよ
うに，貴族が住む邸宅は寄棟と入母屋で建築されていた。唐代を経て宋の時代になる
と，李誡が著した『営造法式』によって社会階級の区別を屋根様式で分けられる。明清
時代にこの身分の象徴―屋根様式が継承された。さらに，屋根様式による身分制を一層
写真Ⅳ－8 北京恭親王府の蝶瓦の装飾 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－9 北京恭親王府の軒の装飾 
（筆者撮影） 
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厳しく制限した。中国における屋根の建築技術は時代が進むにしたがって各階層に普及
したと思われるが，中国では固定的な屋根様式で社会身分を表現するという方式に一切
変更がなかったと考えられる。 
 
3.元，明，清の宗教建築の空間配置―風水の運用 
 
本節では，中国の宗教建築の空間配置を列挙し，風水の運用を考察する。特に宗教建
築の空間配置―「四合院」を検討する。そして，閉鎖型の空間配置－「四合院」からの
発想を述べる。また，空間配置においては八卦陣形の運用を検討し，最後に，鬼門と風
水を考察する。 
 
（１）宗教建築の空間配置―「四合院」 
単進四合院は，中庭が一つあり，四面を家屋に囲まれた標準的な四合院である。通常，
四合院の正門を南東角に設置し，邪気を防ぐために正門の真正面の壁の上に写真Ⅳ－10
のような「照壁」（しょうへい）を建設する。単進四合院の平面図（図Ⅳ－7）を見ると，
全体は正方形で，北面に三つの母屋，正面南に三部屋，東西各三つの廂房がある。母屋の
両端に建てられた少し低い部屋は耳房（みみぼ）と呼ばれている。 
写真Ⅳ－10 山西太源喬家四合院の「照壁」 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－11 北京四合院の垂花門  
（筆者撮影） 
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 二進四合院には，図Ⅳ－8のように，前院と内院二つの中庭に分けられる。狭い前院は
接客用の庭である。広い内院は家庭生活の主なる場所である。正門は南東角に設置され，
正門に入ると真正面に当たる場所に照壁が設置される。西に曲がって前院に着き，前院の
南に倒座房（とうざぼ）と呼ばれる一列の家屋がある。この倒座房は南の街路に隣接し，
日本の武家屋敷の長屋のようである。正門の近くにある倒座房の一軒は，常に門番小屋と
して使用され，他の部屋は客間用或いは厩として使われる。一番西側にある倒座房の一軒
は一面の壁によって独立して建設されており，常にトイレとして使用される。正門の一番
東側，日本の屋敷にある蔵のようなものである。 
 前院と内院を壁で隔て，壁の真ん中に設置される華麗な門は写真Ⅳ－11 のように「垂
花門」（すいかもん）と呼ばれている。四合院にある表と裏の空間を分ける象徴として使
用されている。「垂花門」を通過すると広い庭が目の前に現れる。 ここは家族にとって重
要な生活空間である。庭の北に母屋があり，その両端に建つ少し小さい部屋は「耳房」と
呼ばれる。東西には二列の部屋が並んでおり，「東廂房」（とうしょうぼ）と「西廂房」（さ
いしょうぼ）と呼ばれている。両進四合院は，垂花門，母屋，東･西廂房が廊下によって
繋がっている。 
単進四合院と二進四合院の平面図を見るとわかるように，中国の四合院は，合院式或い
は中庭型の建築形式とされている。建築配置においては仏寺の伽藍配置のような特徴が見
られる。四合院は主屋（母屋）と若干の付属建築を組み合わせた庭付きの近世住宅建築群
であると考えられる。 
 
（２）閉鎖型空間配置からの発想 
 以上述べたように中国の合院式住宅の平面図から，閉鎖型空間配置で設計されているこ
とが明らかになった。この形式になった経緯としては，長年を続いた儒教の「中正仁和」
（ちゅうしょうじんわ）という思想の影響がある。宮殿や寺院，住宅などの建築は中軸線
によって左右対称の空間配置で建設されたことが指摘できる。また，壁で住宅地を囲むこ
とは人に保守的な印象を与えた。四合院内部は垂花門によって裏と表の空間を分けてい
る。これは紫禁城の「前朝後寝」という空間配置と一致すると考えられる。「前朝」は太
和殿，中和殿，保和殿によって南の区域を表の空間として使用，朝会を行うという意味で
ある。「後寝」はこの三つの宮殿によって北の区域を裏の空間として使用するという意味
図Ⅳ－8 両進四合院の平面図 
賈珺『北京四合院』，清華大学出版
社，2009 
図Ⅳ－7 単進四合院の平面図 
賈珺『北京四合院』，清華大学出
版社，2009 
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である。整然とした建築配置は中国の建築文化の特徴であるとされている。また，中国の
宮殿建築と住宅建築は共に閉鎖型空間配置のような防衛態勢を整構える特徴が見られる。
おそらく北方の騎馬民族の侵攻を受けるため，自らの家を破壊されないように城壁や土
塁，壁などを築いたからであろう。そして，長い年月を経る間に，閉鎖型空間配置という
建築文化が徐々に形成されたと考えられる。 
 
（３）八卦陣形の運用 
古代中国人は世界には「陰」と「陽」の二つの極があり，万物はその中から生み出され
たと認識している。どのようなことでも「陰」，「陽」二つに分けて物事を考える。 
その後発明された八卦によって，世間万物にその考えが反映されている。それらは，政
治，軍事，思想，文化，農業，建築，医学，武術などの分野にも応用されている。「陰陽」
と「八卦」は古代中国人が認識した世界を縮小したイメージ，古代中国人の世界観である
と言えよう。 
周知のように，古来，東アジア地域では大陸の中華思想が主導的な地位を占め，大陸以
外の周縁地域にその影響が放射状及ぼしてきた。図Ⅳ－9のように都市と村落の空間配置
や建築の装飾に反映された風水，陰陽に関する思想は中華思想の一部として東アジア各地
域に伝播した。経典の『周礼』，『周易』に記載された風水，陰陽の思想にしたがって，古
代から近世までの日中両国で数多くの都市と村落が建造されされている。 
例えば，日本の平安京と中国の長安は，古代における両国の首都として「条坊制」にし
たがって建造された典型的な都市である図Ⅳ－10 と図Ⅳ－11 のように，両都市は共に南
北中軸線によって左右対称の形式で設計され，城内に縦横の道路が碁盤のように配置され
ていた。中軸線としての朱雀大路は，南北を宮殿まで貫き，他の道路より重要な道路とし
て幅広く建造された。朱雀大路から東西方向に延長した数々の道路があり，東西の市場ま
でつながっている。さらにまた，主幹道路の朱雀大路と分枝道路は「条坊制」の規制に厳
しくしたがって建造され，道路の両側に町屋と店舗などが分布している。また，平安京と
長安の城外は四神（東＝青龍，西＝白虎，北＝玄武，南＝朱雀）を象徴する山と川があり，
風水思想によって邪気を祓うために東北に神社と寺を建造して立派な都が建てられた。王
城の権威はこのような整然とした配置で全国の万民に示すことができる。 
前述の事例によると古代の都市はほぼ直線道路を設置して建造されたが，当地域の地形
に適応しながら曲線道路を利用して建造した村落が今でも数多く残されている。ここで，
中国における二つの典型的な風水村落の空間配置を中心に，中国の伝統思想の伝播と変容
を検討する。 
 まずは，中国の浙江省の蘭渓市にある「諸葛八卦村」を紹介する。図Ⅳ－12と図Ⅳ－13
のように，「諸葛八卦村」は，中国の三国時代に存在した蜀国の丞相諸葛孔明の子孫が彼
の「九宮八卦」と通じる陣にしたがって中国の元（1206-1368）の時代に建設した村であ
る。また，写真Ⅳ－12，13のように，中央にある「陰陽」を象徴する池を中心に周囲の八
つの方向に向かって道路が放射状に建設され，「内八卦」（うちはっけ）を形成している。
さらに，図Ⅳ－13 のように村の外側に恰も八つの丘があり，「大園山」（だいえんざん），
「寺下山」（じかざん），「老鼠山」（ねずみやま），「祖宅山」（そたくざん），「経後堂山」
（けいごどうやま），「擂鼓山」（らいこざん），「太公山」（たいこうざん），「果合山」（か
ごうざん）のように反時計回りに村を抱くように「外八卦」（そとはっけ）を形成してい
る。設計の巧妙さは多くの人が賛嘆している。この諸葛八卦村は，中国の歴史上，最初に
建設された八卦の村落とされている。 
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この村には，明清（14 世紀～20 世紀）時代の祠と民家が数多く残されている。村に今
日まで住んでいる村人はほぼ諸葛孔明の子孫である。全国にいる諸葛という姓を使う人口
16000人の四分の一を占めている。写真Ⅳ－13のように，数百年を経て，この村の人口は
増加しているが，村の空間の配置は一切変わっておらず，8つの道路に沿って民家が増築
されている。 
 次は中国の江蘇省の金壇市（きんだん）の儒林鎮（じゅりんちん）にある「諸葛八陣（は
ちじん）図村落」を紹介する。図Ⅳ－14 は『諸葛九宮八陣図図譜』である。諸葛孔明が
「陰陽」と「八卦」を参考にして，発明した陣形だと言われている。戦をする時に陣形の
真ん中を数独の形にして主将，副将などを保護し，また大将は回りの「小成（しょうせい）」
を通じて意志と命令を伝えることで全軍を指揮することができる。外側は「先天八卦」を
象徴する八つの陣を張り，8つの「小成（しょうせい）」の命令にしたがって戦場の形勢と
敵の動きに応じて自由自在に変化して対決している。この 8つの陣は「乾（かん）」＝「天
覆陣（てんふじん）」＝「南」，「坤（こん）」＝「地載陣（ちさいじん）」＝「北」，「坎（か
ん）」＝「風揚陣（ふうようじん）」＝「西」，「离（り）」＝「雲垂陣（うんすいじん）」＝
「東」，「兌（だ）」＝「龍飛陣（りゅうひじん）」＝「東南」，「艮（こん）」＝「虎翼陣（こ
よくじん）」＝「西北」，「震（しん）」＝「鳥翔陣（ちょうしょうじん）」＝「東北」，「巽
（そん）」＝「蛇蟠陣（だばんじん）」＝「西南」という八つの方向に向けて地形と戦場の
図Ⅳ－9 東アジアにおける中華思想の  
伝播ルートのイメージ図 
（筆者製図） 
図Ⅳ－12 九宮八卦図 
（筆者製図） 図Ⅳ－13 諸葛八卦村の平面図 
（蘭渓市諸葛八卦村委員会製図） 
図Ⅳ－10 平安京平面図 
（京都府教育委員会データ
ベースから引用，1990） 
図Ⅳ－11 唐代長安城平面図 
（西安市教育中心製図，1990） 
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変化によって自由に形を変えることができる（付図99が明らかに表示している）。「諸葛八
陣図村落」はこの八つの陣形によって八つの村を護る川を建造した。しかし，戦乱と文化
大革命を経て，写真Ⅳ－14 のように諸葛八陣図村落はこの「小魯墅天覆陣村（ころじょ
てんふじん）」と「大魯墅虎翼陣村（だいろじょこよくじん）」の 2つしか残されていない。 
現在，浙江省蘭渓市にある八卦村の古村落の景観復元のための建設はほぼ完成してお
り，中国の「AAAAA」級国家文化財になっている。毎年中国のみならず世界各地から観光
客が訪れ，有名な観光地になりつつある。一方，江蘇省金壇市儒林鎮八陣図魯墅村落は資
金が足りないことや社会からの注目度の不足など様々な原因で復元建設が未だに始まっ
ていない。しかし，出土した元代の石碑の発見をきっかけに徐々に世間の注目を集め始め
ている。考古学者の発掘調査により大量の家屋の遺跡と石碑が発見された。現在，八陣図
魯墅村の諸葛佩聖氏は，八陣図魯墅村の経済復興と文化財保護事業を推進するために積極
的に社会において活動している。筆者も将来における八陣図魯墅村の経済再興と観光地と
しての繁栄を心から祈ってやまない。 
 
 
                                                   
99 諸葛佩聖『諸葛後裔今何在』，金壇出版社，2006，140-147頁。 
図Ⅳ－14 八陣総陣図 
諸葛佩聖『諸葛後裔今何在』の付図，金壇出版
社，2006，139頁 
写真Ⅳ－14 八陣図魯墅村護村河全図 
諸葛佩聖『諸葛後裔今何在』の付図，金壇出版社，
2006，47頁 
写真Ⅳ－12 「陰陽」の池 
（八卦村委員会撮影） 
写真Ⅳ－13 八卦村の鳥瞰図 
（蘭渓市八卦村委員会撮影） 
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（４）鬼門と風水の運用 
日本における家相の判断は，中国の風水思想の「陽宅」鑑定や「相宅」と基本的に類似
している100。共に，住宅をよい環境の中に建築するため，建築の方位と配置を鑑定するも
のである。日本の家相判断が依拠しているものの一つは鬼門を認定することである。一方，
中国の「陽宅」鑑定と「相宅」にも鬼門の概念がある。 
 では鬼門とはどのようなものであるのか。『五行大義101』に以下のような描写がある。 
 
兵書に云ふ，陽は甲子（きのえね）に生じて戌亥（いぬい）に足らず。仍りて天
門となす。陰は甲午（きのえうま）に生じて辰巳に足らず。仍りて地戸となす。
陽は甲寅（きのえとら）に界して子丑（によし）に足らず。仍りて鬼門となす。
陰は甲申（きのえさる）に界して午未（うまひつじ）に足らず。仍りて人門とな
す。陽は甲辰（きのえたつみ）に盛んなり。卯（うさぎ）はこれが隔てとなる。
陰は甲戌（きのえいぬ）に興る。酉はこれが隔てとなる。これ並びにこれ六甲の
空支なりと。春秋元命苞に云ふ，地は東南に足らず。右に動くこと終はりて虚門
に入ると。これ，甲子（きのえね）の孤は戌亥（いぬぶた）に在り，虚は辰巳に
在ることを明らかにするなり。 
①天門 西北（乾）の方位にある。②地戸 東南（巽）の方位にあり，地門とも
云う。③鬼門 東北（艮）（うしとら）の方位にあり，陰悪の気が集まり，百鬼
の出入する門戸であり，この方角は万事に忌み避く。転じて，忌避する事柄を言
うようになった。④人門 西南（坤）（ひつじさる）の方位にある102。 
 
以上述べたように，鬼門とは北の陰から東の陽に転ずる急所であって，この東北隅には
危機がはらまれている。また反対側の西南隅は南の陽から西の陰に転ずる急所としてこれ
を裏鬼門といい，この鬼門に出入口や便所を設けることを忌む習慣がある。この古典資料
から古代中国には既に鬼門という言葉と邪気が来る方向を表示する意味が出現していた
ことが分かる。 
 さらに，後漢の王充『論衡・訂鬼』は『山海経』の記載を引用している。 
滄海の中，度朔山が有り，上に大桃木が有り，枝は屈曲しながら続いて三千里，
其の枝の間の北東に鬼門と言う，万鬼出入り所である。 
この説は現在に伝わる『山海経』の内容には見当たらないが，王充の『論衡』に『山海
経』が記載している説と述べている。これは『山海経』がなくす内容と推測できる。 
また，厳敦傑「式盤総術」（1985）によると図Ⅳ－15のように魏，晋，南北朝の「式盤」
という方位，時空を占い道具は，盤面上，東北方は「鬼門」，西北は「天門」，西南は「人
門」，東南は「地戸」としている。 
 最後に，何暁昕（武漢工業大学）の『風水探源103』の中で『宅経104』に「鬼門」の東北
の方向から「邪気」「煞気」が来ることが書かれているため，特に「鬼門」の方向を忌む
ということが明らかになり，福建省では都市の城壁の形と住宅の建設に影響を与えている
と指摘されている。以上述べたように「鬼門」を忌む日本の習慣も，「風水」判断の一つ
                                                   
100  渡辺欣雄『風水 気の景観地理学』，人文書院，1994，64頁。 
101 『五行大義』は，先秦より隋にいたる五行説を蒐集し，それを組織的に整理，分類した書である。
著者は蕭吉である。 
102 中村璋八『五行大義』，明徳出版社，1973，123頁，3行目。 
103 何暁昕『風水探源』，南京・東南大学出版社，1990，40頁・123頁。 
104  『黄帝宅経』は旧名である。住宅の風水を判断する依拠を記す本である。黄帝が作者だと伝わっ
た。 
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と考えておかなくてはならない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 乾（南） 艮（西北） 震（東北） 离（東） 
兌（東南） 艮（西北） 震（東北）  巽（西南） 
図Ⅳ－16 諸葛八陣図譜 
出典：諸葛佩聖『諸葛後裔今何在』，金壇出版
社，2006，140-147頁。 
 
図Ⅳ－15 六朝銅製六任式盤 
上海市博物館所蔵 
厳敦傑「式盤総述」，考古学報，第 4
期，1985，449頁。 
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江蘇省金壇市における実地調査の写真（2011年 8月） 
 
 
 
 
 
 
写真Ⅳ－15 八陣図護村河遺跡 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－16 諸葛八陣図村落正門の石碑 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－17 正門のところに「同宗同
祖，源遠流長」を書いた石碑 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－18 正門の入口 
（筆者撮影） 
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写真Ⅳ－19 諸葛孔明（左）と諸葛維賢（右）（先祖とこの村を建造した先祖） 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－20 石像の下にある八卦図と陰陽図 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－21 石像の後ろに彫られた家族の系譜 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－22 陣形を含める漢字 
（筆者撮影）  
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写真Ⅳ－23 隣の村との揉め事を仲裁した結果
が記録された清代の石碑 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－24 仲裁の石碑の正面部分 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－25 諸葛孔明の故郷琅琊陽都から出土
した後漢の煉瓦の拓本 
（筆者撮影） 
写真Ⅳ－26 後漢の煉瓦表面に「陽」の字 
（筆者撮影） 
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写真Ⅳ－27 諸葛佩聖氏と筆者 
（王鑫氏撮影） 
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Ⅴ．資料としての『乾隆京城全図』 
 
 
 乾隆時代の北京に対する歴史地理研究には，当該時代を示す適当な地図資料の有無が重
要な条件となるが，幸いにも清代北京の詳細的な地図として有名な『乾隆京城全図』105（以
後『乾隆図』と略称する）（図Ⅴ－1を参照）が存在する。この地図の研究を通して乾隆時
代の北京における宗教建築の分布と景観などの諸問題が検討できる。最初に『乾隆図』の
由来と先行研究およびこの地図の総合利用をめぐる諸問題を検討する。 
 
1．『乾隆図』の作成と内容  
 
『乾隆図』は 1750 年乾隆皇帝が郎世寧を指導者とし，工部の画工に命じ，当時の西洋
の先進的測量技術を用いて作成した詳細な北京城図である。この図には，皇城，内城，外
城が描かれ，道路，城壁，宮殿，王府などの重要な建築物のみならず，当時の住宅，店舗，
櫓，寺，観，兵舎，倉庫なども詳しく描かれている。また建築の向きや建物の階数なども
知ることができ，大きな建築物についてはその棟の両端に設置された鯱までも描かれてい
る。これは当時における最新の製図技術と国家の力を集約して作った地図である。その詳
細な情報と細密さにおいては当時最高の水準であったと言っても過言ではない。 
                                                   
105 『乾隆京城全図』興亜院華北連絡部政務局調査所編，1940年。他に，撮影印刷されたものに『清
内務府蔵京城全図』（1940）がある。加筆修正されたものとしては『摹絵乾隆京城全図』（19世紀
末），『加摹乾隆京城全図』（1996）がある。 
図Ⅴ－1 『乾隆京城全図』 
国立情報学研究所『東洋文庫』所蔵 
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陽乃済「『乾隆京城全図』考略」106（1984）によると『乾隆図』の原本は折畳式，上下
17行，左，中，右の 3冊に分けられ，合計 51冊からなる。左，右の 2冊を開くと長さは
1丈 3尺，中の冊を開いた長さは 1丈 6尺 2寸。3冊の広さは 2尺 6寸。すべて揃えると
4 丈 2 尺 2 寸（東西）×4 丈 4 尺 2 寸（南北），メートルに換算すると 13.504ｍ×14.144
ｍとなる。 
作成の年代に関する考証としては，最初に『乾隆図』を発見していた故宮博物院文献館
の曹宗儒が書いた「清内府蔵京城全図年代考」107（1935）がある。曹の考証によるとこの
地図の作製年月は記載されていないが，乾隆 26（西暦）年の造辦処図房旧目『蘿図薈萃』
の中に『乾隆図』に関する記録が発見された。『順天府志』（1886），『会典・八六三』（1899），
『清宮史』の記載により賢良寺，景山五峰亭，西苑闡福寺が『乾隆図』の有無を確認した
後，完成年代は乾隆 14－15 年の間という結論が出た108。その後，興亜院華北連絡部が出
版した日本語版の「『乾隆京城全図』解説」を担当した京都帝国大学の留学生今西春秋（後
の清史の専門家）は『乾隆図』の完成年代についてさらに検討を行った。寿皇殿の竣工年
代は乾隆 13年ではなく，14年であると今西氏が指摘し，これによって今西氏はこの図の
完成年代を乾隆 15 年であると推測した。しかし，曹と今西の考証は正確的な完成年月を
確定させたわけではなかった。陽乃済は内務府の公文書の記録を調査した後，以下のよう
な『乾隆図』の完成年月を証明できる証拠を発見した。 
 
16 日，員外郎白世秀の言により，太監胡世傑は詔を内大臣海望に伝えた。北
京図を進呈せよ。 
本日，内大臣海望は北京図 17排，排毎に計 3冊，合計 51冊を持参し，皇帝は
斎宮で御覧になった。 
詔曰く：虫食いにならないように良く保存せよ。 
―乾隆 15年 5月 16日造辦処109 
 
また，『乾隆図』の作者に関する考証も同じ公文書に記録されている。 
 
初 8日，司庫白世秀の言により，太監胡世傑は詔を伝えた。京城図様（測量中
の地図）を海望に保管させよ。瀋源への技法の教授を郎世寧に任せる。外部の絵
図職人たちへの技法の教授を瀋源に任せる。 
―乾隆 10年 11月 8日110 
 
以上 2つの公文書の記録から，陽乃済による『乾隆図』の作者と作成年月の考証の結
論は以下のとおりである。 
乾隆 10年 11月 8日（1745年 11月 8日）は『乾隆図』の測量が始まった時であり，
乾隆 15年 5月 16日（1750年 5月 16日）がその完成年月である。総責任者は海望，技
術顧問が郎世寧，技術指導が瀋源，地図を描くのは外部の絵図職人たちである。 
『乾隆図』は当時の北京の道路のみならず，建築の細かい部分まで描いている。たとえ
ば，一階の建築，二階の建築，牌坊，櫓などの建築を一軒，一軒描いている。また重要な
建築にはそれぞれの名称がつけられている。たとえば，廟宇，寺庵，観宮，廟祠，官衙，
                                                   
106 陽乃済「『乾隆京城全図』考略」，『故宮博物院院刊』，1984。 
107 曹宗儒「清内府蔵京城全図年代考」，『文献特刊』，故宮博物院文献館出版，1935。 
108 前掲 107。 
109 中国第一歴史档案館『各作成做活計清档』，人民出版社，2005。 
110 前掲 109。 
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宮殿，兵舎，櫓などの名称が全部つけられている。これによって，当時の北京の古景観の
位置を確定することができるようになる。 
この地図は当時北京故宮博物院文献館に所蔵され，乾隆年間の原図を縮尺した約 650分
の 1 のものを撮影した後，約 2600 分の１に縮小し，興亜院華北連絡部政務局調査所が
1940年に印刷したものが流布している。『乾隆図』は，日本でも東洋文庫および東京大学
東洋文化研究所などが所蔵しており，国立情報学研究センターのサイトから東洋文庫版が
ダウンロードできる。筆者は地図のそれぞれの部分を印刷し，研究する範囲のものを用意
した。この『乾隆図』は 203枚のブロックに分けられており，実際の距離と図上距離から
いえば，個々のブロックの実距離は東西 1.5 ㎞，南北 1.25 ㎞であり，地図の縮尺は 1：
3600 となっている。この地図を原資料として歴史地理学的に分析すると，1750 年当時の
北京の景観をかなりの程度正確に復元することができる。 
 
２．『乾隆図』についての先行研究 
 
従来，『乾隆図』をめぐって多数の研究が日本や中国などで行われてきた。 
建築史学の研究においては，楊乃済が『乾隆図』の完成年代と作者の考証をしている。
そして，この地図の真実性と信頼性について述べた。 
都市計画に関する研究では陣内秀信，朱自暄， 高村雅彦が『乾隆図』を利用して，北
京の都市空間と建築の構造を検討した111。伊原弘は『乾隆図』を中心に古代建築を研究し
た112。鄧奕，布野修司，重村力は，明，清時代の北京の街区パターンや諸施設の分布をそ
れぞれ検討したが，寺廟については部分的しか検討しなかった113。 
鄧奕，布野修司，重村力は，内城の寺廟分布をめぐって，基本パターン，地区特性の面
から寺廟を仏教，ラマ教，道教，イスラム教の宗教施設及び民間信仰のための施設の五種
類に分けて検討し，その分布と街区パターンとの対応関係について説明したが，外城の宗
教施設及びそれぞれの建造年代，名称，面積などについては言及しなかった114。 
鄧奕，布野修司，重村力は北京内城の居住単位，街区構成をめぐって系統的に検討し，
とくに寺廟と八旗制度の下での街区構成との総合関係を検討した115。鄧奕，毛其智は，文
献資料との比較，考証をし，北京都市計画史を総括した。『乾隆図』を基本研究資料とし
て北京城街区構成と尺度を分析し，都市計画をめぐって論述した116。そして『乾隆図』の
地割，道路は現在の北京の地図と比べても差異はほとんどないと指摘した。建築用地の標
準は 44歩×44歩（5328㎡）である117。東西，南北向きの道路網の基本パターンには南北
の街区の距離が 50歩（77ｍ），100歩（154ｍ），150歩（231ｍ），200歩（308ｍ）の 4種
類がある。 
また，鄧奕，毛其智は，『乾隆図』の研究を通して北京旧街区の構成に対して計量的な
                                                   
111 陣内秀信・朱自暄・ 高村雅彦『北京都市空間を読む』，鹿島出版会，1998。 
112 伊原弘『古代建築研究所・北京市文物事業管理局資料中心編新版『乾隆京城全図』について（上・
下）』，東方書店，1996。 
113 鄧奕，布野修司，重村力「『乾隆京城全図』にみる北京内城の街区構成と宅地分割に関する考察」，
『日本建築学会計画系論文集』第 536号，2000。 
114 鄧奕，布野修司，重村力「北京内城における寺廟の分布に関する研究」，『日本建築学大会学術講
演概集（関東）』，2001。 
115 鄧奕，布野修司，重村力「『乾隆京城全図』（1750）にみる居住単位に関する考察」，『日本建築学
会計画系論文集』第 582号，2004。 
116 鄧奕，毛其智「従『乾隆京城全図』看北京城街区構成与尺度分析」，『城市規划』，2003。 
117 鄧奕，毛其智「従『乾隆京城全図』看北京城街区構成与尺度分析」，『城市規划』，2003，60頁。 
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分析をした118。李菁，王貴祥は，『乾隆京城全図』を利用して清代北京城内の胡同と四合
院住宅の配置と計画についての諸問題を検討し119，以下のような結論づけられる。「六排
三120」と「八排十」の合院住宅は他の住宅に比べると整然としている。「六排三」と「八
排十」の合院住宅の様式は元代から明，清時代へ移行する特徴を持っている。北京の他の
街区と合院住宅の様式は「六排三」と「八排十」に基づいて発展してきた。 
李菁は，『乾隆京城全図』の中の四合院建築と街坊系統の関係を論じた121。合院住宅が
先に存在する地域では，街坊が合院住宅の変化に影響を受けている。逆に街坊が先に存在
する地域では，合院住宅の改築が街坊の地割によって制限されている。合院住宅の空間配
置を見ると主体建築に基づく付属建築と庭を構成する住宅が街坊の形に応じて変化して
いることが指摘した。 
陳可石，姜雨奇は（2013）「基于『乾隆京城全図』的清北京内城水井時空演変研究」（『特
区経済』）の中で，『乾隆図』と『京師坊巷誌稿』を利用して清代乾隆年間の北京の井戸に
関する統計を取った。井戸の増減と時空内変化を検討し，北京における井戸の増減，変化
に影響する要素をまとめ，以下の結論を述べている。乾隆時代の北京内城の井戸は 337か
所だが，光緒時代には 678か所に増加し，30年間の間に 160か所が消失し，501か所が増
えている。それぞれの地域の井戸の密度は不均衡である。新しく開設された東城に市場が
多いため，水売りは東城に通い，東城における井戸の数が増加した。文献資料により乾隆
時代の井戸は光緒時代になると半数以下しか残されていなかった。今後の井戸に関する研
究においては史料の時代的限定性を明確にしながら討論を進めるべきであると指摘した。 
王魯民，宋鳴笛は（2012）「合院住宅在北京的使用与流布－従乾隆『京城全図』説起」
（『南方建築』）の中で，『乾隆図』の「一正両付122」という合院住宅の基本パターンの使
用状況を調査した。明代の標準的な合院住宅の使用範囲の拡大や，清代の「賜宅123」と標
準的な合院住宅の使用について述べている。最後に合院住宅の空間配置の変化と一般市民
への普及を指摘した。 
李春青，邱凡は（2016）「清代北京内城親王府空間分布研究」（『北京建築大学学報』第
32 巻 No.1）の中で，清初期の王府について述べている。明代の皇室の住宅，官署，邸宅
を利用する王府が 21％，明の倉庫を利用するケースが 15％であり，これらは西城に集中
分布しているが，新しい王府は 21％を占め，これらは東城に集中している。清後期の新
しい王府が元王府，官署，邸宅を改築し利用しており，それらが 43％を占めていること
を指摘した。 
また，邱凡は（2016）「北京清代親王府建築空間形態研究」（北京建築大学修士論文）の
中で，北京の 40 余りの王府建築の形成，変化の歴史を整理し，王府分布の相関要素を分
析した。そして，王府のそれぞれの単体建築を研究し，建築様式に影響を与えた要素をま
とめた。最後に実地調査を通じて現存の王府の状況を把握，類型化し，それぞれが衰退す
る原因を探求した。王府に観光，料亭など新しい機能を与え，伝統文化として後世に伝え
るという意見を提出した。 
一方，歴史学の研究においては，曹宗儒が「清内府蔵京城全図年代考」（『文献特刊』1935）
                                                   
118 鄧奕，毛其智「北京旧城社区形態構成的量化分析―対『乾隆京城全図』的解読」，『城市規划』，
2004。 
119 李菁，王貴祥「清代北京城内的胡同与合院住宅―対「加模乾隆京城全図」中「六排三」与「八排
十」的研究」，『世界建築導報』，2006。 
120 「六排三」，「八排十」はともに『乾隆図』の 2つの地域を指す。 
121 李菁「『乾隆京城全図』中的合院建築和街坊系統研究（中文訳稿）」，『建築歴史与理論』10（首届
中国建築史学全国青年学者優秀学術論文標選獲奨論文集），2009。 
122 一正：正房 1つ，主体建築を指す。両付：付属建築 2つを指す。 
123 皇帝が臣下に宅，財産を与えること。 
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の中で，『乾隆図』の完成年代の考証をし，完成年代は乾隆 14－15 年（1749－1750 年）
とした。今西春秋は「『乾隆京城全図』解説」（興亜院華北連絡部政務局調査所出版 1940）
の中で，『乾隆図』の解説と索引を書き，完成年代と作者の考証もした。そして，寿皇殿
の竣工が乾隆 14年，完成年代が乾隆 15年であることを指摘した。李宝臣は「清代宗室王
公府制与『乾隆京城全図』記録的王公府第」（『北京古都風貌与時代気息検討会』2000）の
中で，北京における清代の王府制度と『乾隆図』に記載する王府について述べた。一覧表
で王府の『乾隆図』内の位置を示した。朱淑媛，劉若芳は「乾隆『京城全図』概述」（『中
国紫禁城学会論文集（第六輯）会議論文庫』2007）において『乾隆図』の中の北京城の外
観と特徴を述べ，『乾隆図』と「同光京城全図」を比較した。『乾隆図』の内容は詳しく，
地名もきれいに標記されており，科学性と可読性を認めた。 
考古学の研究では，楊菊が「『乾隆京城全図』電子地図的設計思路及技術応用」（『文物
春秋』2007）の中で，『乾隆図』のデジタル化に関する構想を提出し，作成方法を説明し
た。この文章で GIS技術を利用し，考古学，建築学，歴史地理学などの分野における都市
問題をより便利に研究できるような先端技術作業に関して初めて指摘した。 
京都大学地域研究総合情報センター（CIAS）の北本朝展，貴志俊彦，西村陽子らは『乾
隆京城全図』と空間画像史料を用いた「華北・北京歴史データベース」の構築という研究
課題（研究機関：2013年 4月-2015年 3月）に取り組んでいる。前者の『乾隆図』のデジ
タル化に関する成果はどこにも見当たらないが，後者のデジタル化利用は一般研究者に公
開されるようになっている。そのため，中国の地図をデジタル化する発想は良いが，一般
研究者に対する公開程度が少ないの原因で，図像を利用して出された研究成果も僅かしか
ないのが現状である。 
地図学に関する研究は，孫果清（2011）が『乾隆京城全図』（『地図』）の中で，『乾隆図』
を概説し，以下の総括している。寺院の数が多いこと。1750 年の北京城における道路の
様子を再現している地図であること。住宅を立面図と平面図で総合的に表現しているこ
と。当時の都市の地割と建築の様式を研究することが可能になったこと。『乾隆図』は 18
世紀中国がさくせいした地図の最高峰であること。 
民俗学の研究では，孔中華，鐘玲，陰劼が「清代中期北京内城旗人居住状況的考察と分
析－基于乾隆『京城全図』的研究」（『満族研究』2016）の中で，『乾隆図』に基づいて当
時の居住状況を分析している。『閑窓録夢』124を参考に，居住状況の記録を研究した。普
通の住宅は 35 万軒，合院住宅が 3.3万か所ある。大型合院住宅は満州族の上層の人が占
めているが，下層の人に与えられた居住環境は劣悪である。内城には超大型合院住宅が多
い。地図には乾隆初期の合院住宅の雑居現象が現れているが，後に人口の増加にしたがっ
て合院住宅の雑居は常態になった。合院住宅の増築と改築が常に行われ，合院住宅も不規
則な形になっている。 
以上のように『乾隆図』は北京における都市の歴史景観を復原，分析するための貴重な
研究資料であることが明らかになった。 
先行研究が参考にしている現代の北京地図は年代が古い。2008 年北京オリンピック大
会が挙行された後，大規模な都市建設が実行され，北京の市街地の道路網と住宅地の広が
りは大きく変化している。そのため，現在の北京と比較するならば最新の地図を資料とし
て用いる必要がある。また，筆者は 2009 年に出版された『北京古建築地図集』125を利用
することにした。この地図集には 2008 年時点で北京に残されている古建築の分布が示さ
                                                   
124 穆斎賢（満州族）1828年-1835年の間の日記である。満州族の言語で書かれている。 
125 胡介中・李路珂・李菁・王南『北京古建築地図集』（上）（縮尺 1：46200），清華大学出版社，
2009。 
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れている。この地図集の中には，古建築の分布図のみならず，それぞれの古建築の概況，
写真，所在地等も記載されている。この地図集に描かれている景観は現在とはあまり変わ
らない。これをベースマップにすることで，乾隆時代の北京の景観の分布状況を正確的に
復原することが可能となる。 
上述のように『乾隆図』と『北京古建築地図集』を利用することにより北京の古景観の
宗教建築の分布とその分布特徴に関する検討が可能になると考えられる。 
また，近年 GIS 技術の利用によりインターネットで古地図の情報を調べながら現地調
査と考古学などの研究が可能になった。しかし，GIS技術の発展は日中両国で発達してい
るが，一般研究者に対する公開度から言えば，日本の方が遥かに進んでいる。たとえば本
研究で用いた『乾隆図』のデジタル版は日本の国立情報学研究所の研究成果を利用してい
た。サイトで『乾隆図』の細部を拡大することができ，図像もきれいであり，さらに無料
ダウンロードすることも可能である。細部の街区，景観の分布，路地の寸法，宅地の分割
などのような多彩な研究ができるようになった。日本では北本朝展らのような研究者が有
意義な研究成果を数多く出している。 
一方，楊菊（2007）『「乾隆京城全図」電子地図的設計思路及技術応用』の中で言及され
ているように『乾隆図』のデジタル化の構想と計画があり，中国の研究施設では『乾隆図』
のデジタル化が行われたのかもしれない。しかし筆者のような一般研究者には見つけにく
く，利用しにくいのが現状である。これが原因で中国ではデジタル化された古地図を利用
して出された。研究成果が少ない。仮にあったとしても機密権限がある有力な大学，研究
所などに限られている。地図資料の非公開は学術の進歩を制限していると思われる。 
また，デジタル化された『乾隆図』を利用する際，以下の点に注意する必要がある。 
①ダウンロードした地図の縮尺がサイトに示された縮尺とは異なっている。通常，A4 の
用紙で細部の一部分を印刷すると実際の縮尺は１：3600である。 
②V－14の 11と V－14の 10の地図の順序が逆になっている。（図Ⅴ－2，3を参照）参照
物として V－14の 11の赤い丸を付けている法源寺は V－14の 10の報国寺の東の方向に
あるはずである。これによってこの 2枚の地図はデジタル化する際に入れ間違えたと考
えられる。 
③宣武， V－12，西⇒東 3枚目，地蔵廟の位置が未確定である。 
④宣武， V－12，西⇒東 4枚目，地図中には関帝廟が示されているが，統計のデータには
関帝廟がない ID4001。 
⑤西城， V－11，西⇒東 5枚目，天□庵は図中の位置が不明であるが，統計データにはあ
る（ID2741）。 
図Ⅴ－2 法源寺（丸赤線） 
東洋文庫所蔵『乾隆図』国立情報学研究所 
図Ⅴ－3 報国寺（丸赤線） 
東洋文庫所蔵『乾隆図』国立情報学研究所 
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⑥西城，V－10，西⇒東 2枚目，観音庵第 2ヶ所 ID2564の位置が不明である。 
⑦西城，V－10，西⇒東 4 枚目，大悲閣，土地廟の位置が不明であるが，統計データには
ある ID2524と ID2525。 
⑧西城，V－7，西⇒東 2枚目，城隍廟 ID1770図中の位置が不明であり，能仁寺 ID1773の
位置も不明である。 
⑨西城，V－6，西⇒東 2枚目，五聖庵 ID1275図中の位置が不明である。 
⑩西城，V－5，西⇒東 2枚目，関帝廟 ID953図中の位置が不明である。 
⑪東城，V－8，東⇒西 1枚目，関帝廟 2番の位置が不明であり，ID4001，データのミスが
ある。 
⑫東城，V－8，東⇒西 2枚目，十方院の位置が不明である。 
⑬東城，V－5，東⇒西 2枚目，黄姑院 ID766は地名，建築がない。 
位置不明の建造物は地図が経年により地図上で見にくいのかもしれないが，⑪の関帝廟
の総数の統計ミスはデジタル化する際に避けることができるものである。 
そのため，将来の『乾隆図』の総合的利用の可能性と方法に関する検討が重要な課題に
なると考えられる。 
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表Ⅴ－1 『乾隆図』に関する主要な先行研究 
研究分野 著者名 著作 刊行年 研究手法 研究内容，成果 
 
 
建 
築 
史 
楊乃済 「『乾隆京
城全図』考
略」 
1984 文献，地
図の考証 
①『乾隆図』の完成年代と作者の考証 
②測量開始：1745年 11月 8日 
③完成年月：1750年 5月 16日 
④総責任者：海望 
技術顧問：郎世寧 
技術指導：瀋源，唐岱 
地図作成：外部の絵図職人たち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
都 
市 
計 
画 
伊原弘 『 古 代 建
築研究所・
北 京 市 文
物 事 業 管
理 局 資 料
中 心 編 新
版『乾隆京
城全図』に
ついて（上
下）』 
1996 文献，地
図の考証 
①『加「モ」乾隆京城全図』を考証 
②『乾隆図』の真実性と信頼性を認める 
陣 内 秀
信，朱自
暄，高村
雅彦 
『 北 京 都
市 空 間 を
読む』 
1998 都 市 計
画，空間
配置 
② 『乾隆図』全体像と信頼性の説明 
②道，土地利用に言及 
③建築の場所の論理 
④街区，敷地，建築の概略 
鄧奕，布
野修司，
重村力 
「『乾隆京
城全図』に
み る 北 京
内 城 の 街
区 構 成 と
宅 地 分 割
に 関 す る
考察」，『日
本 建 築 学
会 計 画 系
論文集』第
536号 
2001 都 市 計
画，地割 
①基本街区の分割パターンを提出 
②基準宅地の分割パターンを提出 
③基本街区の分割パターンは 17種類 
④基本宅地の分割パターンは 10種類 
⑤宅地分割の基本単位は間。 
⑥『乾隆図』の宅地分割の規律を総括 
鄧奕，毛
其智 
「従『乾隆
京城全図』
看 北 京 城
街 区 構 成
与 尺 度 分
析」 
2003 空 間 配
置，地割 
①文献資料の比較と考証 
②北京都市計画史の総括 
③『乾隆図』と現在北京地図に比べると差
異はほとんどない 
④建築用地標準が 44歩×44歩 
⑤東西，南北向き，道路網が基本パターン，
南北街区最小 50 歩（77ｍ），100 歩，150
歩，200歩 
鄧奕，毛
其智 
「 北 京 旧
城 社 区 形
態 構 成 的
量 化 分
析―対『乾
隆 京 城 全
図 』 的 解
読」 
2004 寸法，計
量分析 
①北京旧市街地地図に対する研究と実地
調査により朝陽門のような旧市街地の変
化が大きい 
②『乾隆図』の朝陽門地区の道路と建物の
軒数と比較，胡同の変化を確認，路地の幅
を実測 
鄧奕，布
野修司，
重村力 
「『乾隆京
城 全 図 』
（1750）に
2004 都市計画 ①朝陽門の住宅の実地調査 
②朝陽門大型施設分布図を作成 
③朝陽門建築物の用途と建物階数分布図
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み る 居 住
単 位 に 関
する考察」 
を作成 
④内城寺院の分布図を作成 
李菁，王
貴祥 
「 清 代 北
京 城 内 的
胡 同 与 合
院 住 宅 ―
対「加模乾
隆 京 城 全
図」中「六
排 三 」 与
「八排十」
的研究」 
2006 住宅空間
配置，地
割 
①「六排三」と「八排十」の合院住宅は整
然としている 
②「六排三」と「八排十」の合院住宅は元
代から明，清時代への変化の特徴を持つ 
③他の地域の街区と合院住宅の様式の形
成は「六排三」と「八排十」にもとづく 
李菁 「『乾隆京
城全図』中
的 合 院 建
築 和 街 坊
系 統 研 究
（ 中 文 訳
稿）」 
2009 住宅，地
割の総合
関係 
①合院住宅と街坊相互の影響 
②合院住宅が先に存在する地域の街坊の
変化は合院住宅に影響を受ける 
③街坊が先に存在する地域の合院住宅の
改築は街坊の形に制限される 
王魯民，
宋鳴笛 
「 合 院 住
宅 在 北 京
的 使 用 与
流 布 － 従
乾隆『京城
全 図 』 説
起」 
2012 文献，地
図の考証 
①『乾隆図』の「一正両付」の使用状況の
調査 
②明代の標準的な合院住宅の使用範囲の
拡大 
③清代の「賜宅」と標準的な合院住宅の使
用 
④合院住宅の様式の変容と「平民化」 
陳可石，
姜雨奇 
「基于『乾
隆 京 城 全
図』的清北
京 内 城 水
井 時 空 演
変研究」 
2013 文献，地
図のデー
タ の 統
計，分析 
①乾隆時代の北京内城の井戸 337，光緒時
代 678，130年間 160消失，501増加 
②それぞれの地域の井戸の密度は不均衡 
③東城に井戸が増える要因は新開設の市
場と水売りの通い 
④資料の時代の限定性に要注意 
李春青，
邱凡 
「 清 代 北
京 内 城 親
王 府 空 間
分布研究」 
2016 文 献 調
査，実地
調査，デ
ー タ 統
計，分析 
①清初期に王府が明代の大型邸宅を利用，
21％ 
②明代の倉庫の利用，15％ 
③新しい王府の選択は 21％ 
④後期に元王府を改築し新王府を建設，
43％ 
邱凡 「 北 京 清
代 親 王 府
建 築 空 間
形態研究」 
2016 文 献 調
査，建築
様 式 分
析，実地
調査 
①王府の形成は王の任命制度により，規制
が厳しい 
②空間配置：（1）内から外へ，丸形態で構
成，（2）王府分布均衡，（3）大規模，多重
合院，（4）付属建築多数 
③多彩な建築様式，厳格な規制，施設完備 
④王府の衰退と保護利用：（1）寺院に変更，
（2）大使館に変更，（3）八国連軍に破壊，
（4）売却 
 
 
 
 
歴 
史 
曹宗儒 「 清 内 府
蔵 京 城 全
図年代考」 
1935 考証 ①『乾隆図』の完成年代の考証 
②完成年代：1749－1750年 
今西春秋 「『乾隆京
城全図』解
説」 
1940 考証 ①『乾隆図』の解説，完成年代と作者の考
証 
②寿皇殿の竣工は 1749年，『乾隆図』の完
成年代は 1750年 
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李宝臣 「 清 代 宗
室 王 公 府
制与『乾隆
京城全図』
記 録 的 王
公府第」 
2000 史料整理 ①北京における清代の王府制度と『乾隆
図』に記載する王府を表で表現 
②一覧表で王府の位置を『乾隆図』で明確
にする 
朱淑媛，
劉若芳 
「乾隆『京
城全図』概
述」 
2007 地図比較 ①『乾隆図』の中の北京城の全体像，特徴 
②『乾隆図』と『同光京城全図』の比較 
 
 
 
 
考 
古 
楊菊 「『乾隆京
城全図』電
子 地 図 的
設 計 思 路
及 技 術 応
用」 
2007 地図のデ
ジタル化 
①『乾隆図』のデジタル化への構想 
②作成方法の説明 
北本朝展，
貴志俊彦，
西村陽子 
『 乾 隆 京
城全図』と
空 間 画 像
史 料 を 用
い た 「 華
北・北京歴
史 デ ー タ
ベース」の
構築 
2013 －
2015 
地図のデ
ジタル化 
①『乾隆図』をデジタル化 
②歴史写真をデジタル化『乾隆図』に添付 
③地図中の建築項目を確認 
④後の『乾隆図』に対する研究をサポート
する意義が大きい 
地 
図 
孫果清 『 乾 隆 京
城全図』 
2011 地図特徴
の概説 
①寺院が多い 
②『乾隆図』は 1750 年の北京城を正確に
再現 
③住宅の表現は特別 
④『乾隆図』は 18 世紀中国の地図作成の
最高峰 
 
 
民 
俗 
孔中華，
鐘玲， 
陰劼 
「 清 代 中
期 北 京 内
城 旗 人 居
住 状 況 的
考 察 と 分
析 － 基 于
乾隆『京城
全図』的研
究」 
2016 史 料 調
査，分析 
①住宅 35万，合院住宅 3.3万 
②満州族の上層の住環境は余裕，下層は窮
屈 
③内城に超大型合院住宅が多い 
④乾隆初期に合院雑居現象が出現 
⑤後に合院雑居現象が常態化 
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Ⅵ．内城の宗教建築の分布 
 
 
 本章では『乾隆図』から筆者が作成したデータベースを使い，北京城の内城にある東城，
西城地域における宗教建築の分布と規則性を見出し，いくつかの知見を述べる。 
 分析の方法としては，筆者が東洋文庫のデジタル版『乾隆図』から作成したデータベース
をもとに東城と西城における宗教施設の分布と景観的特徴を分析し，景観の特徴，差異，関
連及び成因を明らかにする。 
 まず，『乾隆図』に記載されている宗教建築
126の位置，種類，面積などのデータを集計し，一覧表を作成した。次に『乾隆図』にある宗
教別の建築の分布図を現在の地図上に落として分布パターンを分析する。清代の北京城の
内城にある仏教の寺院，庵，民間信仰の廟，道教の観，天主教会の天主堂，儒教の廟，イス
ラム教の清真寺の分布特徴を捉えることを試みる。 
 
１．北京の現状と問題の所在  
 
中国が改革開放政策を実施してから 36年が経過した。この間，都市はきわめて急速に発
展した。首都北京は規模を年々拡大し続け，今や総人口 2000万人（2014）を超える大都市
となった127。一方，急速な発展に伴い，人口，交通，環境，都市計画などで多くの問題が発
生している。1950年代の北京改造計画では，市街地の拡大に伴って旧城壁，城門，甕城128，
牌楼129が取り壊された。清華大学の建築学者梁思成はこの伝統的景観の破壊に対して反対の
意見を提出したが，残念ながら当時の行政は梁の意見を採用せず，東南角楼（東便門）と明
代に築造された城壁の一部のみを残して，すべて撤去された。のちに永定門は復元されたが，
違和感のある建物となっている。1990年代から現在までに北京の胡同（フートン）130は徐々
に消失し，地名に反映されてきた歴史的建築物も消失している。 
歴史的建築物は都市の歴史と文化を反映する重要な要素である。幸い，このような思いを
持つ研究者は少なくない。北京大学の著名な歴史地理学者である侯仁之は，『北京歴史地図
集』131の編著にあたって，北京の歴史的建築物に関する多角的な情報を収集し，それらの概
観と現存状況を全面的に把握しようとした。清華大学の建築学者呉良庸は北京の「南鑼鼓巷
旧城区改造計画」（1999）の中で，南鑼鼓巷（図Ⅵ－7の V－3の 5エリアを参照）の本来の
街区を破壊せずに，歴史建築物の修復と居住環境の改善を実行する構想を示している132。こ
                                                   
126 本研究は宗教建築の種類を問わず「軒」を建造物の数え方として使用する。 
127 北京市統計局 2014年のデータによる。 
128 城門を守るために城壁で囲まれる小さな区域。 
129 街の両端に設置する柱で支えられた楼閣のような建造物である。街の名などを明記する。 
130 北京の旧市街地の不規則な街区，一説はモンゴル語の井戸を意味する。 
131 侯仁之『北京歴史地図集』，北京出版社，1988。 
132 呉良墉『北京旧城と菊児胡同』，中国建築工業出版社，1994。 
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れは今後の旧市街地の改造計画のモデルになると考えられる。 
中国の都市にみられる歴史的建築物の中で，宗教建築は重要な位置を占めている。また，
巨大な廟宇，伽藍建築は都市景観において大きな意味を持っている。大規模な宗教建築は国
家的祭祀と緊密に結びつき，小規模なものは庶民の生活空間の中で重要な位置を占めるも
のである。近年の急激な北京の都市開発によって宗教建築は消失してしまったが，現在でも
なおかなりの数の大小の宗教建築が残っている。そのため，宗教建築を中核とした景観の復
原研究は有意義なものと考えられる。 
以上のような問題意識から，本章では乾隆時代（1736-1800年）の西城，東城地域におけ
る宗教建築の分布と景観を研究対象とする。西城，東城地域は内城に位置し，明，清以来西
城地域はもっぱら官僚，貴族の集住地であり，国家のエリート階層の街区となっている。一
方，東城地域は大商人の集住地であり，経済の街区といってよい。いわゆる「西貴東富133」
と言われている。内城は紫禁城の所在地であり，祭祀関連の大規模な宗教施設が密集してお
り，北京においてはとりわけ重要な地域である。 
分析方法としては，当時の極めて精緻な地図である『乾隆図』から，宗教施設の分布を分
析し，景観の特徴，差異，関連および成因を明らかにする。次章では外城の宣武，崇文地域
を同様の手法で分析する。 
 
２．研究対象地域の概観  
 
北京は，遼，金，元，明，清 5つの時代の首都であった。明の嘉靖 32（1553）年に城南外
城の増築がはじまり，嘉靖 43（1564）年に完成した。この期間に内城と外城が分けられ，北
京城の原型が形成された134（図Ⅵ－1）。面積約 62㎢の内城には 9つの門，外城には 7つの
門がある135。当時北京城（内城と外城を合わせ）は 36 坊に分かれていた。このうち内城は
28坊，外城は 8坊で，いずれも，東，西，南，北，中の 5城に分けて管理された136。 
清代も北京を首都としたが，北京城の基本的構造は以前と基本的に変わらなかった137。清
代の初期に内城の坊を廃止し，満州族のみが居住することができる領域と定められ，八旗に
分けて管理された138。内城に住んでいた漢民族の官僚，商人，一般庶民などは外城へ移住し
た。明代の 8坊は東，西，南，北，中の五城に統合された。 
                                                   
133 西貴：西城は官僚，貴族が多く住む。東富：東城には大商人が多く住む。 
134 周家楣，繆荃孫『光緒順天府志』，1886（北京古籍出版社による排印本 1987 頁数はこれによる
「京師志一城池」，3頁。 
135 周家楣，繆荃孫『光緒順天府志』，上掲 134，3頁。 
136 侯仁之『北京歴史地図集』，北京出版社，1988。 
137 周家楣，繆荃孫『光緒順天府志』，上掲 134「京師志十三坊巷上」，333頁。 
138 周家楣，繆荃孫『光緒順天府志』，上掲 134「京師志－城池」，2頁。 
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1949年 1月 31日，北京が解放され，中華人民共和国の首都として行政区画も重大な改変
がなされた。1949 年 2 月，北京市の内城，外城の区画を 12 区にすることに決められた。
1950 年 5 月，北京市内，外区は 12区が 9 区に改められ，さらに 1952年 9 月 1 日には 7区
に改められている。1958 年，北京内城は東城区と西城区に，外城は崇文区と宣武区となっ
た。その後，北京の中心市街地が拡大し，この 4区の周辺にさらに 4区（朝陽区，豊台区，
石景山区，海淀区）が設けられた。2010 年 7 月 1 日，崇文区が東城区に合併され，宣武区
も西城区に合併され，北京の中心市街地は 2区のみで構成されることになった。現在，北京
は中心市街地が 2区（東城区，西城区），近郊が 4区（朝陽区，豊台区，石景山，海淀区），
郊外は 8つの区と県（門頭溝区，房山区，通州区，順義区，昌平区，大興区，懐柔区，平谷
区，密雲県，延慶県）からなっている。 
 
３．乾隆時代の北京 
 
 清初期から中期までは「内満外漢」139政策を実施している。乾隆時代は中期にあたり，内
城の「旗人文化」140と外城の「宣南文化141」の全盛期であった。 
                                                   
139 内満：内城は満州族。外城：漢民族。 
140 旗人は満州族を指す。 
141 当時漢民族は内城へ入ることはできても，泊まることはできなかった。漢民族は外城に集まり，商
図Ⅵ－1 清代北京城の範囲 
『北京古建築地図集』2009，に基づいて筆者加筆 
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（１）北京の宗教環境  
乾隆時代の北京城には，大乗仏教，チベ
ット仏教，道教，イスラム教，民間宗教な
ど様々な宗教施設が存在していた。それぞ
れの外観，規模にはかなりの差異があった。 
清代はチベット仏教を信奉したが，仏教
に対しても熱心に崇敬して保護措置をとっ
てきた。僧侶と寺院を管理するために，明
代と同じように京城に僧録司を設置し，左
善世，右善世，闡教，講経，覚義の 5 官職
が全国の仏教事務をおこなっていた142。こ
の時代，出家する僧侶道士の人数と寺院，
宮観の建設に対しては厳しく規制されてい
た。宗教建築を新築することは禁止され，
出家した人は国家から直接に度牒（身分証明書）を渡され管理されていた。違反者は厳しく
罰せられ，寺院と観宮の建設材料も没収された143。 
 清代の支配階層はチベット仏教を信仰していた。チベット仏教の制度も極めて厳密に規
定されていた。表Ⅵ－1144は当時の北京における各チベット仏教寺院のラマの職名と定員数
である。 
 この表Ⅵ－1 から 1 つのチベット仏教寺院の管理職の定員は 134 名であることがわかる。
管理職を担当するラマにおいては該当チベット仏教寺院以外の人員として，雍和宮から 11
名，嵩祝寺，弘仁寺から各 4名，東黄寺から 3名，慈佑寺から 2名，あとは他の 16のチベ
ット仏教寺院から各 1名を選んでいる。つまり，1つのチベット仏教寺院の管理層のおよそ
3 分の 1 は別のチベット仏教寺院から来ていた。その中で雍和宮からのラマが最も多かっ
た。雍和宮は雍正帝が皇位を継承する以前の邸宅で，雍正帝擁立後チベット仏教の寺院に変
更された。当時北京のチベット仏教の中枢機能を果たし，勢力がいちばん大きなチベット仏
教寺院であり，北京で最も規模が大きかった。 
 清代は道教に対しても崇敬していた。道教への管理と官制は，仏教と同じように，明代の
制度を継承していた。北京に道録司を設け，全国の道教事務を管理させ，左正，右正，左演
                                                   
業が栄え，前門一帯が賑やかになった。宣南文化は庶民の商業文化を指す。 
142 蘇良桂編『北京市志稿 宗教志 8』，北京燕山出版社，1998，27頁。 
143 北京市地方志編集委員会『北京市志稿 宗教志 8』，北京燕山出版社，1998，27頁。 
「凡僧不給度牒，私自簪薙者，杖八十。⋯⋯⋯至于寺観庵院⋯⋯⋯不許私自創建増置，違者杖一百，僧道還
俗，発辺遠従軍。尼僧女冠入官為奴，地基材料入官。（訓読）凡そ僧の度牒を給せず，私に自ら簪薙
せる者は，杖八十。⋯⋯⋯寺観庵院に至りては⋯⋯⋯私に自ら創建増置する許さず。違う者は杖百，僧道は
還俗するものは，辺遠に発して軍に従わしむ。尼僧の女冠するものは官に入れ奴と為す。地基材料は
官に入る。」 
144 呉廷變，蘇良桂編『北京市志稿 宗教志 8』，北京市修誌処，1938，183頁。 
表Ⅵ－1 北京チベット仏教のラマの職名と定員数 
職名 定員数 
掌印扎薩克達ラマ 1 
副掌印扎薩克達ラマ 1 
扎薩克達ラマ 4 
達ラマ 14 
副達ラマ 3 
畫仏達ラマ 1 
額設蘇拉ラマ 10 
教習蘇拉ラマ 6 
額外教習蘇拉ラマ 4 
倉蘇拉ラマ 9 
公缺徳木齋 31 
格斯貴 50 
合 計 134 
注：ラマを使用するのは文献に基づく 
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法，右演法，左至霊，右至霊，左玄義，右玄義という計 8官職に各 1 名を配置した145。『北
京市志稿』（宗教志）によると，道教は仏教と同じように厳しい出家制度をもち，精進する
道士は朝廷から「真人」の称号を与えられ，乾隆時代になると官職まで授けられた146。北京
の道教施設には宮観のほかに廟がある。たとえば，花市大街 32号の火神廟は神木廠悟元観
下院という。規模の大きな本院の下にはたくさんの別院が付属する。道教は中国在来の信仰
なので，その別院は分布範囲が広く，地元の庶民の生活に最も密着している。本章では，こ
のような別院を民間廟祠の中に分類している。 
 清代はイスラム教を宮廷として崇敬したわけではないが，他の宗教や信仰と平等な地位
を与えた。康熙，雍正時代（1661-1735）には北京にあるイスラム教いわゆる回教と回民に
対する非難の声が大きかった。回教は異教であり，回民は乱暴な民衆で，朝廷や法律に逆ら
い，厳しく罰せられるべきであるという差別的言論が続々現れた(147)。しかし，康熙，雍正
時代には皇帝が回教を保護し，回民と他の民族は融和すべきと勅命を下した(148)。歴史が最
も古い清真寺（イスラム教寺院）は牛街清真寺で，創設は北宋の太宗時代（939～997）であ
る。明代にもいくつかの清真寺が城内に建てられ，清代は北京城外にも多数造営されたが，
北京城内では清真寺の増加はなかった。他の宗教施設と比較すれば，清真寺の数はわずかで
ある。 
 清代には民間宗教も繁栄した。北京には仏教，チベット仏教，道教，イスラム教があるた
め，民衆は各宗教の教義と信仰の儀式を吸収し，崇拝する人物を神格化することで様々な民
間信仰が誕生した。たとえば，信義を代表する人物である関羽は民衆に崇拝され，商人は関
羽を守護神と見なすようになった。さらに，薪を貯える倉庫の近くには必ず火を操る火神を
祀った。そのため火神廟の集中地域はかつて薪の倉庫があった場所と推測できる。ただ，民
間廟祠は民衆の要望に応じて自発的に建造されたものが多く，規模，敷地面積ともに大きく
はない。 
 
 
 
 
 
                                                   
145 呉廷變，蘇良桂編『北京市志稿 宗教志 8』，北京市修誌処，1938，275頁。 
146 『北京市志稿 宗教志 8』， 北京市地方志編集委員会，（1998北京燕山出版社）275頁「凡持修精進
者，賜以真人之号。⋯⋯⋯⋯乾隆十二年議定，秩視太医院院使，為正五品，令其世襲。（訓読）凡そ持修
精進する者は，賜うに真人の号を以てす。⋯⋯⋯⋯乾隆十二年議定す，秩は太医院の院使に視えて，正五
品と為し，其れ世襲せしむ。」 
147『北京市志稿 宗教志 8』， 北京市地方志編集委員会 306頁（1998北京燕山出版社）306頁「回民自
為一教。異言異服，其強悍刁頑，肆為不法。請厳加懲治約束。（訓読）回民は自ら一教為り。異言異
服，其れ強悍刁頑にして，肆いままに不法を為す。請うらくは厳しく懲治約束を加えよ。」 
148 呉廷變，蘇良桂『北京市志稿 宗教志』八，307頁（1938北京市修誌処）307頁「朕念万物一体之
義，豈忍視回民於衆民之外？（訓読）朕は万物一体の義を念じ，豈に回民を衆民の外に於いて視るに
忍ばんや。」 
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（２）乾隆時代の北京の宗教建築の分類  
当時の北京には大乗仏教，チベット仏教，
道教，イスラム教，儒教，民間宗教があった。
宗教建築は合院式，合院式＋八角楼，塔の三
種類に分かれる149。『乾隆図』をみれば，北京
の都市プランは東西南北の正方位の長方形
で，中心となる建築は合院式である。多くの
寺庵，宮観，廟祠も合院式で建設された。 
儒教建築の天壇，社稷壇は合院式で敷地が
広く，建築規模が大きいのが特徴である。一
方，民間宗教建築は敷地が狭く，建築規模も小さい。また，イスラム教の清真寺は北京の都
市計画に応じて，イスラム風の建築ではなく中国の合院式に変更された。その特徴は八角楼
（別称「望月楼」）である（写真Ⅵ－1）。この塔があればその建築はイスラム教に属するも
のと判断できる。 
最後に，漢字を見れば宗教建築の分類ができる。たとえば，寺，庵は仏教，観は道教，壇，
祠は儒教，清真寺はイスラム教の建築である。宮はほとんどの場合，道教だが，雍和宮のよ
うなチベット仏教の場合もある。廟はほとんどが民間宗教だが，孔子廟，歴代帝王廟のよう
な儒教の場合もある。 
 
４．西城地域の宗教建築の分布 
 
 本節では西城の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況を図，表で説明する。そし
て，分布状況の形成を促した理由の分析を試みる。 
 
（１）西城地域の位置づけ 
 西城地域は，図Ⅵ－1 のように，内城の西部地域に位置している。「西城」という名称は
内城の西部を指しているため，1949 年中華人民共和国が成立した後，この地域を西城区と
称するようになった。乾隆時代は清の国力が最高潮に達した時期であるが，北京は首都とし
て文化，経済のトップに位置する都市であった。西城には数多くの王府，官僚の大型邸宅が
建てられ，当時のエリート階層が密集していた。エリート階層向けの大型宗教建築は道路の
中に散在している。前章で述べたように清代初期から中期までの西城の住民は満州族であ
った。図Ⅵ－2が示しているように，西城にある宗教建築の中にサマン教の建築はなかった。
そもそもサマン教は遊牧をしていた時期の満州族の信仰であり，元々，祭祀専用的の建築は
なかった。しかし，建築がないとは言え，サマン教の信者であった満州族が，居住地域に祭
祀の場所すら建設していないのは不思議である。祭祀の跡が１つも発見されなかったため，
                                                   
149 布野修司『元大都市：中国都市の空間理念と空間構造』，京都大学学術出版会，2015。 
写真Ⅵ－1 花市清真寺の八角楼 
（筆者撮影 2014年 2月 18日） 
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乾隆中期の北京西城に定住している満州族は在来のサマン信仰を捨て，大乗仏教，道教を信
仰するようになったと推測されている。 
 
（２）当時の西城における宗教建築の分布状況 
 『乾隆図』と『北京古建築地図集』を利用し，清代乾隆中期における北京内城の西城地域
にある宗教建築の分布図を作成図した（図Ⅵ－2）。西城地域は西から東へ 5等分，南北は 11
等分され，都合 55エリアに分けられている。次に，各種宗教建築についてエリアごとに述
べる。 
 A．寺院 
各エリアにある寺（■）の数は図Ⅵ－3 に丸囲み番号で表している。仏教の寺（■）は西
城地域の北部に分布している。特に新街口大街から西什庫大街（V－4 の 3），西海の南沿岸
（V－2 の 3），後海の北沿岸（V－1 の 4，V－1 の 5，V－2 の 5），徳勝門内大街（V－3 の
4，V－4 の 4）一帯に密集している。西城の中部地域（V－6 の 2，V－6 の 3，V－5 の 4）
には大型寺院が建てられている。また，西城の東南部にある府右街（V－7 の 5，V－8 の 5，
V－9 の 5）と太平橋南大街から西単まで（V－9 の 3，V－9 の 4）のエリアに中型寺院が並
んでおり，南部城壁沿いには，小型寺院が散在している。 
 分布状況を見ると寺院は 55 エリア中 35 エリアに出現している。その占有率は 63％で半
分以上の地域をカバーしている。ただし寺院のほとんどは北部に位置しており，特に西什庫
大街（V－4の 3），徳勝門大街（V－3の 4），新街口（V－3の 3）に寺院が多い。表Ⅵ－2が
図Ⅵ－2 西城地域の宗教建築の分布 
『北京古建築地図集』（2009）の地図上に『乾隆図』の宗教建築を記入 
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示しているように V－2，V－3，V－4は寺数がそれぞれ 15，14，16か所，総面積は V－4が
67,472 ㎡と，V－2 の 41859.87 ㎡や V－3 の 35437.68 ㎡を遥かに超えている。乾隆時代の
この地域は広大な面積に大きな仏教の寺院が建てられていることから，西城地域の寺院の
本拠地であったと考えられる。 
東北の後海（V－1の 4，5，V－2の 5，V－3の 5）の北沿岸に沿ってたくさんの中型寺院
が建てられている。この地は紫禁城の北部にあり，後海（モンゴル人は湖を海と称し，「後
海」も元代から伝わってきた名称である）に隣接している。北京のような水不足の都市にと
って，湖の周辺は自然環境の最も良い場所である。さらに，この地の東には北京の中軸線に
位置する鐘楼，鼓楼がある。付近は乾隆時代以前からある賑やかな市場である。店舗，露天
商が密集し，客も集まり，寺院に通う人も多い。そのため，こちらの寺院は後海の鼓楼大街
沿いに並んでいる。中国においては寺院，廟宇といえば常に商売，市場と関連しているよう
になる。なぜなら，かつての人々は他人との繋がりが非常に弱く，商業，祭祀に関する集会
をきっかけに他人と交流するからである。そのため，中国においては祭祀活動と売買交換の
機能を複合する市場を「廟会」と呼べる。毎年，大晦日や，旧正月の頃，この地域は更に賑
やかになる。これは日本の夏祭りの花火大会の際に，京都の八坂神社の入り口のテントで商
売をする風景とよく似ている。 
府右街（V－7の 5，V－8の 5，V－9の 5）に沿って 5つの寺院が分布している。数は決し
て多くないが，面積は中型ぐらいの規模に達している。この街は紫禁城の西城壁に沿ってお
り，治安条件が最も厳重な地域である。ここに寺院が建てられ，更に面積が中型に達してい
るのは不思議に思われる。その理由はここが皇室，官僚，貴族，あるいは紫禁城内部の使用
人専用の寺院だということである。府右街は中，南海と紫禁城の西城壁に挟まれた道路沿い
にあり，決して賑やかな商業の街ではない。しかし，安全は確保できる。西は湖に面し，静
寂，優美な環境である。更に寺院はぼろぼろで見苦しい小型のものではなく，紫禁城内の身
分の高い人物にふさわしい壮大な宗教施設である。遠方へ行けない紫禁城の使用人に対す
図Ⅵ－3 西城地域の寺の分布状況 
（筆者作図） 
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る宗教信仰の需要を満たしていた。 
 分布密度を見れば，V－4 の 3 が最も密度の高い地域である。2 番目は V－3 の 4，3 番目
が V－2の 5と V－2の 3である。これらの地域はすべて西直門大街（V－4）の北側にある。
また，徳勝門大街（V－2の 3，V－3の 3，V－4の 3）に沿って多くの寺院が建っている。表
Ⅵ－2に示しているように V－4の寺院数は 47である。図Ⅵ－1を参照すると特に西直門大
街，地安門大街と徳勝門大街の交差点の北側（V－4の 3，V－3の 3）が寺院の数，面積，分
布密度の 3つの数値ともに最も高い。 
なぜこの地域にこれほどの寺院が建設されたかに関しては地名を見れば一目瞭然である。
徳勝門内大街との間を繋いでいる徳勝門のもともとの名は「得勝門」であった。出兵する際
にこの門から出ることで戦に絶対に勝つことを意味している。そのため，戦場へ行く道路の
両側には多くの寺院が建てられ，民衆が兵士の健闘と勝利を祈ることは不思議ではないと
考えられる。また，東城地域の北部にある安定門は勝利の凱旋を迎える意味を持つ門である。
徳勝門と同様，繋がっている道路の両側に寺院が密集していたと推測される。これは後文の
東城地域の地図上での分布状況を分析する際に判断できると考えている。 
図Ⅵ－3を参照すると地域の寺院密度は以下の計算によってその状況を把握できる。 
東北部の範囲 4エリア，寺院総数 13軒，寺院密度 13/4＝3.25軒/エリア 
西北部の範囲 1エリア，寺院総数 3軒，寺院密度 3/1＝3軒/エリア 
北中部の範囲 3エリア，寺院総数 10軒，寺院密度 10/3＝3.33軒/エリア 
東北部（V－3の 4，V－4の 4）の範囲 2エリア，寺院総数 9軒，寺院密度 9/2＝4.5
軒/エリア 
西部の範囲 6エリア，寺院総数 17軒，寺院密度 17/6＝2.83軒/エリア 
中部の範囲 12エリア，寺院総数 20軒，寺院密度 20/12＝1.67軒/エリア 
東部の範囲 3エリア，寺院総数 5軒，寺院密度 5/3＝1.67軒/エリア 
中部（V－9の 3）の範囲 2エリア，寺院総数 4軒，寺院密度 4/2＝2軒/エリア 
西南部の範囲 3エリア，寺院総数 5軒，寺院密度 5/3＝1.67軒/エリア 
上記の計算から東北部（V－3 の 4，V－4 の 4）の寺院密度が最も高い。次は北中部であ
り，その後は東北部に西北部，西部，中部（V－9の 3）の順になり，最後は中部，東部，西
南部である。寺院密度の計算によって西城地域における寺院の分布の特徴は阜成門内大街
の北側に密集していること，中部，南部の市街地は分布が疎らである。 
B．庵 
仏教の庵（◆）の数は図Ⅵ－4に丸囲み番号で表している。庵（◆）は西城の北部と南部
に分布しており，城壁沿いに分布しているのが特徴である。特に北部の後海沿岸（V－1 の
4，V－1 の 5，V－2 の 5），北西の城壁沿い（V－2 の 1，V－3 の 1，V－4 の 1，V－5 の 1），
西南の城壁沿い（V－8 の 1，V－9 の 1，V－10 の 1，V－10 の 2，V－11 の 1，V－11 の 2），
南城壁沿い（V－11の 3，4，5，V－10の 3）に密集している。そして，中間部に小型の庵が
散在している。 
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庵の分布状況を見れば 55 エリア中 43 エリアを占めており，占有率は 78％と 4 分の 3 以
上の地域をカバーしている。東北部の後海沿岸，鼓楼大街に沿って建てられている庵は前述
のように商業活動との関連が深いと考えられる。西城壁，南城壁に沿って分布している庵は，
表Ⅵ－2に示しているように，寺院に比べて数が多いが，平均面積は遥かに小さい。しかし，
図Ⅵ－4 を参照して庵を比較すると城壁沿いの庵は市街地中心にある庵より面積が大きい
ことがわかる。特に寺院と異なり，庵は市街地の小路（胡同）沿いに建設されている。分布
状況と面積 2 つの側面から見ると庵は寺院と同じ仏教に所属していても，政府からの財政
上の支援と政治的な支持は寺院より少ないことがわかる。その理由として，中国の庵は香客
（客人）の接待に関して男女関係なく行っているが，本来の出家した女性のみを受けいれる
宗教施設である。つまり，庵に住むのは男性の僧侶ではなく，すべて尼である。清代の社会
においては男女の社会的地位には天と地の差があった。教育を受けるのは男性のみの権利
であり，女性は結婚相手を選ぶ権利もないし，離婚する権利すらない。衆生平等を主張する
仏教に憧れている女性は出家した庵で女性同士平等の地位を手に入れたが，世の中の庵に
対するイメージは全く変わらなかった。女性の宗教組織である庵は世俗と仏教に所属する
他組織（寺院）から二重の差別を受けていた。これによって宗教は男尊女卑という世俗の偏
見にも影響を及ぼした。 
特に注目すべきところは前述した府右街（V－7 の 5，V－8 の 5，V－9 の 5）（図Ⅵ－4 を
参照）に建っている 2 か所の庵である。この 2 か所の存在は前述の府右街の宗教建築が紫
禁城と関係深い人物（女性）に属するものであるという推測に対して更なる有力な証拠にな
ると考えられる。 
分布密度を見れば庵は全体的に疎らに分布している。しかし，西海から鼓楼西大街（V－
1 の 3，4，5）の市街地の境，西直門の城門付近（V－3 の 1），西直門南小街沿線（V－3 の
1，V－4の 1，V－5の 1），金融街（V－8，9）沿線が西城壁と接近している一帯，復興門と
西便門（V－10の 1，2，V－11の 1，V－11の 2）に接近すると庵の分布密度が高くなる。前
述のように男尊女卑が原因で賑やかな中心市街地はほとんど寺院に占拠されている。その
図Ⅵ－4 西城地域の庵の分布状況 
（筆者作図） 
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ため庵はやむなく都市の周辺部に立地した。しかし，国家からの財政的援助が僅かであるた
め，庵と尼の日常生活を維持するためには，より多くの香客が必要である。香客を求めるた
めには通る人が多い城門付近に庵を建設するのが最も良い選択肢である。市街地の辺境は
地価が安く，建設費用も節約できる。これが市街地の辺境へ行くほど庵の分布密度が高くな
る理由と考えられる。また，市街地中心の西什庫（V－6の 4）で 6か所，武定侯街（V－7の
2）で 7か所と庵が高密度で分布している。清代の V－6の 4地域には 10か所の倉庫が集ま
っていたため，この地域は西什（十）庫と呼ばれている。乾隆時代に倉庫が集まっていた西
什庫は中心市街地に位置しているが，地価はさほど高くなかった。武定侯街，豊盛胡同（V
－7の 2）一帯の地割は錯綜していたため，居住環境は他の整然としている敷地とは異なり，
比較的小さく，地価，家賃が付近の地域より低くなっていたと考えられる。そのため，この
2つの中心市街地に位置する庵は高密度で密集しているが，面積は小さいのである。西城地
域において庵の高密度な分布状況を促したのは地価と建設費用の高さであると考えられる。 
図Ⅵ－4を参照すると地域の庵密度は以下の計算によってその状況を把握できる。 
東北部の範囲 6エリア，庵総数 21軒，庵密度 21/6＝3.5軒/エリア 
西北部の範囲 4エリア，庵総数 13軒，庵密度 13/4＝3.25軒/エリア 
西南部（V－8の 1，V－9の 1）の範囲 2エリア，庵総数 8 軒，庵密度 8/2＝4 軒/エ
リア 
西南部の範囲 6エリア，庵総数 22軒，庵密度 22/6＝3.67軒/エリア 
東南部の範囲 3エリア，庵総数 11軒，庵密度 11/3＝3.67軒/エリア 
西部の範囲 3エリア，庵総数 12軒，庵密度 12/3＝4軒/エリア 
中部（V－4 の 2，V－4 の 3）の範囲 3 エリア，庵総数 9 軒，庵密度 9/3＝3 軒/エリ
ア 
中部（V－3の 4，V－4の 4）の範囲 3エリア，庵総数 5軒，庵密度 5/3＝1.67軒/エ
リア 
中部の範囲 10エリア，庵総数 31軒，庵密度 31/10＝3.1軒/エリア 
上記の計算から西部，西南部（V－8の 1，V－9の 1）の庵密度が最も高いことがわかる。
その次は西南部と東南部であり，その後は東北部，西北部，中部の順である。庵密度の計算
によって西城地域の庵城壁沿いに密集しており，中部の市街地は疎らに分布しているのが
特徴である。 
 C．廟 
民間信仰の廟（▲）の数は図Ⅵ－5に丸囲み番号で表している。廟（▲）は基本的に西城
の全地域に分布している。密度の状況から見れば，西から東へ 3つの密集地域がある。1つ
目は西部の市街地の中上部の西直門南小街（V－4の 1）から南に向かい西南部の閙市口大街
（V－11の 2）まで分布し，南城壁につくと城壁沿いに東へ曲がり，最後に，東部の天安門
（V－10の 5）に至る。2つ目は西城の北部の新街口大街と徳勝門大街（V－2の 3，4）から
南に向かい，最初は西の趙登禹路（V－4の 2）へ，そして，東の前海（V－4の 5）へと曲が
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り，その後，西四（V－6の 3）へ曲がり，最後に，太平橋大街（V－8の 4）を経て，西単（V
－9の 4）まで分布している。3つ目は西城の東部の府右街（V－7の 5，V－8の 5，V－9の
5）に分布している。 
 分布状況を見れば廟は 55 エリア中 43 エリアを占めている。占有率は 78％と 3/4 以上の
地域をカバーしている。唯一の大型廟が金融街（V－9の 1）に位置している。中型廟，小型
廟は宅地に散在している。図Ⅵ－5のいちばん右の分布状況を参照すれば，不思議な現象が
みられる。偶然かもしれないが，西部，中部の廟の分布は龍に見える。一説では，西城地域
に 3匹の龍が隠れていると言われている。図Ⅵ－5を参照すると西部の龍頭が南向きで顔が
東に向いている。口は復興門大街（V－10の 2）に位置している。尻尾は西直門南小街（V－
4の 1）まで伸びている。東部の北海，中海，南海は一匹の龍を象徴している。中部の廟の
分布は最も龍に似た形をしている。龍頭は北向きで顔が西に向いている。口は趙登禹路（V
－4の 2）に位置している。尻尾は天安門（V－10の 5）まで伸びている。西部と中部の 2匹
の龍は互いに顔を相手の尻尾に向けている。これは中国における「蟠龍」とも言え，天地，
陰陽を象徴している。西城地域に隠れている 3 匹の龍はただの風水説に過ぎなかったが，
『乾隆図』の記載によって復原した廟の分布が本当に龍の形に並んでいるのは不思議であ
る。しかも，前述の後海の北沿岸（V－1の 4，V－1の 5，V－2の 5）にある賑やかな鼓楼大
街あたりは民間宗教の廟が一つも分布していなかった。 
廟は後海の西側の宅地に密集し，中部の龍頭の一部を構成している。賑やかな街にはなく，
静かな胡同に分布するのは一般的ではない。やはり廟を建設する際に計画され，意図的にと
龍の形に並んでいる可能性が高いと思われる。意図的なのか，偶然なのか，文献，史料の記
載はまだ見つからないが，都市伝説として後世に伝わっているのも北京城に神秘的な意味
を持たせ，人々を都市の歴史と文化に興味を持たせるようになる効果があると考えられる。 
一方，東部の府右街（V－7の 5，V－8の 5，V－9の 5）に分布している中型の廟は前述の
中型の寺，庵と同じような役割を果たしている。紫禁城との関係が深い人物のための専用の
図Ⅵ－5 西城地域の廟の分布状況 
（筆者作図） 
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信仰施設であり，さらに廟は府右街の北へと分布している。廟の数は寺，庵よりも多い。一
般庶民向きの廟は紫禁城にたくさんいる使用人たちのため，ここに建設されたと考えられ
る。 
分布密度を見れば阜成門内大街（V－6の 2），天安門，前門（V－10の 5）エリアが最も密
度の高い地域である。その理由として，城門の付近に位置していることがあげられる。城門
は交通の要衝であり，その付近は人通りも多い。前述の庵と同様，香客を求めるために城門
に集まっていると考えられる。特に阜成門は北京の西郊外から北京城内に石炭を輸送する
要衝である。冬の繁忙期になると阜成門付近の人口流動は天安門，前門（V－10の 5）エリ
アよりも多くなる。そのため，阜成門内大街（V－6の 2）エリアの方が廟の分布密度が高い
と考えられる。そして，西単，宣武門（V－10の 4，V－11の 4）は市場と外城への城門なの
で，民間信仰の廟の分布密度が高い。西什庫大街（V－6の 4）は前述のように地価が低く，
敷地の地割が錯綜しているため，庵と同様，小型廟が密集している。また，徳勝門内大街（V
－3の 4，V－4の 4）後ろの宅地の中にも前述のように戦争の勝利と兵士の無事帰還を祈念
する廟が多く分布している。 
図Ⅵ－5 を参照すると，地域の廟密度は以下の計算によってその分布状況を把握できる。 
西部の範囲 17エリア，廟総数 50軒，廟密度 50/17＝2.94軒/エリア 
中部の範囲 19エリア，廟総数 50軒，廟密度 50/19＝2.63軒/エリア 
東部の範囲 5エリア，廟総数 7軒，廟密度 7/5＝1.4軒/エリア 
西部の廟密度が最も高く，東部が最も低い。上述の廟密度の計算によって西城地域におけ
る廟の分布は西から東へ徐々に密度が低くなるのが特徴である。 
D．観 
道教建築の観（●），儒教建築の廟宇（☆），天主堂（✝）の分布状況をまとめて説明する。 
道教の観（●），儒教の廟（☆），天主堂（✝）の分布は図Ⅵ－6に表している。西城地域
にある観は鼓楼大街（V－1の 5）に 1軒，北草場胡同（V－2の 2）に 1軒，平安里大街，地
安門西大街（V－5の 1，2）に 2軒，新街口大街（V－4の 3）に 1軒，武定侯街（V－7の 2）
に 3 軒，太平橋北大街（V－8 の 3）に 1 軒，宣武門（V－11 の 4）に 1 軒が散在している。
儒教の廟は，阜成門内大街（V－6の 2）に 1軒のみである。天主堂は西什庫（V－7の 4）に
1軒，閙市口大街（V－11の 3）に 1軒が位置している。 
分布状況を見れば道教の観は 55エリア中 8エリアを占めている。占有率は 14.5％で 6分
の 1未満の地域をカバーしている。儒教は 55エリア中 2エリアを占め，占有率は 3.6%であ
る。 
天主堂も 55エリア中 2エリアを占め，占有率は 3.6%である。寺，庵，廟と異なり，数は
少ないが，面積は大きい。表Ⅵ－2 が示しているように観の総面積は 10 軒で 45359.25 ㎡，
平均面積は 4,536 ㎡に達している。儒教の廟は 2 軒で 23,744 ㎡，平均面積は 11,872 ㎡で
ある。天主堂は 2軒で 10，024㎡，平均面積は 5,012㎡である。儒教の廟は平均面積が最も
広く，次いで天主堂，最後に観である。観は数において最も多いが，平均面積は最も狭い。
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観は西北と東北に各 1軒，南に 1軒，残りが中部に散在している。東北の観は前述の寺，庵
と同じ理由で鼓楼大街（V－1 の 5）に位置している。南の観は賑やかな宣武門の付近にあ
る。中部の観は宅地の中に分布しているが，特に位置する理由はないと考えている。 
儒教の廟は乾隆時代，古代の皇帝を祭る歴代帝王廟であった。皇帝は古代の賢明な帝王を
尊敬していることを天下に示すためにここで祭祀活動を行った。そのために儒教の「崇古」
思想によって建設された宗教建築である。 
皇帝専用の宗教建築はもちろん一般庶民と
異なり，最も広い面積となっている中部の天
主堂が西什庫大街（V－6の 4）に位置している
理由は，広い教会用地を求めたため低地価の
地域でないと難しかったという理由以外に，
朝廷によるキリスト教の重視という点も挙げ
られる。明代から清代にかけて朝廷に仕える
西洋人が続々と現れており，彼らに対する恩
賞として天主堂の建設を認めていたのであ
る。また，天主堂の面積は歴代帝王廟より少し
狭いが，広さでは 2位を占めている。さらに紫
禁城の西側に天主堂を建設するのは朝廷のが
西洋人に対する重視を示している。南の天主
堂は宣武門の付近に位置しているがそれは前
述の寺，庵，廟と同じように参拝客と信者の増
加を狙ったものである。しかし，同じ城門であ
る西直門，阜成門の付近には天主堂がなかった。その理由は，市街地の西直門と阜成門を出
ると北京城外の辺境地が広がっており，賑やかな街がないため往来の人も少なくなるから
である。一方，宣武門から南へ行くと内城よりもっと賑やかな外城の商業街があり，往来の
商人，参拝客で溢れている。布教を使命とするキリスト教会にとって天主堂を建設する絶好
の場所であったと考えられる。 
分布密度を見れば市街地中心エリアに大型廟（儒教），大型天主堂と中型観が集まってい
る。大型観と中型天主堂は南部と北部に分布している。寺，庵，廟に比べて，観，廟（儒教），
天主堂は高密度の分布ではなかった。仏教，民間信仰に比べて道教，儒教，キリスト教は劣
勢であった。西城地域の住民は仏教，民間信仰の信者が多かったと考えられる。 
 
５．東城地域の宗教建築の分布 
 
 本節では西城の分析と同じ手法で，東城の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況
を図と表で説明する。そして，分布状況の形成を促した理由について考察する。 
図Ⅵ－6 西城の観，廟（儒教），天主堂の分布 
（筆者作図） 
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（１）東城地域の位置づけ 
 東城地域は，図Ⅵ－1 のように，内城の東半分に位置している。「東城」という名称は内
城の東部を指しているため，1949 年中華人民共和国が成立した後，この地域を東城区と称
するようになった。前述のように乾隆時代の北京城は政治，経済の中心であった。東城には
王府はもちろん，大型邸宅が建てられた。乾隆中後期になると，東城の大型邸宅の持ち主は
大商人になった。西城と同じようにエリート階層が居住している地域である。大型の宗教建
築は各エリアに散在している。図Ⅵ－7が示しているように東城にもサマン教の建築はなか
った。祭祀の跡が 1つも発見されていないため，乾隆時代の北京東城に定住している満州族
はサマン信仰を捨て，大乗仏教，道教，イスラム教を信仰するようになったと推測されてい
る。 
 
（２）当時の東城の宗教建築の分布状況 
 前述のように『乾隆図』と『北京古建築地図集』を利用し，清代乾隆中期における北京内
城の東城地域にある宗教建築の分布図（図Ⅵ－7）を作成した。東城地域を西から東へ 6等
分し，南北は 11等分され 66エリアに分けられている。次に，各種宗教建築についてエリア
ごとに述べる。 
  
 
図Ⅵ－7 東城地域の宗教建築の分布 
『北京古建築地図集』（2009）の地図上に『乾隆図』の宗教建築を記入 
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A．寺院 
各エリアにある寺（■）の数は図Ⅵ－8に丸囲み番号で表している。仏教の寺（■）は全
地域に分布している。全体の分布状況を明確するためにまず，分布していないエリアを検討
する。分布していない地域を探してみると北城壁沿線（V－1の 1，2，3，4），東城壁沿線（V
－3の 1，V－4の 1，V－5の 1，V－6の 1，V－7の 1），地安門東大街（V－4の 4），紫禁城
の北部にある景山公園（V－6 の 6），紫禁城の東側の南池子大街，東華門大街（V－7 の 5，
V－8の 5），灯市口，金魚胡同，東単大街，王府大街（V－8の 2，3，V－9の 2，3），建国門
内大街（V－10の 2），東長安街，天安門，崇文門，前門（V－10の 5，6，V－11の 4，5，6）
の 7つである。他の地域には寺院が分布している。 
 寺院の分布状況は 66 エリア中 39 エリアを占めている。占有率は 59％で約 5 分の 3 の地
域をカバーしている。寺院は東北部，西北部，中東部，中西部，中南部，東南部の 6つの地
域に密集している。 
東北部は雍和宮大街，東直門大街，東四北大街，張自忠路（V－2の 1，2，3，V－3の 2，
3，V－4の 2，3）一帯である。図Ⅵ－8に示しているようにこの地域において最も面積が広
い寺院は，雍和宮大街にある雍和宮である。ここは雍正帝が皇帝になる前の邸宅であった。
皇帝になった後，雍和宮を改築し，チベット仏教の寺院になった。「捨宅為寺」と呼ばれて
いる。図Ⅵ－8を参照するとかつての皇族の邸宅を改築した寺院であるため，他の寺院に比
べると面積が広い。乾隆時代には東直門を通って木材，瓦などの建築材料を輸送する車両が
頻繁に行き交い，往来の商人も多かった。また，東直門大街は建築材料のみならず日常雑貨，
骨董品，食堂など，各種店舗が林立していた。徐々に東四北大街，張自忠路一帯も店舗が林
立する賑やかな街になった。商業が盛んなこの地で香客150（参拝客）を求め，この地域には
寺院が数多く分布している。 
西北部は安定門，鼓楼東大街，南鑼鼓巷，地安門東大街（V－1の 5，6，V－2の 5，6，V
－3の 5，6，V－4の 5，6，V－5の 6）一帯である。安定門は勝利の凱旋を迎える意味を持
つ門である。前述の徳勝門とは紫禁城，鐘鼓楼にある中軸線を挟んで東西対称的に位置して
いる。安定門内大街も徳勝門内大街と同様に兵士の帰還を迎える際に多くの住民が集まる
地域であった。図Ⅵ－8を参照すると安定門内大街沿いに数多くの寺院が建てられていたこ
とがわかる。鼓楼東大街は前述した西城の鼓楼西大街と同じ商業地帯で，店舗が林立し，呼
び売り，住民が溢れている街であった。前章で述べたように元代から鐘鼓楼の南一帯の地安
門東大街は商売で賑わう最大級の市場の所在地であり，乾隆時代になると古い伝統を持っ
ている商業の街となっていた。南鑼鼓巷は鼓楼東街と地安門東大街の真ん中に挟まれてい
る。現在でもこの一帯は歴史的旧市街地であり，賑やかな商業地でもある。以上述べた理由
によって西北部には中型寺院が密集している。 
中西部は美術館後街，五四大街，灯市口，東安門大街，王府大街（V－5の 4，5，6，V－
6 の 4，5，V－7 の 4，V－8 の 4，V－9 の 4，5）一帯である。図Ⅵ－8 が示しているように
                                                   
150 線香を捧げる参拝客は中国語では「香客」と呼ぶ。 
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美術館後街，五四大街あたりの地割は整然としている。そのため大型，中型寺院の建設用地
として最適な場所であった。また，この地域は紫禁城の東側に位置し，皇族，貴族，官僚の
ための大型，中型寺院が分布している。灯市口は明代から灯市が開かれており，住民は鮮や
かな灯を鑑賞しながら灯篭上のクイズを楽しんでいた。灯市が開かれると人が集まり，商売
をするテントも集まって，一時的に賑やかな市場になった。灯市口の繁栄にしたがって寺院
の参拝者も集まり，収益も激増していた。 
中東部は朝陽門北大街，東四北大街，朝陽門内大街，東四西大街，朝陽門内南小街，東四
南大街，金宝街，朝陽門南小街（V－5の 2，3，V－6の 2，3，V－7の 2，3，V－8の 1，V－
9の 1）一帯である。この地域で最も注目されているのは朝陽門である。朝陽門は乾隆時代
に米の輸送車両が通行する門であった。城門の外に水運の船着場がある。往来の商人は米の
販売を通じて街中の他の業界と連携し，朝陽門一帯の商業が活性化していた。 
前述の東直門と同じように朝陽門付近は商業が繁栄している地域であった。商業の発展
とともに朝陽門の附近を寺院が建設された。東四大街の地名の由来は，明代にここの交差点
の東西南北に 4つの牌楼があったため，この地域が東四牌楼と呼ばれる。現在の「東四」と
略称されている。現在の 4つの牌楼は取り壊されて存在しないが，それでもこの地域は「東
四」のままである。東四は朝陽門大街の南にあり，朝陽門の水運と商業の繁栄によって徐々
に店舗が林立する商業地になった。特に東四には金細工の店舗，銀行，質屋，茶店，薬屋な
どが多く建てられていた。一方，金宝街，朝陽門南小街へ行くと道路が狭くなり，敷地の地
割も縮小していくため，大型寺院の建設にふさわしい用地がなくなる。そのため，金宝街（V
－8の 1）の東城壁と接触している地帯に大型寺院が建設された。 
南部は東単，崇文門（V－10の 3，4，V－11の 3）一帯である。乾隆時代の東単，崇文門
は酒の輸送車両が通行する城門であった。また，商人が全国の商品を崇文門から内城へと運
んだので，正確な税金を徴収するため商品の点検をする必要があった。そのため，多くの商
図Ⅵ－8 東城地域の寺の分布状況 
（筆者作図） 
 77 
 
人は崇文門で商品の点検をする順番を待っていた。多忙な時期になると待つ時間が長くな
る。商人は節約のため崇文門付近の城壁下に臨時のテントをたてて泊まった。徐々に崇文門
から東便門までの城壁の南側に居住区域が出来るようになり，清代から民国時代を経る頃
には，城壁の下に膨大な民家が建てられていた。 
1996 年に北京の都市改造をする際，この付近に居住している住民を移動させ，明代の北
京内城の東南部城壁遺跡を修復した。これは北京に現存する唯一の古城壁である。清代の税
関の役割を果たしていた崇文門は当時北京に来る全国の商人が集まっていた。しかも城壁
付近に宅地まで形成されていた。崇文門の内側に寺院が建てたられた理由は，行き交う人が
多い崇文門付近のほうが参拝客の増加を期待できると考えたからだと思われる。 
東南部は東便門，建国門（V-11の 2，V-10の 1）一帯である。建国門から天安門まで，そ
して東便門から前門まで（V－10，V－11）の地域は 1420年，明代の永楽帝の時期に自然形
成された居住区に基づいて新しく計画された市街地である。1420 年以前の北平城の南城壁
は V－9 エリアと V－10 エリアが接触している長安街に位置していた。そのため，V－10 エ
リアと，V－11エリアにおける市街地の敷地の地割は，V－1エリアから V－9エリアまでの
市街地に比べて錯綜している。図Ⅵ－8に示したように東便門，建国門に分布している 3つ
の寺院が小型なのには理由がある。地図上の宗教建築と錯綜した敷地が寺院の面積を制限
したと考えられる。 
 寺院の分布密度を見ると図Ⅵ－8が示しているように東直門内大街（V－2の 3）エリアに
6軒，安定門内大街（V－2の 5）エリアにも 6軒あり，これら両エリア最も密度の高い地域
である。 
図Ⅵ－8を参照すると地域の寺院密度は以下の計算によってその状況が把握できる。 
東北部の範囲 7エリア，寺院総数 17軒，寺院密度 17/7＝2.43軒/エリア 
西北部の範囲 11エリア，寺院総数 23軒，寺院密度 23/11＝2.09軒/エリア 
中東部の範囲 6エリア，寺院総数 14軒，寺院密度 14/6＝2.33軒/エリア 
中西部の範囲 9エリア，寺院総数 14軒，寺院密度 14/9＝1.56軒/エリア 
南部の範囲 2エリア，寺院総数 3軒，寺院密度 3/2＝1.5軒/エリア 
東南部の範囲 2エリア，寺院総数 3軒，寺院密度 3/2＝1.5軒/エリア 
上述のように東北部地域の寺院密度が最も高くなっており，2番目が中東部の寺院である。
逆に南部と東南部が最も低くなっている。これによって全体を見れば東城地域における寺
院の分布の特徴は，東部で寺院密度が最も高いことがわかる。西部の寺院密度も高いが，東
部には及ばない。また南部の寺院密度が最も低い。 
B．庵 
仏教の庵（◆）の数は図Ⅵ－9に丸囲み番号で表している。分布図の全体を見れば庵はほ
とんどの地域に分布している。まず，分布していないエリアを見てみよう。雍和宮大街（V
－1の 3），地安門東大街（V－4の 5），東四北大街（V－5の 2），東四西大街，景山（V－6の
3，6），北池子大街，紫禁城（V－7の 5，6），紫禁城（V－8の 6），南池子大街，紫禁城（V
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－9の 5，6），天安門（V－10の 6）には庵が分布していない。全体的にみると東城の庵は西
城地域に比べて数が多い。大きさでは大型，中型，小型の庵が西城地域に比べて均等に各エ
リアに分布している。また，3，4 軒以上の庵が街中に密集している状況も何か所か発見さ
れている。 
庵の分布状況を見ると 66 エリア中 55 エリアを占めている。占有率は 83.3％と 5 分の 4
以上の地域をカバーしている。分布状況の特徴を見るために東北部，中北部，西北部，東部，
中部，東南部，西南部の 7つの地域に分けている。 
東北部は東直門内大街（V－1の 2，V－2の 2，V－3の 2，V－4の 2）一帯である。この地
域には 4つの中型庵があり，幹線道路に隣接している。他の小型庵は全部胡同に位置してい
る。庵から庵までの距離感はほぼ同じである。庵がこの地域に分布している理由は前述のよ
うに東直門地帯は商業が発展した繁華街であるため，宗教建築へ向かう参拝客も多い。前述
のようにこの一帯の寺院はほとんど幹線道路沿いに立地している。庵は寺院に比べて宗教
勢力が弱いため，大部分が胡同の狭い敷地内に建設されている。 
中北部は安定門内大街（V－1の 4，V－2の 4，V－3の 4）一帯である。この地域には 5つ
の中型庵があり，残りは全部小型である。すべての庵は胡同の宅地に分布している。幹線道
路に隣接する場所は全部寺院に占められている。庵がこの地域に分布している理由は賑や
かな安定門内大街の付近に位置しているためである。兵士の無事帰還を祈るために城門の
周辺の寺院，庵に向かう参拝客が多かった。参拝客を求める庵がこの地域に多く分布してい
ると言える。 
西北部は鼓楼大街から南の景山まで（V－2の 5，6，V－3の 5，6，V－4の 5，6，V－5の
6）の一帯である。この地域には 7つの中型庵があり，残りはすべて小型である。この地域
の庵は東北部，中北部に比べて胡同の狭い敷地に位置している所が多い。また，東北部，中
北部と異なり，鼓楼西大街と鼓楼南大街のような重要道路の交差点にも密集している。前述
図Ⅵ－9 東城地域の庵の分布状況 
（筆者作図） 
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のように寺院は鼓楼南大街沿いに分布し，広い敷地面積を持っていた。一方，庵は数の上で
は多くても，敷地面積は狭かった。以上述べた庵は鼓楼大街一帯に分布している。南の地安
門大街では庵の大部分は幹線道路沿いに分布していた。地安門大街では官署が政務を処理
するため雑踏から隔離された胡同に位置している。賑やかな幹線道路に隣接する敷地は店
舗，寺院，庵のような客を求める施設によって使用されていた。 
東部は朝陽門，東四朝陽門北大街，東四北大街，朝陽門内大街，東四西大街，朝陽門内南
小街，東四南大街，金宝街，朝陽門南小街（V－5の 2，3，V－6の 2，3，V－7の 2，3，V－
8の 1，V－9の 1）一帯である。この地域には 4つの中型庵があり，そのうち南の 3つが金
宝街，金魚胡同の幹線道路沿いに位置している。周りには 9つの小型庵が幹線道路に沿って
建てられている。北の 1 つの庵が胡同に位置しているが，周りには 7 つの庵が密集してい
る。残りは胡同の宅地内に散在している。東部は東北部，中北部，西北部と異なり，幹線道
路沿いに位置している庵の数が多い。この地域の庵の分布の特徴であると考えている。図Ⅵ
－8の寺院の分布図を参照するとこの地域には寺院が少なく，しかも庵が幹線道路沿線の敷
地を占領しているため寺院は東城壁付近の住民が少ない市街地に建設されていると考えら
れる。 
中部は美術館後街，五四大街，灯市口，東単（V－5の 4，5，6，V－6の 4，5，V－7の 4，
V－8の 4，V－9の 3）一帯である。この地域には 9つの中型庵があり，残りはすべて小型庵
である。庵は胡同の宅地に疎らに散在している。南の 2 つの庵が幹線道路に沿って建てら
れ，周りは 7つの小型庵が密集している。西北部，東部と異なり，この地域における庵の分
布密度は高くないが，中型庵の数が最も多いのがこの地域の特徴であると考えられている。
図Ⅵ－8の寺院の分布図を参照するとこの地では寺院の総数は少ないが，面積は広い。図Ⅵ
－9 の庵の分布図が示しているようにこの地域にある中型庵の数は他の地域に比べて最も
多いことがわかった。この地域は中心市街地の中で敷地面積が最も広いと考えられる。 
東南部は東便門，崇文門（V-11 の 2，V－11 の 3）一帯である。図Ⅵ－9 が示しているよ
うに，この地域には 4つの中型庵がある。東の庵のみが建国門幹線道路に沿って建てられて
おり，残りの 3つは胡同に位置している。小型庵は中型庵の周りに密集している。この地域
は城壁，城門に近接しているため，敷地の地割が錯綜しており，敷地面積が小さい小型庵に
適している地域である。 
西南部は南池子大街，天安門（V－10 の 3，4，V－11 の 3）一帯である。図Ⅵ－9 を参照
するとこの地域には 4つの中型庵がある。残りはすべて小型庵である。天安門付近の庵が広
場の両側に沿って分布し，市街地と南城壁が近接している地域まで点在している。この地域
の庵密度は高くないとみられる。 
図Ⅵ－9 の庵の分布図から分布密度を見れば鼓楼北大街（V－2 の 6），東四西大街（V－7
の 3），朝陽門南小街（V－8 の 2）が庵の密集しているエリアとなっている。次いでは地安
門内大街（V－4の 7），鼓楼南大街（V－3の 6），崇文門内大街（V－10の 3），安定門内大街
（V－2 の 5）の順である。東城地域の市街地の周辺を見ると北城壁に隣接している市街地
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（V－1）は庵の数が少ない。東城壁に隣接している市街地（横軸 1列）は庵の数が少し増え
ている。南城壁に隣接している市街地（V－11）は庵が最も多い。 
図Ⅵ－9を参照すると地域の庵密度は以下の計算によってその状況を把握できる。 
東北部の範囲 11エリア，庵総数 21軒，庵密度 21/11＝1.91軒/エリア 
中北部の範囲 7エリア，庵総数 19軒，庵密度 19/7＝2.71軒/エリア 
西北部の範囲 7エリア，庵総数 36軒，庵密度 36/7＝5.14軒/エリア 
東部の範囲 11エリア，庵総数 36軒，庵密度 36/11＝3.27軒/エリア 
中部の範囲 12エリア，庵総数 28軒，庵密度 28/12＝2.33軒/エリア 
東南部の範囲 5エリア，庵総数 20軒，庵密度 20/5＝4軒/エリア 
西南部の範囲 5エリア，庵総数 14軒，庵密度 14/5＝2.8軒/エリア 
上述のように西北部地域の庵密度が最も高く，中部と東北部の庵密度が最も低い。次に高
いのが東南部の庵である。以下東部，西南，中北の順に続く。地図全体を見ると東城地域に
おける庵の分布の特徴は東部，南城壁部の庵密度が最も高いことがわかる。次いで西北部，
中北部となり，中部，東北部の庵密度が最も低くなっている。 
C．廟 
各エリアにある廟（▲）の数は図Ⅵ－10に丸囲み番号で表している。民間信仰の廟（▲）
は全地域に分布している。分布状況を全体的に把握するためにまずは分布していないエリ
アを検討する。分布していない地域を探ってみると北城壁沿線（V－1の 2，5），東城壁沿線
（V－2 の 1，V－3 の 1，V－4 の 1，V－6 の 1），朝陽門北小街（V－5 の 2），朝陽門内大街
（V－6の 2），建国門内大街（V－10の 3），建国門内大街（V－10の 2），崇文門，前門（V－
11の 4），紫禁城（V－7の 6，V－8の 6，V－9の 6）の 13エリアである。他の地域には廟が
分布している。 
  
図Ⅵ－10 東城地域の廟の分布状況 
（筆者作図） 
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廟の分布状況を見ると 66 エリア中 53 エリアを占めている。占有率は 80.3％で 5 分の 4
の地域をカバーしている。廟は東北部，中北部，西北部，東部，中部，西部，東南部，西南
部の 8つの地域で密集している。 
東北部は東直門大街，東四北大街，張自忠路（V－1 の 1，V－2 の 2，V－3 の 2，V－4 の
2，3）一帯である図Ⅵ－10 に示しているようにこの地域における中型廟は 6 つがある。南
の 2 つの廟は東四十条の幹線道路沿いに建てられている。中部の 2 つの廟は東直門内大街
沿いに位置している。北部の 2つの廟の内，1つは胡同に位置しており，もう１つは市街地
と城壁が接触する地域に建てられている。残りはすべて小型廟である図Ⅵ－10 を参照する
と東北部地域の廟は疎らに分布していることがわかる。前述のように乾隆時代には東直門
を通って木材，瓦などの建築材料を輸送する車両が多かった。また商人や百姓の往来も多か
った。東直門大街は建築材料のみならず日常雑貨，骨董品，食堂等，各種店舗が林立してい
た。東四北大街，張自忠路一帯も徐々に店舗が林立する賑やかな街になった。商業の繁栄に
よって関帝廟，火神廟など神を祀る多様な廟がこの地域に数多く分布している。 
中北部は安定門，鼓楼東大街，（V－1 の 3，4，V－2 の 3，4，V－3，4，5）一帯である。
図Ⅵ－10 が示しているようにこの地域は中型廟が 5 軒ある。北の 3 軒は安定門内大街と鼓
楼東大街の交差点に分布している。安定門は前述のように勝利の凱旋を迎えるという意味
を持つ門である。中軸線により徳勝門と東西対称の位置に建てられている。安定門内大街は
兵士の帰還を迎える際に人が溢れる地域であった。乾隆時代には安定門大街の両側に沿っ
て多くの店舗が分布していた。往来の商人，百姓も多かった。鼓楼東大街は前述した西城の
鼓楼西大街と同じような商業地帯で，店舗が林立し，呼び売り，住民が溢れている街であっ
た。元代から鼓楼一帯は商業の街として有名である。安定門内大街と鼓楼東大街の交差点は
最も賑やかな場所であると考えられている。図Ⅵ－10 を参照するとこの交差点をめぐって
東西南北に数多くの廟が建てられている。南の 2 軒は安定門内大街と地安門内大街の交差
点に分布しており，周りには小型廟が密集している。この交差点も商業が盛んな繁華街であ
る。以上述べた理由によって中北部には多くの中型，小型廟が分布している。 
西北部は鼓楼北大街（V－1 の 6）一帯である図Ⅵ－10 が示しているようにこの地域には
中型廟が 5つある。すべて鼓楼北大街沿いに密集している。鼓楼北大街は元代から重要な市
場であり，往来の商人が多いため，店舗が林立している。乾隆時代には外城の前門が商業の
街として確立された後，鼓楼一帯の商業は衰退し始め，店舗，商人の数が減少した。しかし，
古い伝統をもつ商業が盛んな繁華街であったため，廟は減少しなかった。地図を確認すると，
敷地の地割は錯綜しているが，中型の廟が大街沿いに密集している。これは商業が発達して
いる街である証拠と考えられている。 
東部は朝陽門内大街，東四西大街，朝陽門内南小街，東四南大街，金宝街，朝陽門南小街
（V－7の 2，3，V－8の 1，V－9の 1）一帯である。図Ⅵ－10を参照するとこの地域におけ
る廟はすべて小型廟である。幹線道路沿いの分布ではなく，全部胡同の敷地に位置している。
分布の範囲は寺，庵に比べて縮小しているが，廟数は非常に多い。前述のようにこの地域で
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最も注目されているのは，朝陽門である。乾隆時代，朝陽門外は水運の終着点であった。水
運によって全国各地から運ばれてきた米，塩，茶，漢方薬などの商品が朝陽門を経由して北
京に流入した。また，このあたりは北京城の米蔵の所在地でもある。水運の発達と物資の流
通によって，前述の東直門と同じように朝陽門付近は商業が繁栄する街となった。これによ
って廟は朝陽門の付近に商業が盛んになるとともに建設された。東四は朝陽門大街の南に
あり，朝陽門の水運と商業の繁栄によって徐々に店舗が林立する商業地になっていった。金
細工店，銀行，質屋，茶店，薬屋などが多く建てられていた。前述のように非常に多くの店
舗が林立しているため，この一帯の敷地の地割は錯綜していると考えられている図Ⅵ－10
を確認するとこの一帯の敷地の地割状況は非常に複雑である。しかし，小型廟の建設に対し
ては最適な場所であったと考えられている。一方，金宝街，朝陽門南小街へ行くと道路が狭
くなり，敷地の地割も縮小し，大型廟の建設に相応しい用地がなくなる。そのため，東部一
帯に分布している廟は全部小型である。 
中部は美術館後街，五四大街，灯市口，東安門大街，王府大街（V－5の 4，5，6，V－6の
4，5，V－7の 4，V－8の 4，V－9の 4，5）一帯である図Ⅵ－10が示しているように美術館
後街，五四大街あたりの敷地の地割は整然とし，大型，中型廟の建設用地として最適な場所
になっている。この地域における大型廟は 2つある。両方とも紫禁城の東城壁のすぐ外側に
位置している。また，中型廟が 5軒あり，それぞれの間の距離はほぼ均等であり，分布のバ
ランスが非常に良い。残りはすべて小型廟である。分布地域は広く，数も少なくない。全体
として見れば中部地域の廟は疎らに散在している。また，この地域は紫禁城の東側に位置し，
皇族，貴族，官僚のための大型，中型廟が分布する。また，百姓向けの小型廟も数多く存在
している。前述した灯市口は明代からの有名な市場であるため，一般庶民が非常に多く集ま
った場所である。道路両側に店舗が林立し，廟の建設も整然としている。廟への参拝客が大
変多かったと考えられる。 
西部は鼓楼南大街（V－3の 6），地安門大街（V－4の 6）一帯である図Ⅵ－10が示してい
るようにこの地域における中型廟は 7つある。地安門大街（V－4の 6）北側に 2軒，南側に
3軒，景山東西両側に 2軒，残りはすべて小型廟であり，地安門大街付近の中型廟の周辺に
散在している。この地域も前述のように鼓楼市場の付近にあり，商業が栄えた繁華街である。
地安門大街（V－4の 6）に沿って廟が非常に多く分布している。地図上の地安門大街と鼓楼
南大街の交差点（V－4の 6）を見ると中型廟 2軒と小型廟 7軒と密集している。これによっ
て乾隆時代におけるこの地域の商業の中心部あるいは最も賑やかな場所はこの交差点にあ
ったと考えられている。 
東南部は東単，崇文門，東便門，建国門（V－10の 3，4，V－11の 3，V-11の 2，V-10の
1）一帯である。この地域には中型廟が 3軒ある。建国門内大街付近に 2軒，東便門に 1軒
あり，残りは小型廟であり，建国門内大街付近，南城壁の外側に分布している。乾隆時代に
この地域は東城（内城）と崇文（外城）の境であった。また，税関でもあった崇文門は多く
の人が行き来した。が多かった。全国から商人や物資がこの城門を経由して内城に入るため，
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城門の外と内のあたりに自然に人口が集まった。そのため，民間信仰の廟も盛んに建設され
た。また，正確な税金を徴収するために物資の点検をする必要があったため，多くの人々が
崇文門で点検の順番を待っていた。多忙な時期の際には待つ時間が長くなるため，付近の城
壁下に臨時のテントをたてて泊まった。崇文門から東便門までの城壁の南側に徐々に宅地
ができるようになった。図Ⅵ－10 を参照すると南にある小型廟は外城の宅地に住む住民の
ための廟であると考えられている。清代の税関制度により当時北京に来た全国の商人が崇
文門付近に集まっていた。人口の増加にしたがって，居住環境，信仰にたいする要求が高ま
る。崇文門の内側に分布している廟が当時の人の信仰への欲望を満たしていたと考えられ
ている。 
西南部は前門，天安門（V-10 の 5，6，V-11 の 5，6）一帯である図Ⅵ－10 が示している
ようにこの地域における廟は中型廟が 3軒あり，西の 2軒は天安門広場の両側に，東の 1軒
は東長安街（V－10の 4）に位置している。残りはすべて小型廟であり，天安門広場の両側
に分布している。乾隆時代の天安門広場には各官署の出張所が建てられており，「千歩廊」
と呼ばれた。現在はすべて取り壊されている。乾隆時代はここから政務を処理する場所であ
った。現代人の考え方では公務員は迷信とはかかわりがないと思われている。しかし，「千
歩廊」のすぐ後ろに廟が分布していることから，当時の官僚たちが一般の人と同じように
様々な信仰を持っていたのではないかと考えられる。これは現代の日本人が偶に神社へ行
って念願を行うことと同様だと考えられる。また，前述のように天安門，前門一帯は明代の
永楽帝時代に新しく計画された街である図Ⅵ－10 を参照すると敷地の地割が錯綜している。
しかし，ここは中軸線に近い地域であるため，敷地の面積は V－10，V－11の他の地域に比
べて相対的に広いように見える。これが 3軒の中型廟がある理由と考えられている。 
 分布密度を見れば図Ⅵ－10が示しているように地安門大街と安定門内大街の交差点（V－
5の 6），地安門東大街（V－4の 4）における寺院が 7軒，最も密度の高い地域である。 
図Ⅵ－10を参照すると地域の廟密度は以下の計算によってその状況を把握できる。 
東北部の範囲 7エリア，廟総数 14軒，廟密度 17/7＝2軒/エリア 
中北部の範囲 11エリア，廟総数 27軒，廟密度 27/11＝2.45軒/エリア 
西北部の範囲 2エリア，廟総数 7軒，廟密度 7/2＝3.5軒/エリア 
東部の範囲 7エリア，廟総数 20軒，廟密度 20/7＝2.86軒/エリア 
中部の範囲 15エリア，廟総数 36軒，廟密度 36/15＝2.4軒/エリア 
西部の範囲 4エリア，廟総数 17軒，廟密度 17/4＝4.25軒/エリア 
東南部の範囲 7エリア，廟総数 18軒，廟密度 18/7＝2.57軒/エリア 
西南部の範囲 5エリア，廟総数 12軒，廟密度 12/5＝2.4軒/エリア 
上述のように西部地域の廟密度が最も高く，東北部の廟密度が最も低い。二番目に高いの
が西北部の廟である。全体を見れば東城地域の廟の分布の特徴は東部における廟密度が最
も高く，次いで東南部，中北部，西南部と中部の順になり，最後に東北部となっている。 
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D．観 
各エリアにある観（●）の数は図Ⅵ－11に丸囲み番号で表している。図Ⅵ－11が示して
いるように道教の観（●）は鼓楼南大街（V－2 の 6，V－3 の 6，V－4 の 6）に 6 軒，東直
門，東直門内大街（V－2の 1，3）に 2軒，朝陽門内大街，東四西大街（V－6の 2，V－6の
4）に 2軒，北池子大街（V－7の 5）に 1軒，金魚胡同（V－8の 3）に 1軒，東単大街（V－
9の 3）に 2軒，建国門，東便門，崇文門（V－10の 1，V－11の 1，4）に 3軒が分布してい
る。 
分布状況を見れば道教の観は 66 エリア中 13 エリアを占めている。占有率は 20％で 1/4
未満の地域をカバーしている。前述のように鼓楼南大街は商業が繁栄しているの繁華街で
あり，寺院，庵，廟が密集している図Ⅵ－11 が示しているように東城地域の観も西北の鼓
楼南大街に密集している。これによって鼓楼南大街においては仏教，道教，民間信仰すべて
の宗教建築が揃っていることがわかる。地図上の観の規模を確認すると鼓楼南大街大型観
が 1 軒あり，残りは中型観であった。また，表Ⅵ－3 が示しているように観の総面積は 17
軒で 15886.45 ㎡，平均面積は 934 ㎡に達している。これは西城地域の観の総面積が 10 軒
で 45359.25㎡，平均面積が 4536㎡であるのに比べ遥かに狭い。地図を参照すると西城には
超大型観があるため，平均数値が上がっている。また，東南部の東便門中型観 1軒，小型観
が 1軒あり，この地域に道教の信者がいることを示している。西城地域と東城地域を全体的
に見ると，道教の観の数は寺，庵，廟に比べて遥かに少ないことがわかる。これによって乾
隆時代の内城の住民に道教の信者が少なかったと推測できる。 
分布密度を見れば鼓楼南大街の観密度が最も高いことは一目瞭然である。図Ⅵ－11 を参
照すると地域の観密度は以下の計算によってその状況を把握できる。 
西北部の範囲 3エリア，寺院総数 6軒，寺院密度 6/3＝2軒/エリア。 
図Ⅵ－11 東城地域の観の分布状況 
（筆者作図） 
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東南部の範囲 2エリア，寺院総数 2軒，寺院密度 2/2＝1軒/エリア。 
中部の範囲 2エリア，寺院総数 3軒，寺院密度 3/2＝1.5軒/エリア。 
上述のように西北部の観密度が最も高く，次いで中部である。残りの密度は 1軒/エリア
である。東城地域の観は少数であるが，占有率は 20％に達す。これによって東城地域にお
ける観の分布の特徴として，分布は広いが，数が少ない。 
E．儒教廟，天主堂，清真寺 
儒教の廟（☆），天主堂（✝），清真寺（ ）の分布状況をまとめて説明する。 
儒教の廟（☆），天主堂（✝），清真寺（ ）の分布は図Ⅵ－12に表している。東城地域
にある儒教の廟（☆）は社稷壇，太廟（V－9の 6）に 2軒が散在している。天主堂は東安門
大街（V－8の 4）に 1軒，前門（V－11の 5）に 1軒ある。清真寺は（V－7の 3）に 1軒あ
る。 
分布状況を見れば儒教は 66 エリア中 1 エリアを占め，占有率が 1.5%，天主堂は 66 エリ
ア中 2エリアを占め，占有率が 3%，清真寺は 66エリア中 1エリアを占め，占有率が 1.5%と
なっている。寺，庵，廟と異なり，数は少ないが，一施設あたりの平均面積は大きい。表Ⅵ
－3が示しているように儒教の廟は 2軒で 77,120㎡，平均面積が 38,560㎡。天主堂は 2軒
で 10,024㎡，平均面積が 8,302㎡。清真寺は 1軒で 5,634㎡，平均面積が 5,634㎡となっ
ている。 
儒教の廟は平均面積が最も広く，次いで天主堂，清真寺という順になっている。儒教の廟
は乾隆時代，皇帝の祖先を祭る太廟と豊年を祈る社稷壇二種があった。皇帝は自分の祖先を
尊敬することを天下に示すためにここで祭祀活動を行う。前述の儒教の「崇古」思想によっ
て建設された宗教建築である。皇帝専用の宗教建築であるため，面積が最も広い。また，雍
和宮大街（V－1の 3）と地安門東街（V－4の 4，5）にある孔子廟，崇聖祠，文山祠，文昌
図Ⅵ－12 東城地域の廟（儒教），清真寺，天主堂の分布状況 
（筆者作図） 
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祠，先師祠，文昌廟も儒教に関係深い宗教建築であるが，知識人，一般庶民がもっぱら参拝
しているので，今回の分析では民間信仰の廟に分類した。 
天主堂の建設用地は大きな敷地がいるため，中部と南部の整然としている敷地をキリス
ト教会に与えている。前述のように明代から清代にかけて朝廷に仕える西洋人が続々と現
れている。本論文において重要な研究資料である『乾隆図』も西洋の製図技術によって作成
されたものである。西洋人に対する恩賞として天主堂の建設が認められた。また，西城の天
主堂と同じように建築の敷地面積は太廟と社稷壇より狭いが，広さが 2 番目の大きさを持
つ。さらに前門の東側に天主堂を建設できたのは朝廷による西洋人への恩賞であることを
示している。南の天主堂は前門の付近に位置している。理由は信者の増加を目的としていた
からである。しかし，同じ城門である東直門，朝陽門の付近には天主堂はなかった。それは，
市街地の東直門や朝陽門から外に出ると賑やかな街や人の往来が一切なくなるからである。
一方，前門から南へ行くと内城よりもっと賑やかな前門の商業街があり，往来の人々に布教
しやすくなると考えられている。 
清真寺は東城地域の中部地域に位置している。西城の住民はほとんどが満州族の官僚，貴
族であるのに対して東城の住民には大商人がいた。大商人にはイスラム教の信者が少なく
なかった。ムスリム商人とのビジネス上の往来が多いためイスラム教徒になった人が多か
ったと不思議ではないと考えられている。 
以上の考察をまとめると以下のようになる。 
分布密度を見れば市街地中心エリアに大型廟（儒教），大型天主堂と中型清真寺が分布す
る。寺，庵，廟に比べて，廟（儒教），天主堂，清真寺は高密度の分布が見られない。仏教，
民間信仰に比べて儒教，キリスト教，イスラム教が劣勢であったからと言える。東城地域の
住民は仏教，民間信仰の信者が多かったが，西城地域と異なり，イスラム教の信者も出現し
ていたと考えられる。 
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 表Ⅵ－2 清乾隆中期（1750年）北京内城西城地域の宗教建築の分類と面積     
グ
リ
ッ
ド 
グ
リ
ッ
ド 
 
 
 
 
 
 
内
廟
数 
仏教寺廟 
  
仏教庵 
  
民間廟祠 
  
儒教廟宇 
  
道教宮観 
  
イスラム 
教清真寺 
  
天主教 
  
    
名称 
寺数  
面積
（㎡） 
名称 
庵数  
面積
（㎡） 
名称 
廟，祠
数面積
（㎡） 
名称 
 廟宇
数面積
（㎡） 
名
称 
宮観数
面積
（㎡） 
名
称 
寺数 
面積   
（㎡） 
名
称 
教会 
面積
（㎡）  
   
V－1 
18 
浄業寺，徳
海寺，広仁
寺，拈花
寺，地蔵
殿，大悲寺 
6 寺   
30171.84 
浄土庵，天
仙庵，法華
庵，太平
庵，五道
庵，伏魔
庵，観音
庵，徳勝
庵，地蔵
庵，弥勒
庵，万寿庵 
11 庵 
11355.95 
なし 
0 
なし 
0 
妙縁
観 
1 観 
6671.25 
なし 
0 
な
し 
0  
   
V－2 
38 
万仏寺，永
泰寺，華蔵
弥陀寺，慈
恩寺，普慧
寺，瑞雲
寺，従林
寺，大悲
寺，興徳
寺，慈覚
寺，佑聖
寺，龍華
寺，瑞応
寺，寿明
寺，大寺 15 寺  
41859.87 
龍泉庵，伏
魔庵，観音
庵，伏魔
庵，伏魔
庵，五聖
庵，惟心
庵，興隆
庵，永泉
庵，海潮観
音庵，観音
庵，廓然
庵，伏魔
庵，玉仏
庵，三聖
庵，海潮観
音庵 
16 庵   
11118.75 
真武廟，関
帝高廟，龍
王廟，十岔
海，玉皇
廟，玄応廟 
6 廟祠 
9576.95 
なし 
0 
崇玄
観 
1 観   
17,790 
なし 
0 
な
し 
0 
    
V－3 
44 
観音寺，広
済寺，祝寿
寺，正覚
寺，崇国
寺，文殊
院，弘善
寺，白米
寺，通明
寺，慧果
寺，興隆
寺，昭応
寺，広化
寺，善興寺 
14 寺  
35437.68 
観音庵，三
聖庵，観音
庵，翠峰
庵，清水
庵，興福
庵，三宝
庵，崇寿
庵，地蔵
庵，朝陽
庵，都城
庵，天仙
庵，観音
庵，観音
庵，□□
庵，海会
庵，三元
庵，永寿庵 
18 庵  
18294.05 
三官廟，関
帝廟，真武
廟，威霊
廟，土地
廟，土地
廟，唖嘛
廟，馬神
廟，関帝
廟，関帝
廟，霊観廟 
11 廟
祠 
6623.81 
なし 
0 
玉虚
観 
1 観   
2,372 
なし 
0 
な
し 
0 
    
V－4 
47 
永祥寺，観
音寺，慈佑
寺，報恩
寺，翊教
寺，恒楽
寺，正法
寺，宝禅
寺，普慶
寺，西方
寺，護国
寺，無量
寺，焚香
寺，崇寧
寺，興花
寺，保安寺 
16 寺    
67,472 
華厳庵，永
慶庵，福徳
庵，華厳
庵，五聖
庵，弥勒
庵，法両
庵，勇寿
庵，地蔵
庵，観音
庵，清風
庵，観音
庵，白衣
庵，三乗
庵，□庵，
玉仏庵，北
極庵，太平
庵，観音
庵，天寿庵 
20 庵  
17,064 
護国祥林，
土地廟，大
帝廟，□喜
□，関帝
廟，羅公
廟，火神
廟，馬祖
廟，賢良
祠，関帝廟 
10 廟
祠 
8636.25 
玉皇閣 
1 閣   
24 
なし 
0 
なし 
0 
な
し 
0 
    
V－5 
26 
同福寺，黒
塔寺，吉祥
寺，慶寧
寺，寺（名
称不明） 
5 寺    
24,549 
伏魔庵，玉
喜庵，三聖
庵，三義
庵，佑聖
庵，観音
庵，五聖
庵，観音
庵，三聖
庵， 9 庵   
5,485 
土地廟，関
帝廟，真武
廟，真武
廟，□□
院，関帝
廟，関帝廟
（位置不
明），真武
廟，関帝
廟，関帝
廟，庫神廟 
10 廟
祠  
6,452 
なし 
0 
玉皇
観，
朝天
宮 
2 宮観  
8308 
なし 
0 
な
し 
0 
    
V－6 
18 
妙応寺，小
梅檀寺，広
済寺，崇聖
寺，慈雲寺 
5 寺    
28,139 
朝陽庵，雲
華庵，天仙
庵，五聖
庵，観音
庵，三聖
庵，帥府
庵，伏魔
庵，北極
庵，清涼
庵，延寿
庵，三仏
庵，送子
庵，白衣庵 
13 庵   
8,243 
玄帝廟，玉
皇廟，三官
廟，土地
廟，火神
廟，西方
丈，蔵経
殿，浄土
殿，千仏
殿，毘廬
殿，真武
廟，真武
廟，仏堂，
双関帝廟，
三官廟，関
帝廟，真武
廟，関帝
廟，大帝
廟，如真
鏡，万法
殿，霊官廟 
22 廟
祠  
12,904 
歴代帝王
廟 
1 廟
宇 
23,72
0 
なし 
0 
なし 
0 
な
し 
0 
    
V－7 
39 
善寿寺，大
乗寺，大能
仁寺，能仁
寺（位置不
明），普恩
寺，双済
寺，興隆
寺，福佑寺 
7 寺    
14,511 
観音庵，伏
魔庵，白衣
庵，三義
庵，観音
庵，円通
庵，無量
庵，神寿
庵，伏魔
庵，観音庵 
10 庵   
5,147 
土地廟，灶
君廟，霊官
廟，崇守
廟，忠義
廟，関帝
廟，土地
廟，玉皇
廟，延齢
閣，真武
廟，三官
廟，財神
廟，城隍廟
（位置不
明），諸神
廟，火神
廟，土地
廟，崇寧
院，永佑
廟，城隍廟 
18 廟
祠  
15,864 
なし 
0 
無量
殿，
顕霊
宮山
門，
闘母
宮 
3 宮観  
1,619 
なし 
0 
天
主
堂 
1 堂   
8,83
6 
    
V－8 
25 
護国寺，石
仏寺，万善
寺，観音
6 寺    
8,764 
重興庵，白
衣庵，鉄仏
庵，円覚
11 庵   
7,633 
真武廟，薬
王廟，伏魔
廟，三官
7 廟祠   
4,400 
なし 
0 
顕応
観 1 宮観  
3,558 
なし 
0 
な
し 
0 
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寺，昭顕
寺，静黙寺 
庵，西方
庵，嵩河
庵，天仙
庵，白衣
庵，臨済
庵，観音
庵，興隆庵 
廟，関帝
廟，火神
廟，関帝廟 
V－9 
28 
仏堂，法光
寺，大悲
寺，大悲
寺，慶寿
寺，仏堂，
大悲院 
7 寺    
15,051 
地蔵庵，積
善庵，観音
庵，弥勒
庵，興隆
庵，福徳
庵，観音
庵，天仙
庵，興隆
庵，五聖
庵，観音
庵，真修
庵，玉鉢庵 
13 庵   
11,979 
火祖廟，関
帝廟，都城
隍廟，関帝
廟，真武
廟，三官
廟，関帝
廟，真武廟 
8 廟祠  
24,166 
なし 
0 
なし 
0 
なし 
0 
な
し 
0 
    
V－10 
28 
洛伽寺 
1 寺     
498 
五聖庵，観
音庵，文昌
庵，華厳
庵，観音
庵，双河
庵，福縁
庵，観音
庵，三元
庵，報恩
庵，観音
庵，普会庵 
12 庵   
8,403 
三官廟，都
土地廟，龍
王廟，真君
廟，関帝
廟，白廟，
玄帝廟，真
武廟，大悲
閣（位置不
明），土地
廟（位置不
明），馬神
廟，土地
廟，関帝
廟，火徳真
君廟，関帝
廟，娘娘
廟，関帝廟 
15 廟
祠  
8,008 
なし 
0 
なし 
0 
なし 
0 
な
し 
0 
    
V－11 
35 
定慧寺，護
国寺，承恩
寺，珍珠
寺，捨飯寺 
5 寺    
6,873 
大士庵，観
音庵，祇園
庵，水月
庵，日月
庵，天仙
庵，石証
庵，白衣
庵，観音
庵，天仙
庵，観音
庵，龍泉
庵，智那
庵，福縁
庵，普済
庵，福徳
庵，智賢
庵，天日
庵，五聖
庵，文殊庵 
20 庵   
11,826 
関帝廟，関
帝廟，城隍
廟，五道
廟，土地
廟，真武
廟，呂祖
廟，火祖
廟， 
8 廟祠   
7,241 
なし 
0 
北極
観 
1 宮観  
5,041 
なし 
0 
天
主
堂 
1 堂   
1,188 
    
合
計 
  
  
87 寺 
273326.33   
153 庵  
83386.75   
115 廟
祠 
103872.01   
2 廟
宇 
23744   
10 宮
観 
45359.25   0 
  
2 堂   
10024 
    
廟
平
均
面
積  
㎡ 
  
  3，142   545   903   11，872   4，536   0 
  
5012 
    
グリッド V－1～V－11      
    V－1 （西～東）積水壇，西海，鼓楼西大街，鼓楼大街     
    V－2 （西～東）前桃胡同，北草場胡同，東新開胡同，新街口大街，徳勝門内大街，後海，鼓楼西大街     
    V－3 （西～東）西直門，西直門内大街，新街口，徳勝門内大街，後海，鐘鼓楼     
    V－4 （西～東）西直門南小街，趙登禹路，新街口南大街，徳勝門内大街，前海     
    V－5 （西～東）平安里西大街，地安門西大街，西什庫大街，北海     
    V－6 （西～東）阜成門，阜成門内大街，白塔寺，西四，西什庫天主教堂，文津街，北海     
    V－7 （西～東）月壇北街，武定侯街，太平橋大街，豊盛胡同，西皇城根南街，府右街     
    V－8 （西～東）広寧伯街，太平橋大街，西単北大街，霊境胡同，府右街     
    V－9 （西～東）金融街，太平橋南大街，西単，南海     
    V－10 （西～東）復興門，復興門内大街，西単，西長安街，天安門     
    V－11 （西～東）西便門，閙市口大街，宣武門，和平門     
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 表Ⅵ－3 清乾隆中期（1750年）北京内城東城地域の宗教建築の分類と面積 
   
グ
リ
ッ
ド 
 
グ
リ
ッ
ド 
 
 
 
 
 
 
内
廟
数 
仏教寺
廟 
  
仏教庵 
  
民間廟祠 
  
儒教廟宇 
  
道教宮観 
  
イスラム教
清真寺 
  
天主教 
  
名称 寺数 
面積
（㎡） 
名称 庵数  
面積
（㎡） 
名称 廟，祠
数面積
（㎡） 
名称  廟宇
数面積
（㎡） 
名称 宮観数
面積
（㎡） 
名
称 
寺数 
面積   
（㎡） 
名
称 
教会 
面積
（㎡） 
V－1 
21 
千仏寺，
大覚寺 
2 寺 
1264.08 
浄業庵，清涼
庵，観音庵，極
楽□，天仙庵，
古霊庵，極楽
庵，観音庵，如
意庵，永福庵 
朝陽庵 
11 庵 
1022.14 
関帝廟，羅刹
廟，崇聖祠，
伏魔廟，土
地，薬王廟，
娘娘廟 
玉皇廟 8 廟，祠 
1074.03 
なし 
0 
なし 
0 
なし 
0 
な
し 
0 
V－2 
62 
万善寺，
元寧寺，
広恩寺，
通教寺，
千仏寺，
柏林寺，
天聖寺，
報恩寺，
広慈寺，
顕恩寺，
法戒寺，
法明寺，
浄土寺，
興国寺，
瑠璃寺，
法通寺，
法通寺，
大仏寺，
清浄寺 
19 寺  
1703.2 
観音庵，白衣
庵，華厳庵，吉
楽庵，白衣庵，
三孔庵，海潮
庵，伏魔庵，白
衣庵，観音庵，
言孝庵，永寧
庵，三聖庵，伏
魔庵，賢庵，霊
鷲庵，伏魔庵，
万福庵，玉皇
庵，高公庵，天
仙庵， 
地藏庵，弥勒庵 
23 庵   
1619.9 
真武廟，龍王
廟，龍母廟，
関帝廟，九天
娘娘廟，□
廟，関帝廟，
灶君廟，薬王
廟，伏魔廟，
土地廟，文洙
院，真武廟，
真武廟，鋳鐘
娘娘廟，三皇
廟 
16 廟，祠 
1638.1 
なし 
0 
五嶽
観，
迎恩
観，
清虚
観，
清虚
観 
4 観    
1686.1 
なし 
0 
な
し 
0 
V－3 
49 
福安寺，
宝公寺，
永寧寺，
広音寺，
慈寿寺，
円恩寺，
宝寿寺，
雲祥寺，
円通寺，
広慈寺，
万福寺，
慈善寺 
12 寺  
1,180 
三聖庵，弥陀
庵，華厳庵，伏
魔庵，三聖庵，
五神庵，宝泉
庵，福徳庵，伏
魔庵，三元庵，
□善庵，地蔵
庵，華厳庵，二
聖庵，弘通庵，
金漆庵，三教
庵，福徳庵，観
音庵，三元庵，
天仙庵，海潮
庵，北極庵 
23 庵   
1,096 
薬王廟，関帝
廟，土地廟，
関帝廟，精忠
廟，真武廟，
財神廟，土地
廟，財神廟，
真武廟，包公
祠，五聖祠，
通明廟 
13 廟，祠  
1,152 
なし 
0 
広福
観 
1 観   
1156.35 
なし 
0 
な
し 
0 
V－4 
43 
慧照寺，
新寺，福
祥寺，佑
聖寺，吉
祥寺，祇
園寺 
6 寺   
1,569 
観音庵，龍泉
庵，福徳庵，観
音庵，白衣庵，
□玄庵，伏魔
庵，地蔵庵，井
泉庵，地蔵庵，
御河庵，白衣
庵，観音庵，薬
王庵，観音庵，
観音庵，観音庵 
17 庵   
1,362 
五嶽廟，白
廟，三官廟，
龍王廟，土地
廟，関帝廟，
崇聖祠，先師
廟，文山祠，
文昌祠，土地
廟，火神廟，
文昌廟，土地
廟，真武廟，
真武廟，真□
廟 
17 廟，祠  
1,364 
なし 
0 
真人
府，
顕佑
宮，
闘母
宮 
3 観，宮，
府 3,930 
なし 
0 
な
し 
0 
V－5 
39 
観音寺，
吉祥寺，
月水寺，
双林寺，
承恩寺，
正覚寺，
仏光寺，
□霊寺，
円音寺，
善縁寺 10 寺  
1,369 
観音庵，増福
庵，普福庵，観
音庵，三学庵，
天仙庵，顕聖
庵，華厳庵，蓮
社庵，沢庵，西
坊庵，静度庵 
12 庵   
1,210 
玉皇廟，関帝
廟，関帝廟，
真武廟，薬王
廟，真武廟，
関帝廟，関帝
廟，火神廟，
関帝廟，観音
堂，大仏堂，
真武廟，天王
廟，三官廟，
玉皇廟 
16 廟，堂  
1,175 
慈慧殿 
1 殿   
623 
なし 
0 
なし 
0 
な
し 
0 
V－6 
27 
法幢寺，
円通寺，
興勝寺，
大仏寺，
延禧寺，
隆福寺，
嵩祝寺，
興福寺 
8 寺   
2,319 
地蔵庵，五聖
庵，永豊庵，五
聖庵，法王庵，
観音庵，観音
庵，三仏庵 
8 庵   
2,222 
財神廟，火祖
廟，土地廟，
関帝廟，雷祖
廟，財神廟，
馬神廟，楊八
郎廟，文昌
廟，関帝廟 10 廟，祠  
2,198 
なし 
0 
崇寧
観 
1 観     
504 
なし 
0 
な
し 
0 
V－7 
42 
証因寺，
昭霊寺，
興隆寺，
法華寺 
4 寺   
1,225 
天仙庵，二聖
庵，地蔵庵，吉
慶庵，弥勒庵，
伏魔庵，仁義
庵，地蔵庵，地
蔵庵，浄業庵，
毘廬庵，五聖
庵，天仙庵，解
脱庵，三元庵，
□□庵，無量
庵，葛洪庵 18 庵   
1,040 
真武廟，土地
廟，真武廟，
闘母廟，玄壇
廟，霊官廟，
財神廟，上帝
廟，関帝廟，
真武廟，土地
廟，関帝廟，
勅建宣仁廟，
関帝廟，関帝
廟，勅建凝和
廟 
16 廟    
1,230 
なし 
0 
老君
堂，
玉虚
観 
2 観，堂  
2,040 
清真
寺 
1 寺  
5,634 
  
  
V－8 
37 
智化寺，
清水寺，
慈善寺，
成寿寺，
万善寺 
5 寺   
1,470 
観音庵，観音
庵，五聖庵，天
仙庵，三元庵，
崇寧庵，崇寧
庵，維摩庵，七
聖庵，一聖庵，
玉清庵 
17 庵   
1,154 
関帝廟，小
廟，灶君廟，
火徳真君，関
帝廟，倉神
廟，土地廟，
三官廟，二郎
廟，関帝廟，
関帝廟，忠孝
祠，関帝廟 
13 廟，祠  
1,397 
なし 
0 
玄極
観 
1 観     
1,245 
なし 
0 
天
主
堂 
1 堂  
11,415 
V－9 
35 
弘通寺，
賢良寺 
2 寺   
2,480 
観音庵，普済
庵，観音庵，泰
山庵，太平庵，
観音庵，白衣
庵，天仙庵，仏
慶庵，観音庵 
10 庵   
2,376 
財神廟，大帝
廟，土地廟，
関帝廟，城隍
廟，薬王廟，
関帝廟，火神
廟，火神廟，
関帝廟，土地
廟，娘娘廟，
娘娘廟，関帝
廟，土地廟，
関帝廟唖満達
□嘎廟，太廟 
18 廟，祠  
14,722 
社稷壇 
1 壇  
76,497 
元真
観 
元集
観 
2 観     
2,087 
なし 
0 
な
し 
0 
V－10 
34 
大善寺，
慈雲寺，
化成寺，
霊佑寺，
7 寺   
1,648 
弥勒庵，准提
庵，天仙庵，玉
泉庵，地蔵庵，
三元庵，元寿
14 庵   
1,524 
関帝廟，玄恩
廟，関帝廟，
土地廟，土地
廟，関帝廟，
12 廟，
祠，壇  
1,279 
なし 
0 
永安
宮 
1 宮     
2,230 
なし 
0 
な
し 
0 
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寺，□□
寺，普勝
寺 
庵，三元庵，八
仏庵，福徳庵，
毘廬庵，三聖
庵，万寿庵，観
音庵 
火神廟，真武
廟，関帝廟，
土地廟，関帝
廟，庫神廟 
V－11 
42 
普陀寺，
善慶寺，
霊光寺 
3 寺   
895 
華厳庵，忠良
庵，慧然庵，天
仙庵，観音庵，
恵河庵，龍泉
庵，五聖庵，普
陀庵，観音庵，
福徳庵，福徳
庵，観音庵，福
泉庵，雪松庵，
法興庵，博済
庵，清涼庵，万
縁庵，甘露庵，
紫竹庵 
21 庵   
958 
真武廟，関帝
廟，霊官廟，
真武廟，玉皇
廟，火神廟，
玉皇廟，関帝
廟，軒轅廟，
三官廟，火徳
真君廟，火神
廟，龍王廟，
怡賢親王祠，
朝陽閣 15 廟，
祠，閣  
15946.2 
なし 
0 
元寧
観，
大清
宮 
2 宮観    
1,008 
なし 
0 
天
主
堂 
1 堂   
5,189 
合
計 
  
  
78 寺 
17022
.28   
174 庵  
15584.0
4   
154 廟
祠 
43193.
33   
2 廟宇 
77,120   
17 宮観 
15886.4
5   
1 寺  
5,634 
  
2 堂   
10,024 
廟
平
均
面
積  
㎡ 
  
  218   90   280   
38，
560   934   
5，
634 
  
8302 
グリッド V－1～V－11  
    V－1 （東～西）東直門北小街，雍和宮大街，孔廟，安定門，鼓楼大街，鐘鼓楼 
    V－2 （東～西）東直門，東直門内大街，鼓楼東大街 
    V－3 （東～西）東直門南小街，東四北大街，交道口南大街，南鑼鼓巷，什刹海 
    V－4 （東～西）東四十条，張自忠路，地安門東大街，什刹海 
    V－5 （東～西）朝陽門北小街，東四北大街，美術館後街，地安門内大街 
    V－6 （東～西）朝陽門，朝陽門内大街，東四西大街，五四大街，景山公園 
    V－7 （東～西）朝陽門南小街，東四南大街，灯市口，北池子大街 
    V－8 （東～西）金宝街，灯市口，金魚胡同，東安門大街，東華門大街 
    V－9 （東～西）朝陽門南小街，東単大街，王府大街，南池子大街 
    V－10 （東～西）建国門，建国門内大街，東単，王府井，東長安街，天安門 
    V－11 （東～西）東便門，北京駅，北京駅西街，崇文門，前門 
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Ⅶ．外城の宗教建築の分布 
 
 
 本章では『乾隆図』から筆者が作成したデータベースを使い，北京城の外城にある宣武，
崇文地域の宗教建築の分布と規則性を明らかにし，いくつかの知見を述べる。 
 分析の方法としては，前章と同じように『乾隆図』の宗教施設の分布と景観的特徴を分析
し，景観の特徴，差異，関連及び原因を明らかにする。本章では，宣武地域と崇文地域を扱
う。 
 まず，『乾隆図』に記載されている宗教建築の位置，種類，面積などのデータを集計し，
一覧表を作成した。次に『乾隆図』の宗教別の建築位置の分布図を現在の地図上に落として
分布パターンを分析する。そして清代の北京城の外城にある仏教寺院，庵，民間信仰廟祠，
道教観，儒教廟，天主教会の天主堂，イスラム教の清真寺の分布特徴を捉えることを試みる。 
 
１．宣武地域の宗教建築の分布 
 
本節は宣武地域の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況を図と表で説明する。そ
して，分布状況の形成を促した理由の分析を試みる。 
 
（１）宣武地域の位置づけ 
 宣武地域は，図Ⅵ－1 のように，外城の西半分の地域に位置している。「宣武」という名
称は外城の宣武門を指しているため，1949 年に中華人民共和国が成立した後，この地域を
宣武区と称するようになった。乾隆時代は清の国力が絶頂期に至っており，北京は首都とし
て文化，経済においてトップに位置する都市であった。宣武には数多くの漢族の官僚や，商
人の大型邸宅，地方の会館（各省の商会が北京に持つ出張所）が建てられ，当時の知識人，
商人，科挙に参加する秀才が密集している地域であった。一般庶民向けの小型宗教建築が街
中に散在していた。前章で述べたように清代初期から中期までの間，西城には満州族が住ん
でいたため，外城の宣武地域の住民は漢人，イスラム人，回民，モンゴル人，朝鮮人など多
くの民族が暮らしていた。そのため複数の宗教信仰が宣武地域に存在していた。図Ⅶ－1が
示しているように，宣城地域にある宗教建築の中にキリスト教の天主堂はなかった。乾隆時
代，キリスト教は北京でまだ盛んになっていなかったため，天主堂は内城のみに建設されて
いた。当時の朝廷は西洋の技術の移入に重きを置いていたが，キリスト教と西洋人に対して
まだ信用はしていなかった。特にキリスト教の布教活動は乾隆帝に嫌われており，各地で天
主堂を建設することは禁止されていた。乾隆時代には内城のみキリスト教の天主堂建設が
認められていた。これは，天主堂が紫禁城の付近に位置することで皇帝に面会を命じられた
時に紫禁城まで短時間で到着することができるという利点があった。しかし最も重要な理
由は朝廷が天主堂と布教師を監視することができるからである。 
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（２）当時の宣武地域の宗教建築の分布状況 
 
 『乾隆図』と『北京古建築地図集』を利用して，清代乾隆中期の北京外城にある宣武地域
の宗教建築の分布図（図Ⅶ－1）を作成した。宣武地域は西から東へ 6等分，南北に 7等分
して 37エリアに分けられている。 
次に，各種宗教建築についてエリアごとに述べる。 
 A．寺院 
各エリアにある寺（■）の数は図Ⅶ－2に丸囲み番号で表している。仏教の寺（■）は宣
武地域の中間部に分布している。特に広安門（V－13の 1）から広安門内大街（V－13の 2），
牛街（V－14の 1），宣武門西大街（V－13の 3）まで，西便門（V－12の 2）から，宣武門西
大街（V－12の 2），長椿街（V－12の 3），宣武門外大街（V－12の 4），和平門（V－12の 5）
まで，菜市口大街（V－14の 3），宣武門大街（V－14の 4），珠市口西街（V－14の 5）一帯，
騾馬市大街，珠市口西大街（V－13の 6，V－14の 6）一帯に密集している。そして，宣武地
域の西部，中部，北部（V－13の 2，V－14の 3，V－12の 4）に大型寺院が立地する。また，
宣武地域の東部にある騾馬市大街，珠市口西大街（V－13の 6，V－14の 6）と宣武門西大街
（V－13の 3）に中型寺院が並んでいる。他に，西城壁の棗林前街に沿って，小型寺院が散
在している。 
 分布状況を見ると寺院は 37 エリア中 20 エリアを占めている。占有率は 54％と半分以上
の地域をカバーしている。寺院のほとんどが中部，北部に位置している。特に宣武門西大街
図Ⅶ－1 宣武地域の宗教建築の分布状況 
（筆者作図） 
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（V－13の 3），菜市口大街（V－15の 4），珠市口西大街（V－14の 6）に寺院が多い。表Ⅶ
－1に示しているように V－12，V－13，V－14，V－15のそれぞれの寺の総数は 8軒，8軒，
11軒，8軒であり，総面積は V－13が 65,586㎡と V－12の 23,258㎡，V－14の 49，961㎡，
V－15 の 46,492 ㎡を遥かに超えている。乾隆時代にはこの地域大きな面積の仏教寺院が建
てられており，宣武地域の寺院の本拠地であったと考えられている。また，東部の珠市口西
大街に沿って中型寺院が建っている。この地は北京城の中軸線にある前門大街と珠市口大
街の交差点にあり，外城地域の東西南北の要衝であった。また，この地域は店舗が林立し，
商業が栄えた商人の往来が多い繁華街でもある。さらに，地名の語源からは，ここは真珠を
販売する市場である。客が集まり，寺院への参拝客も多かった。そのため，これらの寺院は
大街沿いに建ち並んでいる。前述のように寺院の分布は常に商業活動，市場と関連している。
商業と祭祀活動が中国の都市では不可分に結びついている。 
また，図Ⅶ－2が示しているように北部の西便門（V－12の 2）から，宣武門西大街（V－
12の 2），長椿街（V－12の 3），宣武門外大街（V－12の 4），和平門（V－12の 5）までの一
帯は内城の南城壁の南側に沿って寺院が分布している。前述のように外城ができていなか
った頃，城壁付近に商人，百姓が集まり，自然に宅地が形成されていた。明代中期以降，人
口の増加，防衛の増強のために外城壁が増築され，外城の市街地が誕生した。かつての城壁
沿いだった一帯が最も賑やかな繁華街になった。こうした状況の中で寺院も建てられてい
る。図Ⅶ－2を参照するとこの一帯の敷地の地割が錯綜していることがわかる。狭い敷地は
大型廟が建設できないため，中型寺院，小型寺院が多い。しかも胡同内に分布している。ま
た，宣武地域の中部，広安門内大街の南側を見ると中型寺院，小型寺院が幹線道路に沿って
分布している。特に広安門内大街（V－14の 3）から，宣武門外大街（V－14の 4）までに中
型，小型寺院が集中する。その理由はここが宣武地域南部の中心市街地であるからと考えら
れる。住民が密集し，店舗も林立している。敷地の地割は幹線道路の北側に比べて少し広い
ように見える。さらに，宣武門外大街と菜市口大街の交差点は東西南北の要衝であるため，
敷地の地割を見ると住民の密度が高いことがわかった。人口が密集しているこの交差点は，
かつて罪人を処刑する場所であった。処刑場は怨念が深いため，寺院が数多く分布している
図Ⅶ－2 宣武地域の寺の分布状況 
（筆者作図） 
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と考えられている。 
 分布密度を見れば，V－13の 3が最も密度の高い地域である。2番目は V－14の 6，V－15
の 4である。これらの地域はすべて東西南北の幹線道路の両側にある。また，広安門内大街
から珠市口大街まで（V－13，V－14）の一帯に沿って多くの寺院が建てられている。表Ⅶ－
1に示しているように V－13の寺院総数は 8軒，V－14の寺院総数は 11軒である。図Ⅶ－2
を参照すると特に菜市口大街と宣武門外の交差点の東側（V－13の 6，V－14の 6）の密度が
高い。V－13の寺院の総数は V－14に比べて少ないが，総面積は広い。 
なぜこの地域にこれほどの寺院が建設されたかに関しては幹線道路が東西を貫き，宣武
地域の市街地の中心であることが大きい。また，崇文地域においても東西を貫いている幹線
道路があるが，宣武地域の幹線道路と同じように両側に寺院が密集していると推測される。
これは後文の崇文地域の地図上での分布状況を分析するときに判断できるだろう。 
図Ⅶ－1を参照すると地域の寺院密度は以下の計算によってその状況が把握できる。 
北部の範囲 5エリア，寺院総数 6軒，寺院密度 6/5＝1.2軒/エリア 
西部の範囲 4エリア，寺院総数 9軒，寺院密度 9/4＝2.25軒/エリア 
南部の範囲 5エリア，寺院総数 8軒，寺院密度 8/5＝1.6軒/エリア 
東部の範囲 2エリア，寺院総数 5軒，寺院密度 5/2＝2.5軒/エリア 
東部の寺院密度が最も高い。次は西部，南部の順で最後が北部である。寺院密度の計算に
よって宣武地域における寺院の分布の特徴は東部，西部，南部に密集しており，南部，北部
の市街地は疎らに分布していることがわかる。幹線幹線道路沿いに分布し，重要な交差点に
密集している。 
 B．庵 
各エリアにある庵（◆）の数は図Ⅶ－3に丸囲み番号で表している。仏教庵（◆）は宣武
地域の北部に分布している。特に広安門（V－13の 1）から広安門内大街（V－13の 2），牛
街（V－14の 1），宣武門西大街（V－13の 3）まで，西便門（V－12の 2）から，宣武門西大
街（V－12 の 2），長椿街（V－12 の 3），宣武門外大街（V－12 の 4），和平門（V－12 の 5）
まで，菜市口大街（V－14の 3），宣武門大街（V－14の 4），珠市口西街（V－14の 5）一帯，
図Ⅶ－3 宣武地域の庵の分布状況 
（筆者作図） 
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和平門（V－12の 6）から，騾馬市大街，珠市口西大街（V－13の 6，V－14の 6），菜市口大
街南側（V－15の 5）一帯に密集している。そして，宣武地域の西部の広安門（V－13の 1）
に大型庵が建てられている。また，宣武地域の東部にある騾馬市大街，珠市口西大街（V－
13の 6，V－14の 6），西部にある広安門内大街（V－13の 2）一帯，南部にある宣武門外大
街（V－16の 4）一帯に中型庵が建ち並んでいる。東部，中北部，西部，南部の胡同に小型
庵が散在している。 
 分布状況を見ると庵は 37 エリア中 27 エリアを占めている。占有率は 73％で 4 分の 3 未
満の地域をカバーしている。庵のほとんどが東部，北部，西部に位置している。特に騾馬市
大街（V－13 の 6），牛街（V－14 の 1），広安門内大街（V－13 の 3）に庵が密集している。
表Ⅶ－1が示しているように V－12，V－13，V－14のそれぞれの庵総数は 17軒，17軒，20
軒であり，総面積は V－13が 22,185㎡と V－14の 20,870㎡や V－12の 7,730㎡を遥かに
超えている。乾隆時代にはこの地域におおきな面積の庵が建てられており，宣武地域の庵の
本拠地であったと考えられている。また，東部の珠市口西大街に沿って中型庵が建っている。
前述のようにこの地は北京城の中軸線にある前門大街と珠市口大街の交差点にあり，外城
地域の東西南北の要衝であった。この地域は店舗が林立し，商業が栄えた繁華街でもあり，
商人の往来が多かった。さらに，地名を見ればわかるように，ここは真珠を販売する市場で
あった。客が集まり，寺院への参拝客も多かった。そのため，これらの庵は寺院と異なり胡
同の敷地に建ち並んでいた。前述したように宗教建築の分布は常に商売，市場と関連してい
る。商業，祭祀活動によって互いの交流が深められるからである。 
また，図Ⅶ－3が示しているように北部の西便門（V－12の 2）から，宣武門西大街（V－
12の 2），長椿街（V－12の 3），宣武門外大街（V－12の 4），和平門（V－12の 5）までの一
帯は寺院とは異なり，小型庵のみが散在している。一方，西部の広安門（V－13の 1）から，
広安門内大街（V－13の 2），宣武門外大街（V－13の 4），和平門（V－13の 5）までの一帯
の幹線道路沿いに庵が分布している。また，騾馬市大街（V－13の 6），和平門（V－12の 6）
一帯に庵が密集している。前述のように中軸線上にある前門大街は乾隆中期に北京城で最
も賑やかな繁華街になっていた。店舗が林立し，商人，百姓が集まる場所であった。騾馬市
大街（V－13の 6），和平門（V－12の 6）一帯は前門大街の西側の胡同の敷地に位置してい
る。繁華街までの距離が近いため，ここに庵が密集していたと考えられる。V－13エリアは
宣武門外大街と菜市口大街の交差点の西側に位置している。このエリアには庵が数多く分
布している。図Ⅶ－3 を参照すると庵は敷地の地割が錯綜している胡同に建てられている。
狭い敷地には大型庵が建設できないため，中型庵，小型庵が数多く建てられている。また，
V－12エリアは宣武門外大街に位置している。ここは 3軒の小型庵が街沿いに建ち並んでい
る。 
 分布密度を見れば，南横東外（V－15の 5），騾馬市大街（V－13の 6）が最も密度の高い
地域である。2番目は広安門（V－13の 1）である。表Ⅶ－1に示しているように V－13地域
の庵総数は 17軒，V－14の庵総数は 20軒である。図Ⅶ－3を参照すると菜市口大街と宣武
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門外の交差点の西側地域（V－13 の 3）の密度が高い。V－13 の庵の総数は V－14 に比べて
少ないが，総面積は広い。V－13，14地域にこれほどの庵が建設されている理由は幹線道路
が東西を貫き，宣武地域の市街地の中心であるためだと思われる。また，崇文地域において
も東西を貫いている幹線道路があるが，宣武地域の幹線道路と同じように両側に庵が密集
していると推測される。これは後文の崇文地域の地図上での分布状況を分析する時に判断
できるだろう。 
図Ⅶ－3を参照すると，宣武地域の庵密度は以下の計算からその状況が把握できる。 
東部の範囲 7エリア，庵総数 28軒，庵密度 28/7＝4軒/エリア 
中北部の範囲 8エリア，庵総数 17軒，庵密度 17/8＝2.13軒/エリア 
西部の範囲 7エリア，庵総数 16軒，庵密度 16/7＝2.29軒/エリア 
南部の範囲 7エリア，庵総数 10軒，庵密度 10/7＝1.428軒/エリア 
この数値からわかるように東部の庵密度が最も高い。次いで西部，中北部の順となり，最
後は南部である。庵密度の計算によって宣武地域の庵の分布の特徴は東部，西部に密集して
おり，南部，北部の市街地には疎らに分布していることである。主に幹線幹線道路沿いに分
布している。重要な交差点には密集していないが，前門繁華街の西側の胡同に密集している。 
 C．廟 
各エリアにある廟（▲）の数は図Ⅶ－4 に丸囲み番号で表している。民間信仰廟祠（▲）
は宣武地域の北部，中部に分布している。特に宣武門外大街（V－13の 4）と菜市口大街（V
－14の 4）の交差点の西側，東側，南側の宣武門西大街（V－13の 3），長椿街（V－12の 3），
宣武門外大街（V－12の 4），和平門（V－12の 5），菜市口大街（V－14の 3），宣武門大街（V
－14の 4），珠市口西大街西側（V－14の 5），騾馬市大街（V－13の 6），珠市口西大街（V－
14の 6），菜市口大街南側（V－15の 5）一帯に密集している。そして，宣武地域の西部の広
安門内大街（V－13の 2），宣武門外大街（V－12の 4）に大型廟が建てられる。また，宣武
地域の東部にある騾馬市大街，珠市口西大街（V－13の 6，V－14の 6），西部にある広安門
内大街（V－13の 2）一帯，南部にある宣武門外大街（V－16の 4）一帯に中型廟が建ち並ん
でいる。東部，中部，南部の胡同には小型廟が散在している。 
 分布状況を見ると，廟は 37 エリア中 23 エリアを占めている。占有率は 62％と半分以上
の地域をカバーしている。廟のほとんどが中部，北部に位置している。特に騾馬市大街（V
－13 の 6），和平門（V－12 の 6）に廟が密集している。表Ⅶ－1 が示すように V－11，V－
12，V－13，V－14，V－15 のそれぞれの廟総数は 1 軒，21 軒，13 軒，14 軒，11 軒であり，
総面積は V－11が 1394㎡で，以下，V－12が 1763㎡，V－13が 14,378㎡， V－14が 13,517
㎡，V－15が 9,008㎡である。V－11地域には廟は 1軒しかない，面積は最も広い。廟の数
は V－12 地域が最も多い。また V－16 の平均面積が最も低いことがわかった。V－12，13，
14，15 の地域においては廟が密集している。V－13 の 2 から V－13 の 6 までの地域におい
ては大型廟，中型廟，小型廟が建てられており，宣武地域における廟の本拠地と考えられて
いる。また，幹線幹線道路の南側に中型廟，小型廟が数多く位置している。 
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 分布密度を見れば，東部の和平門（V－の 6），騾馬市大街（V－13 の 6）が最も密度の高
い地域である。2番目は広安門内大街（V－13の 2）一帯である。表Ⅶ－1に示しているよう
に V－12地域の廟総数は 21軒で，以下，V－13地域 13軒，V－14地域 14軒，V－15地域 11
軒となっている。図Ⅶ－4 を参照すると菜市口大街と宣武門外の交差点東側（V－13 の 5）
の密度が高い。V－13の廟の総数は V－14に比べて少ないが，総面積は広い。V－13，14地
域にこれほどの廟が建設されている理由は幹線道路が東西を貫き，宣武地域の市街地の中
心であるためと考えられる。また，崇文地域においても東西を貫いている幹線道路があり，
宣武地域の幹線道路と同じように両側に廟が密集していると推測される。これは後文の崇
文地域の地図上での分布状況を分析する時に判断できるだろう。 
図Ⅶ－4を参照すると宣武地域の廟密度は以下の計算によってその状況を把握できる。 
東部の範囲 5エリア，廟総数 27軒，廟密度 27/5＝5.4軒/エリア 
西部の範囲 5エリア，廟総数 9軒，廟密度 9/5＝1.8軒/エリア 
南部の範囲 8エリア，廟総数 23軒，廟密度 23/8＝2.875軒/エリア 
東部の廟密度が最も高く，次いで南部，最後には西部となっている。廟密度の計算によっ
て宣武地域の廟の分布の特徴は菜市口大街，宣武門外大街の交差点周りの東部，西部，南部
に密集しており，西部の市街地においては疎らに分布する。幹線幹線道路の重要な交差点も
密集している。 
D．観，儒教廟，清真寺 
各エリアにある道教観（●），儒教廟（☆），清真寺（ ）の数は図Ⅶ－5に丸囲み番号で
表している。道教観は宣武地域の和平門（V－12の 5）に 1軒，宣武門西大街（V－13の 3）
に 1軒，白紙坊西街，陶然亭路（V－16の 3，5）に 2軒分布している。儒教廟は全部東南部
の山川壇にある。清真寺は牛街（V－14の 3）に 2軒ある。特に儒教廟は乾隆時代に皇帝が
豊年を祈るために祭祀を行う場所であった。乾隆帝はここで農耕生活を擬似体験し，土地に
自ら敬意をささげ，農業を重視している皇帝の姿を天下の臣民に示していた。前述のように
図Ⅶ－4 宣武地域の廟の分布状況 
（筆者作図） 
 98 
 
宣武地域は多くの民族が雑居している多信仰の地域であった。牛街は回族の居住地である
ため，ムスリムの食堂が多い。北京において面積が最も広い牛街清真寺がここに位置してい
る。現在の北京でも，牛街一帯は回族が居住している独特な地域である。また，図Ⅶ－5を
参照すると東北部の和平門一帯は前述のように前門大街の西側に位置している。敷地の地
割が狭く錯綜している。乾隆時代，この地域に清真寺が建設されていた。これによって前門
大街の西側に回族が居住していることがわかる。 
最後に，道教観であるが，道教の大型観と中型観 3 軒が南部の市街地の境に散在してい
る。観は市街地の辺縁に位置しているため，住民は少ないが，敷地の面積は広い。上述の道
教観，儒教廟，イスラム教の清真寺は全部胡同に位置している。一方，寺，庵，廟はほとん
ど幹線道路，繁華街に沿って建設されている。その理由を考えると儒教廟を除き寺，庵，廟
に比べて，観，清真寺の宗教勢力が弱いことが挙げられる。また，宣武地域における信仰の
傾向として，道教に比べて仏教，民間信仰の方が人気があったと考えられている。 
 分布状況を見ると観，儒教廟，清真寺は 37 エリア中 9 エリアを占めている。占有率は
24.3％で 4分の 1未満の地域をカバーしている。図Ⅶ－5が示しているように儒教建築は東
南部に密集しており，分布範囲が最も狭い。清真寺は牛街の回族居住区，和平門周辺の胡同
に位置している。分布範囲は 2エリアに限定されている。道教観は市街地の南部の境，和平
門一帯，広安門内大街北側の胡同に分布している。分布範囲は 5エリアをカバーしており，
道教観の分布範囲が最も広くなっている。 
 分布密度を見れば，儒教廟が最も高く，次いで清真寺，道教観となっている。表Ⅶ－1を
参照すると宣武地域の儒教廟の総数は 4軒，総面積 68,172㎡，平均面積 17,043㎡である。
清真寺の総数は 3 軒，総面積は 17,790 ㎡，平均面積は 5,930 ㎡である。道教観の総数は 5
軒，総面積 16,871㎡，平均面積 3,374㎡である。道教観の数が最も多いが，平均面積は最
も狭い。一方，儒教建築の平均面積が最も広い。清真寺は平均的な数値をとなっている。 
図Ⅶ－5を参照すると宣武地域の儒教廟，清真寺，道教観の密度は以下の計算によってそ
の状況を把握できる。 
儒教廟の範囲 2エリア，廟総数 4軒，廟密度 4/2＝2軒/エリア 
図Ⅶ－5 宣武地域の観，廟（儒教），清真寺の分布状況 
（筆者作図） 
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清真寺の範囲 2エリア，寺総数 3軒，寺密度 3/2＝1.5軒/エリア 
道教観の範囲 5エリア，観総数 5軒，観密度 5/5＝1/エリア 
東南部の儒教廟の密度が最も高い。次いで清真寺，道教観の順である。 
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 表Ⅶ－1 清乾隆中期（1750年）北京外城宣武地域の宗教建築の分類と面積 
グ
リ
ッ
ド 
グ
リ
ッ
ド
内
廟
数 
仏教寺廟 
  
仏教庵 
  
民間廟祠 
  
儒教廟宇 
  
道教宮観 
  
イスラム教
清真寺 
  
名称 
寺数 
面積
（㎡） 
名称 
庵数  
面積
（㎡） 
名称 
廟，祠
数面積
（㎡） 
名
称 
 廟
宇数
面積 
（㎡） 
名
称 
宮観数
面積
（㎡） 
名
称 
寺数面積   
（㎡） 
V－11 
1 
なし 
0 
なし 
0 
関帝廟 1 廟祠  
1394 
なし 
0 
なし 
0 
なし 
0 
V－12 
48 
紫金
寺，竹
林寺，
接待
寺，永
光寺，
観音
堂，延
寿寺，
延寿
寺，観
音寺 
8 寺  
23,258 
弥陀庵，吉
祥庵，大従
庵，軒轅
庵，孔雀
庵，地蔵
庵，三義
庵，朝慶
庵，松筠
庵，地蔵
庵，三元
庵，地蔵
庵，五聖
庵，五聖
庵，福徳
庵，抬頭
庵，三聖庵 
17 庵   
7,330 
五道廟，七
聖廟，霊観
廟，三忠
祠，三廟，
土地廟，灶
君廟，関帝
廟，廟，関
帝廟，龍王
廟，廟，関
帝廟，廟，
廟，真武
廟，関帝
廟，太歳
廟，大弘
廟，火神
廟，真武廟 
21 廟祠 
17,663 
なし 
0 
仁威
観 
1 観   
3,113 
礼拝寺 
1 寺   
1,779 
V－13 
39 
帰義
寺，妙
喜寺，
善国
寺，長
寿寺，
広華
寺，円
通寺，
万仏
寺，給
孤寺 
8 寺  
65,586 
松林庵，慈
済庵，□月
□（水月
庵），白衣
庵，白衣
庵，三聖
庵，天仙
庵，白衣
庵，永興
庵，五聖
庵，清風
庵，観音
庵，延寿
庵，準提
庵，玉極
庵，□□
庵，観音庵 
17 庵  
22,185 
廟官閣（三
官廟），真
武廟，関帝
廟，関帝
廟，鉄老観
廟，関帝
廟，玉皇
廟，五聖
廟，五道
廟，火神
廟，貴子
廟，火神
廟，馬神廟 
13 廟祠 
14,378 
なし 
0 
玉虚
観 
1 観   
2,372 
なし 
0 
V－14 
47 
宝応
寺，聖
恵寺，
増寿
寺，小
寺，報
国寺，
保安
寺，崇
興寺，
響鼓
寺，万
明寺，
華厳
寺，仁
寿寺 
11 寺  
49,961 
広寧庵，三
聖庵，韋馱
庵，聖教
庵，宏玄
庵，白衣
庵，宗境
庵，華厳
庵，観音
庵，娥媚
院，浄土
庵，太平
庵，福徳
庵，水月
庵，伏魔
庵，白衣
庵，観音
庵，三元
庵，地蔵
庵，五聖庵 
20 庵  
20,870 
東岳廟，土
地廟，水神
廟，七聖
祠，馬王
廟，城隍
廟，伏魔
廟，小廟，
伏魔廟，玉
皇廟，土地
廟，灶君
廟，関帝
廟，霊観廟 
14 廟祠 
13,517 
なし 
0 
老君
地 
0 
礼拝
寺，礼
拝寺 
2 寺  
16,011 
V－15 
28 
千仏
寺，曇
花寺，
崇効
寺，法
源寺，
聖安
寺，千
仏寺，
弘福
寺，通
法寺 
8 寺  
46,492 
乾静庵，伏
魔庵，椅子
庵，弥陀
庵，三聖
庵，清慈
庵，三聖
庵，三元
庵，三聖庵 
9 庵   
6,601 
救苦廟，三
官廟，真武
廟，景忠
廟，白馬
廟，火神
廟，関帝
廟，薬王
廟，関帝
廟，龍王
廟，三聖廟 
11 廟祠 
9,008 
なし 
0 
なし 
0 
なし 
0 
V－16 
18 
龍泉寺 
1 寺   
5,545 
三聖庵，永
護庵，天仙
庵，延慶
庵，松柏
庵，毘廬 8 庵   
13,935 
龍王廟，三
観廟，財神
廟，土地廟 
4 廟祠  
2,225 
太歳
殿，
旗寿
殿，
居服
殿 
3 廟
宇 
18,68
0 
弘仁
万寿
宮，
□清
観
（三
2 宮観  
9,073 
なし 
0 
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庵，伏魔
庵，七聖庵 
清
観） 
V－17 
5 
興林寺 
1 寺   
623 
三義庵，観
音庵 2 庵   
1222 
なし 
0 
神祇
壇 
1 廟
宇 
49492 
大清
観 1 宮観  
2313 
なし 
0 
合
計  
 
37 寺 
191,465  
73 庵  
72,143  
64 廟祠 
58,185  
4 廟
宇 
68,17
2  
5 宮観 
16,871  
3 寺  
17,790 
廟
平
均
面
積  
㎡ 
  
  5,175   988   909   
17,04
3   3,374   5,930 
グリッド V－11～V－17  
    V－11 （西～東）西便門 
    V－12 （西～東）西便門，宣武門西大街，長椿街，宣武門外大街，宣武門，和平門 
    V－13 （西～東）広安門，広安門内大街，宣武門外大街，騾馬市大街 
    V－14 （西～東）牛街，菜市口大街，宣武門大街，珠市口西大街 
    V－15 （西～東）棗林前街，右安門内大街，南横西街，菜市口大街，南横東街，北緯路 
    V－16 （西～東）広安門南街，南菜市街，白紙坊西街，右安門内大街，宣武門外大街，陶然
亭路，太平街，天橋 
    V－17 （西～東）右安門，右安門濱河路，右安門東街，永定門西街 
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２．崇文地域の宗教建築の分布 
 
 本節は崇文地域の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況を図，表で説明する。
そして，分布状況の形成を促した理由の分析を試みる。 
 
（１）崇文地域の位置づけ 
 崇文地域は，図Ⅵ－1 のように，外城の東半分の区域にあった。「崇文」という名称はか
つてここに崇文門という城門があったため，1949 年に中華人民共和国が成立した後，この
地域を崇文地域と称するようになった。北京は首都としての歴史が長く，特に乾隆時代は，
当時の政治，経済の中心であり，都市の規模も全国最大であった。乾隆時代の北京の商業は
清代で最も発展したものであった。その中で崇文地域は商業が最も卓越していた地域であ
った
151。北京周辺地区の商人は上京して正陽門（前門大街）大通りに沿って店舗を開くことが多
かった。図Ⅶ－6のようにこの地区の道路は重要な大通りが東西南北の碁盤目状に走ってい
るが，その内部の道路は迷路状になっていた。歓楽街と商店街はこの混沌とした内部道路網
の中に存在していた。この地区では外来人口の増加と商業の繁栄に伴い，図Ⅶ－6にみられ
                                                   
151 朱彜尊『日下旧聞考』1688（引用は于敏中等『日下旧聞考』北京古籍出版，1981による）第一冊 
P.887「今正陽門前，棚房比櫛，百貨雲集，較前代尤盛。足徴皇都景物殷繁，既庶且富云。」（訓読）
「今正陽門前，棚房比櫛し，百貨雲集し，前代に較べ尤も盛んなり。皇都の景物殷繁にして，既に庶
かつ富なりと云う。」，887頁。 
図Ⅶ－6 崇文地域の宗教建築の分布状況 
（筆者作図） 
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るように道路網の中に，庵（◆），祠（●），廟（▲）が多数建設された。また，この地区に
は天を祭祀する場所である天壇が所在している。儒教廟宇も数多く集まり，崇文地域の西南
角に広い面積の土地を占めていた。 
 
（２）当時の宗教建築の分布状況  
『乾隆図』と『北京古建築地図集』を利用して，清代乾隆中期の北京外城の東南地域の宗
教建築，城門の分布図（図Ⅶ－6）を作成した。崇文地域全範囲を東から西に 7等分し，南
から北に６等分して 42のエリアに分けられる。次に，各種宗教建築についてエリアごとに
述べる。 
 A．寺院 
各エリアにある寺（■）の数は図Ⅶ－7に丸囲み番号で表している。仏教の寺（■）はほ
とんど V-13エリアの東西に走っている大通りに沿って分布している。この大通りは宣武地
域の東西に走っている幹線道路と繋がっている。この大通りは西の広安門から東の広渠門
までである。 
B．庵 
図Ⅶ－8 に示したように仏教庵（◆）はほとんど V-12，V-13，V-14 のエリアに分布して
いるが，破線で囲んだ範囲は特に多い地区である。これらの地区は V-13エリアを東西に走
図Ⅶ－7 崇文地域の寺，廟（儒教），清真寺の分布状況 
（筆者作図） 
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っている大通りの北側の居住区にある。 
 
C．廟 
民間廟はエリア V-12，V-13，V-14 と V-15 の 2 列目と V-17 の 5，6 列目に分布している
（図Ⅶ－9）。ほとんどが天壇公園と龍潭湖公園以外の居住区の中にほぼ，まんべんなく分布
している。 
D．観 
一方，道教観（●）は交差点と市街地の辺縁に位置している。 
E．儒教廟 
儒教廟（★）はエリア V-15の 4列目，V-16の 4，5，6列目に分布している。ここは皇
帝が天を祭る天壇である。図Ⅶ－7に示しているように儒教建築は天壇に集中的に分布して
いる。 
F．清真寺 
清真寺（ ）は北城壁に近接する V－12地
域に位置している。崇文地域に税関があるた
め，この地域には全国各地から来た商人，百
姓が居住していた。清真寺がここに位置する
のは回族が付近に数多く在住していることを
証明している。 
それぞれのエリアにおける宗教建築を集計
し，種類によって分類し，また，各々の宗教
建築の位置を確定した後，筆者は『乾隆図』
を利用して地図上の縮尺によって実際距離を
計算してそれぞれの面積をものさしで計って
測定した。表Ⅶ－2は各エリアにおける宗教
建築の数と名称及び面積の計測の結果であ
る。図Ⅶ－7 と表Ⅶ－2 によると，仏教の寺
の多くは該当地区の大通りに沿って位置し
ている。寺の数は 39ヵ所だが，面積は 498，
784㎡に達している。というのは，寺は仏教
の中で常に本院として建てられ，広大な土地
を利用するため大通りに沿って立地する傾
向を持つからである。 
儒教廟の多くは該当地区の西南に位置し
ている。ここは天壇が存在する。建築規制で
豪壮な建築を象徴すると考えられる鯱は，儒
図Ⅶ－8 崇文地域の庵の分布状況 
（筆者作図） 
図Ⅶ－9 崇文地域の廟の分布状況 
（筆者作図） 
 105 
 
教廟宇にしか見られない（図Ⅶ－6 を参照）。儒教廟宇は崇文地域には数が少ないが，面積
は 179,496 ㎡と非常に大きい。儒教を重視する当時の皇帝は他の宗教建築よりも大規模な
儒教廟を建設したと推測できる。 
道教観とイスラム清真寺は該当地域の交差点や居住区の辺縁地帯に分布している。数は
少ないが，道教観は 1軒当り平均 3,445㎡であり，清真寺は 10,108㎡である。仏教の寺は
12,789㎡でやや大きい。仏教庵はわずか 1,631㎡，儒教廟は 16,317㎡，民間廟は 2,173㎡
である。道教観の 1軒当りの平均面積は民間廟祠や仏教庵を上回るが，他と比べれば小規模
な宗教建築といえる。清真寺は該当地域に 1ヵ所しかないが， 10,000㎡を超える大規模な
宗教建築である。 
仏教庵の多くは該当地域の大通りの北の居住区に位置している（図Ⅶ－8，表Ⅶ－2 を参
照）。庵の数は 82で，面積は 133,744㎡にすぎない。庵の数は寺の 2倍以上だが，総面積は
寺の 3分の 1弱しかない。かつて中国社会には女子は貞節を守るという意識が強く存在し，
夫が世を去ると庵で尼になる例が多かった。居住区に多数の庵があり，庵の数は多いが，
各々の面積は狭く男尊女卑の意識がなお強いことが分布パターンからも推測できる。 
民間廟の多くは天壇と龍潭湖以外の居住区に位置している。民間廟の数は 73だが，面積
は 158,654㎡である。庵の数とほぼ同じだが，総面積は少し上回っている。しかし，庶民が
発的に建設したものであるため，1軒当りの平均面積は非常に小さい。 
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表Ⅶ－2 清乾隆中期（1750年）北京城外城崇文地域の宗教建築分類と面積 
グリッ
ド 
グ
リ
ッ
ド 
 
 
 
 
 
 
内
廟
数 
仏教廟 
  
仏教庵 
  
民間廟祠 
  
儒教廟宇 
  
道教宮観 
  
イスラム教清真
寺 
  
名称 
廟数 
面積
（㎡） 
名称 
庵数  
面積
（㎡） 
名称 
廟，祠
数面積
（㎡） 
名称 
 廟宇
数面積
（㎡） 
名称 
宮観数
面積
（㎡） 
名称 
寺数面
積   
（㎡） 
V－12 
6
4 
雲深所，
平林院，
崇興寺，
明教寺，
洪福寺 
5 廟  
20,008 
天仙庵，天仙庵，
海潮庵，白衣庵，
観音庵，観音庵，
三教庵，弥勒庵，
三聖庵，白衣庵，
伏魔庵，白衣庵，
無量庵，水仙庵，
白衣庵，白衣庵，
□聖庵，極楽庵，
朝陽庵，観音庵，
三教庵，華厳庵，
観音庵，五聖庵，
準提庵，白衣庵，
白衣庵 27 庵  
26520 
真武廟，関帝
廟，薬王廟，小
廟，火神廟，土
地廟，灶君廟，
関帝廟，玄帝
廟，土地廟，火
神廟，関帝廟，
霊祐祠，土地
廟，簫公廟，土
地廟，高廟，観
音閣，三官廟，
関帝廟，七聖
閣，玉皇廟，火
神廟，火神廟，
火神廟，火神廟 
26 廟祠 
34014 
  
  
蟠桃
宮，
太平
宮，
泰山
行
宮，
曇恩
観，
崇貞
観 
5 宮観 
20041 
花市
清真
寺 
1 廟  
10108 
V－13 
8
8 
隆安寺，
福寧寺，
安化寺，
臥仏寺，
白雲寺，
天龍寺，
萬福寺，
観音寺，
地蔵寺，
永寿寺，
天慶寺，
明因寺，
慈源寺，
清化寺，
積善寺，
南泉寺，
乾泰寺，
雲居寺，
古仏堂，
鉄泉寺，
鉄山寺，
安国寺 
22 廟 
182,36
8 
魯班庵，光母庵，
観音庵，龍王庵，
盧聖庵，大義庵，
弥勒庵，毘盧庵，
天仙庵，準提庵，
龍興庵，観音庵，
宝慶庵，大悲庵，
観音庵，福喜庵，
興隆庵，無生庵，
白衣庵，法雲庵，
大慈庵，白衣庵，
地蔵庵，天慶庵，
太歳庵，海潮庵，
普賢庵，大西竺
庵，小西竺庵，玉
泉庵，観音庵，五
聖庵，白衣庵，龍
興庵 
37 庵  
60,117 
宣霊廟，三官
廟，三官廟，土
地廟，五顕廟，
忠□，馬神廟，
五道廟，土地
廟，廟，火神
廟，関帝廟，□
□廟，関帝廟，
関帝廟，玄帝
廟，火神廟，土
地廟，真武廟，
関帝廟，雷祖
廟，三官廟，関
王廟，大帝廟，
精忠廟，三官
廟，関帝廟，龍
王廟，真武廟，
廟（30） 
30 廟祠 
75,447 
  
  
泰山
行宮 
1 宮観  
2,592 
    
V－14 
3
6 
華厳寺，
円覚寺，
弥陀寺，
法華院，
弘済院，
夕照寺，
北台，南
台 
8 廟  
88,400 
龍王庵，□庵，護
法庵，妙聖庵，華
厳庵，水月庵，観
音庵，三教庵，観
音庵，古仏庵，三
聖庵，大雄庵 
12 庵  
23,521 
火神廟，関帝
廟，三官廟，南
極廟，天仙廟，
龍王廟，真武
廟，五火廟，関
帝廟，薬王廟，
霊官廟，真武廟 12 廟祠 
43,426 
  
  
東極
宮，
闘母
宮，
霊祐
宮，
洪慈
道院 
4 宮観 
12,117 
    
V－15 
1
1 
拈花寺 
1 廟  
184,68
0 
双竜庵，雲集庵，
薬王庵 
3 庵   
5,572 
関帝廟，五虎廟 
2 廟祠  
3,564 
神
庫，
皇乾
殿，
大享
殿，
先農
壇 
4 廟宇 
11,016 
道士
観 
不明 
    
V－16 
5 
法蔵寺 
1 廟   
7,776 
三義庵 
1 庵   
3,888 
関帝廟 
1 廟祠  
1,296 
犠牲
所，
皇穹
宇，
円丘
壇，
齋戒
宮，
神楽
所，
凝禧
殿，
齋宮 
7 廟宇
168,48
0 
太陽
宮，
二聖
祠 
2 宮観 
10,044 
    
V－17 
1
3 
天寿寺，
佑聖寺 2 廟  
15,552 
甘露庵，吉祥庵，
地蔵庵，永寿
庵，観音庵 
5 庵   
14,126 
□□廟，関帝
廟 2 廟祠  
907 
  
  
  
      
合計  
39 
498,78
4 82 
133,74
4 73 
158,65
4 11 
179,49
6 13 44,794 1 10,108 
廟平均
面積  
㎡ 
  
  12,789   1,631   2,173   16,317   3,445   10,180 
 
グリッド V－12～V－17  
    V－12 （東～西）東便門，花市大街，崇文門東大街，崇文門外大街，崇文門，興隆街，前門
東大街，前門，前門箭楼 
    V－13 （東～西）広渠門，広渠門内大街，崇文門外大街，珠市口大街 
    V－14 （東～西）広渠門南濱河路，夕照寺街，幸福大街，崇文門大街，天壇路，永定門内大
街北部と前門大街南部のつながる部分 
    V－15 （東～西）広渠門南濱河路，光明路，体育館路，天壇東路，天壇，永定門内大街 
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    V－16 （東～西）広渠門南濱河路，天壇東路，天壇，永定門内大街， 
    V－17 （東～西）佐安門，佐安門濱河路，永定門東街，永定門 
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（３）『乾隆図』の宗教建築の残存度  
 
 
乾隆時代の北京には 1000以上の宗教建築が存在していた。しかし，過去の都市計画によ
る宗教施設の統廃合が著しく北京の都市景観は大きく変化している。 
崇文地域には仏教，民間宗教，儒教，道教，イスラム教の建築が計 217ヵ所分布していた。
儒教廟宇はすべて今なお現保存している。それらは山川壇（先農壇）と天壇の大享殿（写真
Ⅶ－1），皇乾殿，神庫，皇穹宇，円丘壇，犠牲所，齋戒宮（写真Ⅶ－2），神楽所，凝禧殿な
どである。崇文地域唯一の清真寺（写真Ⅶ－3）も現存している。 
一方，仏教寺院は総数 39ヵ所であったが，現在は積善寺，隆安寺（写真Ⅶー４），夕照寺，
法華寺（写真Ⅶー５），佑聖寺，観音寺の 6ヶ所しか残っていない。積善寺は正殿だけが残
存し，隆安寺は修復作業を実施している。夕照寺は財団によって修復され，すぐ隣にホテル
を建て，今の夕照寺はこのホテルの一部となり，中国の伝統文化の展示館になっている。法
華寺は一般の住宅になり，3世帯がここに住んでいる。佑聖寺と観音寺は廃され，建物のみ
が残されている。仏教庵は総数 82であるが，現在はすべて消失した。一方，道教宮観は総
数 13ヵ所であるが，これもすべて消失している。 
民間廟祠は総数 73ヵ所であるが，薬王廟，火神廟の 2ヵ所しか残っていない。薬王廟は
現在高校の校舎として使用されている。筆者が調査に行ったとき，ちょうど保存修復中であ
った。火神廟は現在崇文地域図書館として使用されている。関帝廟は現在石碑のみが残って
写真Ⅶ－1 大享殿           写真Ⅶ－2 齋戒宮         写真Ⅶ－3 清真寺 
（筆者撮影） 
写真Ⅶ－4 隆安寺         写真Ⅶ－5 法華寺       写真Ⅶ－6 袁崇煥祠 
（筆者撮影） 
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いる。碑面には関帝廟の建設年代と面積と部屋の数が記録されている。袁崇煥祠（写真Ⅶー
６）は明の名将袁崇煥を祭る祠である。清の軍隊に抵抗した袁崇煥は，清代にとって敵であ
るので祭ることが禁止されたが，庶民は隠れて信仰していた。そのため『乾隆図』には袁崇
煥祠が表記されなかったと推定される。1782 年乾隆帝により袁崇煥の名誉回復に関する勅
命が下された。 
以上述べたように崇文地域の宗教建築保存の状況は，儒教廟宇とイスラム教の清真寺及
び一部の寺院と民間廟祠は残存しているが，仏教庵と道教宮観が都市開発によってすべて
消失してしまった。一方，儒教廟宇は名所として保存されたが，かつてのような祭祀の役割
は持ってない。同様に仏教寺院もホテルや住宅として使われている。民間廟祠はほとんど消
失し，残っている建築の中には学校や図書館としてに使われているものもある。しかし，本
区には一軒しかないが，イスラム教清真寺のみは未だにアホン（イスラム教僧侶）が住み，
宗教施設と信者の集会所としての役割を果たしている。 
儒教廟宇の写真を見ると建築の壮大さ，赤色の壁，青色と緑色の瑠璃瓦，棟の両端に立つ
大きな鯱がその特徴となっている。一方，仏教寺院と民間廟祠での灰色の壁，瓦屋根で柱の
みが赤色であることがその特徴である。儒教を崇敬する清代の統治者は，社会階層によって，
服装の様式，建築の様式と規模，装飾の数と種類などの厳しい規則を設けた。そのため建築
景観多様化への方向性は抑えられた。換言すれば，儒教の「等級思想」は各宗教建築の景観
の差異形成に影響を与えるだけの力を持っていたと考えられる。 
 
（４）小結 
 本節では，(１)で崇文地域の位置づけに言及し，乾隆時代の北京の崇文地域全体的な宗教
環境及び宗教建築の分布状況を説明した。次に（２）で，『乾隆図』の仏教寺院，仏教庵，
民間信仰廟，儒教廟，イスラム教清真寺，道教観の分布状況を分析し，崇文地域を事例とし
ての宗教建築の景観の対照を試みた。最後に，宗教建築の分布の特徴と景観の特徴の形成の
理由を考察した。（３）で『乾隆図』における崇文地域の宗教建築の残存度を考察した。宗
教建築の酷い破壊状況を考察した。 
乾隆時代，北京の崇文地域では，儒教廟宇は数少なかったが，崇文地域の面積の 4分の 1
を占めていた。また，儒教廟宇は北京の中軸線の南端に建設されたことが明らかになった。
そして，崇文地域の仏教寺院のほとんどは重要な道路に沿って建築されていた。数では最も
多い庵であるため，居住区の街中（胡同）に散在する傾向が強い。崇文地域の宗教建築の平
均面積は，儒教廟宇が 16,317 ㎡，仏教寺院が 12,789 ㎡，イスラム教清真寺が 10,108 ㎡，
道教宮観が 3,445 ㎡，民間廟祠が 2,173 ㎡と仏教庵が 1,631 ㎡の順に小さくなることが明
らかになった（表Ⅶ－2）。 
 一方，乾隆時代の北京崇文地域にみられる宗教建築については図Ⅶ－2に示したように儒
教廟宇の周辺は緑地の面積が広いが，他の宗教施設は街の中に分布しており緑地は見られ
ない。また，写真から見ると，儒教廟宇の建築は豪壮であるが，他の宗教施設の建築は地味
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である。儒教の「等級思想」は他の宗教の建築にも影響を与えていると思われる。 
 過去の北京城に対する研究は，主に都市計画，空間構造，及び建築様式について注目して
きた。前二者の研究は都市全体を論じるものであるが，建築様式の研究については個々の建
築に対して論じられている。そして，北京城の『歴史地理地図集』は 1980年代には刊行さ
れていたが，未だそれを用いた分析は十分ではない。 
 本節では，北京城内の『乾隆図』に描かれた宗教建築を『北京古建築地図集』（2009）の
基図上に落として，宗教別に建築群の分布と面積を整理した。これは，各宗教信仰の普及程
度と深い関係がある。 
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Ⅷ．結論 
 
 
本論文では，第Ⅰ章の序論で研究の背景，目的，方法，分析手順を述べた。 
 
第Ⅱ章では，中国の宗教建築を扱っている日本と中国の 1980年以降の代表的な書籍と論文
を論評，紹介し，中国の宗教建築の発展の道筋を把握した。特に日中の研究者による視点と
手法をめぐって中国の宗教建築に関するこれまで行われてきた諸研究の動向を概観し，将
来の研究方向に対する展望を試みた。 
第１節では中国における道教建築，仏教建築，イスラム教建築，民間信仰建築，宗廟建築の
発展史。第 2節では建築学，歴史学，地理学における宗教建築の研究手法，注目点を列挙し
た。第 3節は将来の歴史地理学における宗教建築の研究方向を展望した。中国の宗教建築の
発展の道筋，及び各分野における中国の宗教建築に関する諸研究の動向，主要著作をもとに
方法論，主張，注目点，研究手段によって一覧表にまとめた。 
以下その結論である。建築学からの都市計画に関する中国の宗教建築の研究は，建築の分布，
宅地の基準，分割，都市景観の変化，建築史は宗教建築の発展の源流に注目している。歴史
学は宗教建築に関する史料を解釈し宗教建築の歴史の流れをとらえることを目的にしてい
る。都市のコスモロジ－に関する研究では宗教建築による一定の世界観と現実のプランと
の異同に目を向けている。歴史地理学は宗教建築を研究対象にして，数，分布を数値，表，
地図で分析し，総合的な分析を行う点に特徴がある地図の計量な分析に特色をもつ。中国の
宗教建築に関する諸研究を行う上で，宗教建築の復原を継続的に行うことが必須である。今
後の歴史地理学における宗教建築の研究方向として歴史的都市における宗教建築の位置の
変遷を示す分布図の作成は重要である。また，宗教建築の復原分布の平面図のみならず， 
GIS や 3D などの技術を利用して北京の宗教建築の三次元の景観図を作成するべきである。
さらに，都市景観の変遷を三次元の視覚体験で明らかにしていくことが有効であると筆者
は考えている。 
 
第Ⅲ章では，元，明，清（1267－1911）の時代における北京城の位置と規模の変遷の探求を
試みた。各時代，各時期における北京城の位置と規模はそれぞれ異なる。先行研究の地図資
料を利用し，元，明，清の 3時代において北京城を形成する際に受けた影響を検討した。 
城壁の取り壊し，増築に対し，唯一変容していなかったのは北京城の南北を貫く中軸線であ
ると考えられているが，以下の 2つの観点から必ずしもそうとは限らない。まず，中軸線が
同じ位置にあることを確定できる時期は明代と清代のみである。正陽門，紫禁城，鐘楼，鼓
楼の位置は移動していない。胡介中，李菁，李路珂，王南は元の大都が皇城，宮城を大都の
中軸線にしていると考えている。中軸線は南の正門の「麗正門」，皇城の正門「櫺星門」，宮
城の「崇天門」，後門の「厚載門」，「万寧橋」，都市の中心部である「中心閣」を貫いており，
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この中軸線は現在の北京の中軸線と一致していると指摘されている。一方，候仁之は 1368
年大都が攻め落とされた後，湖の東岸にある皇宮が取り壊され，これによって元の「王気」
を壊すことができたとし，1403 年永楽帝が元代の皇宮の位置に紫禁城を建設するが，その
際，北宮壁が南へ縮められ，東宮壁が東へ移動したため，新しい中軸線は東へ移動している
と指摘する。中軸線の変更の理由は以下の 2点である。 
①1368 年城壁の南への移動を経て，鐘楼が都市の中心位置を占めなくなっていた。 
②北京を首都に決めた際に新しい鐘楼が東に移動した。 
 いわゆる新しい鐘楼は新しい中軸線に位置している。鐘楼を移動させた理由は積水潭が
旧鐘楼と皇宮の間にあり，湖が中軸線を切断しているからである。新しい鐘楼と紫禁城が東
南へ移動することで，皇城の北門から鐘楼までの道路を建設できるようになった。 
元の大都の中軸線と明代北京城の中軸線が一致していないという候仁之の研究成果は 1949
年に出された英国のリバプール大学の博士論文の内容であり，2013 年候仁之が亡くなる前
に中国で初めて発表されたものである。研究内容と引用文献を参考にすると候仁之は文献，
史料の調査に対して極めて真摯な態度で研究していたことが認められる。文章も簡単明快
である。調査データと結論の信用性が高く，学術価値が極めて高い。一方，『北京古建築地
図』（2008）は北京の都市計画，歴史，地理，地図に関する情報をまとめた集大成の本であ
る。本論文では重要な先行研究資料として活用にした。研究価値は決して低いわけではない
が，史料，先行研究で検証できる部分をさらに慎重に検討すれば，中軸線の相違が発覚する
と思われる。 
 
 第Ⅳ章では，中国の元，明，清の宗教建築の装飾文様である瑞祥の守護神，屋根様式－身
分の象徴，空間配置－風水の運用を検討した。 
第 1節では中国の元，明，清の宗教建築の装飾文様―瑞祥の守護神を検討した。まず北京
の歴史的な建築（壇，廟，寺，観及び王府とする）の分布図とそれらの建築にみられる装飾
文様の一覧表を作成した。次いで，その特徴を検討した。最後に，典型的な都市の歴史的な
建築に見られる装飾文様の比較を通し，装飾文様によって反映されている守護神に対する
崇拝文化を検討した。 
検討した結果，元，明，清の北京城にある宗教建築は主として内城に分布していることが
わかった。現在の北京の都市計画はかつての城壁の形に基づいて成立したものである。後の
清代になると，満州の貴族と官僚のほとんどが内城に住むことになった。そのため，民族的
差別と住環境を改善するために，漢民族を外城に移住させた。崇文区と宣武区は当時完成し
た外城の区域の一部である。内城の面積は外城より広く，北京城の総面積の三分の二を占め
ている。そのため，広い敷地の寺院が林立し，住宅地と宗教用地の区域計画と空間配置も整
然としている。 
それに対して，外城には住宅用地がほとんどの土地を占めているため，宗教施設の数も少
なくなる。また，外城の宗教施設は数のみならず，寺院建築の規模においても北城より大き
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く劣っている。寺院の装飾文様の巧妙さと細緻さも北城の寺院とは比べものにならない。し
かし，皇族に属する天壇（皇帝が天を祭祀する場所）は例外である。これらの理由によって，
宗教施設はほとんどが内城に建設された。外城に住む人の多くは一般庶民なので，人数が多
く，宗教用地より住宅用地を最優先に考慮することが大切だったと思われる。 
同時に北京の宗教建築は中国の伝統的な建築の装飾文様を取り入れていることがわかっ
た。中国の元，明，清の宗教建築においては龍と獅子の装飾が大量にみられる。これによっ
て当時の中国において，人々が龍と獅子を崇拝する風習があったことは明確である。中国に
おける鴟尾と鯱は，建築等級に従って使い分けられている。宮殿と官庁の棟飾りは鴟尾，一
般的な廟や祠の棟飾りは，鯱で飾られる。中国の鴟尾と鯱は持ち主の階層と建築等級を表明
するシンボルであったと言える。各建築における屋根は気候，地域，風習などそれぞれの要
因の影響を受けて建設された。 
第 2節では，中国の屋根様式の構造と特色を検討した。そして，屋根様式で分けられた身
分制を分析した。最後に，屋根様式－身分の象徴という現象に対する仮説を検討した。まず
中国における屋根様式をそれぞれ列挙した。次に，屋根様式で区分された身分制を検討した。
中国の身分制は屋根様式の違いによって表現されている。つまり，母屋の屋根は，封建社会
における階級を表現している。中国の封建社会において上流階級は，屋根の様式で身分を区
分しており，万が一違反すると，当事者は「逾制」（ゆせい）（身分の制限を超越する）とい
う罪で厳しい罰を受けることになった。「逾制」で処刑された人は，明，清時代に数多く存
在した。中国の伝統的な建築が，屋根の様式で社会身分を象徴するようになるのは，漢代ま
で遡れる。漢代の壁画に描かれた建築から明らかなように貴族が住む邸宅は寄棟と入母屋
で建築されていたことがわかる。宋代になると，李誡が著した『営造法式』によって社会階
級の区別を屋根様式で分けることが明らかになった。明，清時代もこの身分の象徴―屋根様
式を継承された。さらに，身分制による屋根様式を一層厳しく制限した。中国における屋根
の建築技術は時代が進むにしたがって各階層に普及したが，中国では固定的な屋根様式で
社会身分を表現するという方式は一切変更がなかったことが明瞭になった。 
第 3節では，中国の宗教建築の空間配置を列挙し，風水の運用を考察した。特に宗教建築
の空間配置である「四合院」を検討し，閉鎖型の空間配置である「四合院」からの発想を考
察した。また，空間配置においては八卦陣形の運用を検討し，最後に，鬼門と風水を考察し
た。単進四合院と二進四合院の平面図を見るとわかるように，中国の四合院は，合院式或い
は中庭型の建築形式とされている。建築配置においては仏寺の伽藍配置のような特徴が見
られる。四合院は主屋（母屋）と若干の付属建築を組み合わせた庭付きの近世住宅建築群で
あることがわかった。 
中国の合院式住宅の平面図から，閉鎖型の空間配置で設計されていることがわかる。この
形になった経緯として，中国においては，長年続いた儒教の「中正仁和」（ちゅうしょうじ
んわ）の思想の影響がある。宮殿や寺院，住宅などの建築は中軸線によって左右対称の空間
配置で建設された。また，壁で住宅地を囲むことは人々に保守的な印象を与えた。四合院内
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部は垂花門によって裏と表の空間に分けられる。これは紫禁城の閉鎖的「前朝後寝」という
空間配置と一致している。「前朝」は太和殿，中和殿，保和殿によって南の区域を表の空間
として使用し，朝会を行うということを意味する。「後寝」はこの三つの宮殿によって北の
区域を裏の空間として使用するという意味である。整然とした建築配置は中国の建築文化
の特徴である。また，中国の宮殿建築と住宅建築は閉鎖型空間配置で防御機能を持つ特徴が
きわだっている。おそらく北方の騎馬民族の侵攻を受けるため，自らの家を破壊されないよ
うに城壁や土塁，壁などを築いたからであると推測した。そして，長い年月を経る間に，閉
鎖型空間配置という建築文化が徐々に形成されたと思われる。 
古典史料によると，古代中国には既に鬼門という言葉と邪気が来る方向を表示する意味
が出現していたことがわかる。この説は現在伝わっている『山海経』には見当たらないが，
王充の『論衡』には『山海経』に記載されている。これは『山海経』から失われた内容であ
ると推測される。 
最後に，何暁昕（武漢工業大学）の『風水探源』の中で『宅経』に「鬼門」である東北の
方向から「邪気」「煞気」が来ることが書かれているため，特に「鬼門」の方向を忌むとい
うことが明らかになった。福建省では都市の城壁の形と住宅の建設に影響を与えている。
「鬼門」を忌む日本の習慣も，「風水」判断の 1つであると言えよう。 
 
第Ⅴ章では，乾隆時代の北京に対する歴史地理研究において，当該時代を示す適当な地図
資料の有無が重要な条件となるが，幸いにも清代北京の詳細的な地図として有名な『乾隆京
城全図』が存在することを述べた。この地図の書誌的地図史学諸研究を通して乾隆時代の北
京における宗教建築の分布と景観などの諸問題が検討できることを指摘した。そして『乾隆
図』の由来と先行研究およびこの地図の総合利用をめぐる諸問題を検討した。 
第 1節で『乾隆図』の作成と内容を検討した。公文書の記録から陽乃済による『乾隆図』
の作者と作成年月の考証の結論は乾隆 10年 11月 8日（1745年 11月 8日）が『乾隆図』の
測量が始まった時であり，乾隆 15 年 5 月 16 日（1750 年 5 月 16 日）がその完成年月であ
る。総責任者は海望，技術顧問が郎世寧，技術指導が瀋源，地図を描くのは外部の絵図職人
たちである。 
第 2節は『乾隆図』についての先行研究を網羅した。各分野における『乾隆図』に関する
先行研究の一覧表を作成した。『乾隆図』は 18世紀に中国が作成した地図の最高峰であり，
この地図の真実性と信憑性は高い。北京における都市の古景観を復元，分析するための貴重
な研究資料であることが明らかになった。また，『乾隆図』の諸要素と現代の北京の平面形
態を示す『北京古建築地図集』を重ね合わせて分析することにより，北京の古景観の宗教建
築の分布とその分布の特徴に関する検討が可能になる。また『乾隆図』に関する GIS技術の
応用をめぐって日中の進展状況を論述した。将来における『乾隆図』の総合的利用の可能性
と方法に関する検討が重要な課題になることを指摘した。 
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第Ⅵ章では，『乾隆図』から筆者が作成したデータベースを使い，北京城の内城にある東城，
西城地域の宗教建築の分布と規則性を見出し，いくつかの知見を述べた。 
 第 1 節は北京の現状と問題の所在を述べた。北京における宗教建築の空間分布に関する
研究が少ないこと述べ，歴史的宗教建築の空間分布に関する研究は景観の復元に対して重
要な意義を持つことを指摘した。 
 第 2 節は研究対象地域の概観，第 3 節は乾隆時代の北京の宗教環境と北京の宗教建築の
分類を述べた。 
 第 4節は西城の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況を図，表で説明した。そし
て，分布状況の形成を促した理由の分析をした。 
 第 5節は東城の宗教建築の位置づけ，各種の宗教建築の分布状況を図，表で説明した。そ
して，分布状況の形成を促した理由の分析をした。 
 
 第Ⅶ章では，第 1節で外城にある宣武の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布状況を
図，表で説明した。第 2節では外城にある崇文の宗教建築の位置づけ，各種宗教建築の分布
状況を図，表で説明した。そして，各地域の分布状況の形成を促した理由の分析をした。 
 
以上各章の話の要約をまとめると以下の 6点に集約される。 
 
１．乾隆時代の北京の歴史地理研究において，『乾隆京城全図』はその詳細な情報量と近
代西欧の測量技術を活かした精確さは，北京の歴史景観を復原できる一級資料である。  
２．中国の歴史的都市に関する研究はさまざまな分野で数多くの研究業績の蓄積がある
が，宗教建築を意図的にとりあげ，その広域分布パタンーンやその形成要因を考察した分析
はこれまでほとんどなかった。筆者の狙いはこの間隙を埋めることで，歴史地理学の手法を
中心に北京の宗教建築を分析する。なお，ここでとりあげた宗教建築は，仏教（寺・院・堂，
庵，），道教（観，宮），儒教（宮，壇，殿，宇，所），イスラム教（清真寺，礼拝寺），民間
信仰（廟，殿，祠），キリスト教（天主堂）である。 
３．元，明，清の北京城にある宗教建築は主として内城に分布する。北京城の総面積の３
分の２が内城で占められている。過去の北京の都市計画にとって城壁の存在は，“うち”と
“そと”を区切るものとしてその役割はきわめて大きい。清代には支配民族である満族の貴
族と官僚のほとんどが内城に居住し，漢民族は外城に移住させられた。その外城の崇文区と
宣武区を合わせても内城の面積よりも狭い。このなかに広い敷地をもつ寺院が密集して分
布し，住宅地と宗教用地の棲み分け，空間配置も明瞭である。ここでは幹線道路や船着き場
など輻輳する地区に宗教施設が数多く分布する。 
４．外城においては，商業機能が卓越し，宗教建築の面積が相対的に内城に比べて狭小で，
粗末な民間信仰建築，仏教の庵が多い。また錯綜した路地に埋もれた胡同では道教や民間信
仰の小規模の建築物や庵が多い。 
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５．宗教建築のミクロな特徴は合院式である。北京,太原,成都,南京,杭州,蘇州,重慶,広州な
どの伝統建築の調査を通して,合院式は仏教建築群の伽藍様式の空間配置の影響を受けて誕
生したものである。これらの建築は閉鎖型の空間配置に特色がある。 
６．北京の紫禁城の中軸線に重要な建築が集中して分布し，中軸線の左右の対称的位置に
その他の建築が分布する。この理由として，中国で長年続いた儒教の「中正仁和」（ちゅう
しょうじんわ）思想の影響が指摘できる。例外的に，地形に沿って建築を「八卦」の細部と
して分布する場合がある。風水思想の鬼門の影響をうけて，「照壁」のような邪気を防ぐも
のが生まれた。 
 
本論文は，中国の宗教建築に関する日中の研究を踏まえ，北京城の変遷から着手し，北京
における元，明，清の宗教建築の細部の意匠と空間配置の検討，『乾隆図』に関する研究の
網羅とデジタル化古地図の総合的な応用に関する論述，乾隆時代の北京における宗教建築
の空間分布とその特徴を掴み，計量分析を試みた。 
しかしながら，残された課題も多い。地域性の影響によって生まれた宗教建築の分布の多
様性を検討したが，宗教信仰が宗教建築の空間分布に与えた影響の検討がまだ不十分であ
ると考えられる。また，筆者の歴史知識，経験の浅さと歴史地理学の知識不足から，研究中
に自分の限界と分析の行き詰まりを感じた。今後，歴史地理学の知識をさらに吸収するとと
もに北京に関する研究を進めることを今後の課題としたい。 
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 著者は 1951年に山東省に生まれ，北京市民防局副局長など歴任した公務員で，現在は同
職を退任して，新聞紙や各雑誌に民国期の史籍や地図の研究成果を発表している収集家と
して知られている。『故紙堆：我所収蔵的民国「紙片子」』（2011）などの著作がある。本書
は氏が収集した 1911年から 1949年までの民国期の北京が描かれた 20余枚におよぶ地図を
カラー写真で掲載し，地図ごとに書誌と読図から得られる地域情報を考察した図録である。 
本書には，政府による正式測量の地図と民間で作成された地図の双方が採録されている。記
載内容は，行政区画，土木の建設，都市計画，交通観光，軍事戦略など広範囲にわたる。本
書では，対象とする古地図について，同時代の文献も参照しつつ多面的な分析がなされてい
る。そのため，民国期における北京の歴史地理学や都市地理学に興味を持つ人々には，たい
へん有用な資料的価値を持つ地図集である。 
本書は北京の内城域と外城域を描いた民国時代の都市図や主題図が中心となる地名や時代
背景から解読しており，そこでは必然的に当時の建物・施設などの変遷が分析の対象となっ
ている。近代の古地図による北京の都市景観の歴史地理学的な分析に成功している。 
 先行する北京の歴史地理研究に関しては，侯仁之の『北京歴史地図集』（1997）が著名で
ある。この書籍では，現在の北京地域の地形，水系，土壌，植被，気候に関する主題図を挙
げ， 氏の研究成果をこれらの主題図に重ねあわせて考察している。さらに，同一筆者によ
る『北京宣南歴史地図集』（2009）は，60 余の地図（作業図）を挙げ，宣南（宣武区南部）
地域に限定して北京の各時代の山川地形，宮殿官衙，市街地，人口分布に関して，長いタイ
ムスパンを扱った歴史地図集である。 
これらに対して，本書の著者は，対象を民国期に限定し，自らが収集した印刷地図そのもの
の書誌情報と地図作成の背景を重視しており，その点に大きな特色を見出せる。 
 本書の構成は「序章」に続く 18章からなっており，章ごとに解説の中心となる地図 1葉
が対応した形式をとる。アート紙に印刷され文字・色は鮮明であり，重要部分は拡大図を入
れているため，細かな地名，街路まで判読できることは大きな利点である。民国期の地図史
を研究する際には大変有用な資料集である。以下では，章ごとに地図名とその主要な書誌情
報，地図の特色を述べていきたい。 
 第 1章では『実測北京内外城地図』（1913）京華印書局，縮尺 1：80万をとりあげる。。こ
の地図は，民国政府（当時は北洋政府と呼称）成立後の最初の北京市街図であり，当時の最
新技術を用いて作成された。欧米列強が占拠した租界の東交民巷が描かれている。 
 第 2章の『天壇林芸実験場森林苗圃』（1913）は縮尺 1インチ：40フィート，1：488であ
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る。当時は，明清時代の皇帝の祭祀が執り行われた天壇の一部が林業試験場として使われて
いたことがわかる。本図はその詳細を記載した珍しい主題図で，育圃園の樹木が種類別に表
現されている。 
 第 3章では『京都市内外城水平石標地点図』（1917）北京京都市政公所が扱われる。等高
線（大沽海口の水平に基づく）が大きな特色であるが，内城・外城地域は市街地を描くこと
に重点が置かれ，等高線が消えていることは惜しい。単位は法尺＝0.3333m，標識石標は内
城 58，外城 23を数える。寸法縦 58，横 47cmで，北京で標高を初めて測量した地図である。 
 第 4章の『京漢鉄道図』（1923）は，上海商務印書館発行の地図である。京漢とは北京と
武漢を意味し鉄道沿線を縮尺 1：500万で掲載する。袋に入った携行用の地図で，主要列車
の時刻表も封入されている。外国人旅行者の便宜を図り，英語表記の地名が併記されている。
この鉄道は 1895年に着工，1906年に全通した。手書き英文の『南口車駅設計図』は，北京
を起点とした鉄道ネットワークの発展が把握できる。 
 第 5章『最新北京地図』（1925）は，中華印刷局から縮尺 1：15850で発行されたものであ
る。この地図は，北京を首都とする国民政府（北洋政府）最後の北京地図として貴重である。
地図には北京の政府機関をはじめ，王府（王族居館），学校，衛門，寺廟，病院，公園など
が色分けして描かれ，全国各省の会館一覧が欄外に掲載されている。出身地ごとに設けられ
た商人の営業拠点である会館は，18 省 400 余が所在地（街路名）と共に一覧表に整理され
貴重である。その原寸大地図が，本書のカバーにも使われている。 
 第 6章は，北京学古堂から縮尺 1：17，500で発行された『最新北京全図』（1926）と『最
新北平全図』（1929）をとりあげる。南京を首都と定めた蒋介石の国民政府は，「政府直轄地
域」を意味する直隷省として 1928年に河北省を指定した。また「北の首都」の意をもつ北
京を北平に改称した。こうした情勢変化が上の２枚の地図に反映されている。内容は同じだ
が，周囲に装飾的に配された旗は前者が北洋軍閥，後者が国民党・中華民国旗である。この
時期の政治情勢を如実に示す地図として並列的に眺めると面白い。 
第 7章は『新測実用北平都市全図』（1930）上海日新輿地学社をとりあげる。縮尺 1華方里
＝500 ㎡，大きさが縦 105cm 横 75cm の 5 色刷の都市図には，新設された政府機関と国民党
機関が記載されている。 
 第 8章は北平市政府工務局測制『実測円明園長春園万春園遺址形勢図』（1933）で，乾隆
帝期の縮尺 1：20の円明園の実測復元図である。英仏によって焼かれた宮殿の位置を復原で
きる資料とし価値が高い。 
 第 9章は民国財政部印刷局による『北京万寿山全景』と『北平万寿全景』（ともに縮尺な
し）である。この２枚の図は頤和園万寿山の鳥瞰図である。両者の記載内容は，タイトルが
北京と北平が異なる他は，同じである。北京は 1928年に首都が南京に移り北平と改称され
ている。北京（北平）市民から遊興の場として親しまれた景勝の地を描いた観光地図である。 
 第 10章『天橋地図』（1935）。『天橋一覧』付図，縮尺 1：2500と 1：2000。この図は民間
地図（中華書局）で当時の正陽門の南に位置した外城の繁華街である天橋地区の状況を描い
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ている。この地区は漢民族の政府要人の居住地である。店舗の用途が記載されていることが
特色である。 
 第 11章『国立北平故宮博物院双十節特別解放路線図』（1936）。縮尺はない。かつての紫
禁城といわれた皇城が故宮博物院として一般市民に公開された建物の配置図である。 
 第 12章『実測北平市内外城地形図』（1937）は，北京市政府工務局，縮尺 1：5000の地図
である。この地図は三角測量法で初めて作成された近代的な北平図である。 
 第 13章『北京都市計画要図』（1939）は，建設総署都市局で出版された縮尺 1：5万の都
市計画図である。日本占拠期に製図部門にいた技師の佐藤俊久と山崎桂一が制作した北京
の郊外を含んだ日中戦争期の都市計画図である。『北京市東西郊新市街地図』（1940）建設総
署都市局，縮尺 1：1万は，北京の副都心をつくる構想を含めた地図である。後者の地図は
その後規模が小さくて幻の計画に終わったが，日本の田園都市構想で流行した放射道路と
環状交差路が採用されている。実現されなかった計画であるが，北京という都市の郊外開発
に方向性を与えた。 
 第 14 章は『中国敵後戦場抗日民主根拠地分区詳図』である。縮尺 1：150 万で，1940 年
代に作成された。地図は日中戦争期における中国共産党の支配領域を 6 葉で示す。北京は
「晋察翼辺区」に含まれる。 
 第 15章『北平市内外城地図』（1946）は，北平市政府工務局が出版した，縮尺 1：1万の
埋設水道管と蛇口の位置を現有と計画に色分けして地図中に記載し珍しい主題図である。 
 第 16章『北平城内全図』（1948）は，縮尺 1：9700の中国人民解放軍東北軍区司令部刊行
の地図である。この地図は内戦の時期の共産党の戦力・軍事地図で，攻める城門を明記して
いる。 
 第 17章『北平市街詳図』（1949）科学印書館は，中華人民共和国建国直前の北平地図であ
る。地図には租界などの外国勢力区画は消滅している。付図の『北平近郊古跡名勝鳥瞰図』
は北京付近の風景を描き，『北平付近物産略図』は北京付近の物産を記している。 
 第 18章『新中国地図』（1949）は，縮尺 1：800万の地図で，まだ繁体字で右から左へ書
かれている。 
 中国では書画骨董に比して，近代の印刷地図は消耗品的性格が強く，収集の対象とはほと
んどならなかった。本書は職階を利用して集めた個人蔵の地図であるが，さながら民国時代
の地図を時代順に俯瞰する役目を担っている。北京の都市史，都市計画，都市景観構造を研
究する者にとっては重宝するが，その深化は今後の課題である。 
 
（「宗緖盛『老北京地図的記憶』（『民国時代北京の記憶』）中国地図出版、2014 年」 単著 
『人文地理』第 68巻 1号 2016年 4月 96-97頁） 
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初 出 
 
 
本論の初出一覧は次の通りである。 
 
Ⅰ．序論 
新稿 
 
Ⅱ．中国の宗教建築の研究動向―1980年代以降を中心に 
・「中国の宗教建築に関する諸研究の展開と今後の展望－日中研究者による視点と手法をめ
ぐって－」 『史泉』第 126号（関西大学史学・地理学会） 2017年 7月 20-36頁 
 
Ⅲ．北京城の位置と規模の変遷―元，明，清， 
・北京における宗教建築の変遷－元、明、清時代の復原の方法をめぐって－  歴史地理学
会第 58回大会（山形県立米沢女子短期大学） 2015年 6月 27日 
 
Ⅳ．元，明，清の宗教建築の細部の意匠と空間配置 
・修士論文「日中の近世建築と空間配置における伝統的思想の比較研究－守護神と風水を中
心として」第 2章，第 3章を中心に改変，2012年 
  
Ⅴ．資料として『乾隆京城全図』 
・研究ノート「乾隆中期（1750年）北京にみられる宗教建築の分布とその実態」『千里地理
通信』70号，2014年 
  
Ⅵ．内城の宗教建築の分布 
・北京における宗教建築の変遷（その２）－清代宗教建築の復原と分布についての考察  
2016年人文地理学会大会（京都大学） 2016年 11月 13日 
 
Ⅶ．外城の宗教建築の分布 
・「清朝乾隆時代北京崇文地区の宗教建築の分布と景観―『乾隆京城全図』の分析から―」  
『史泉』第 122号 2015年 7月 34－48頁 
・北京における宗教建築の変遷（その２）－清代宗教建築の復原と分布についての考察  
2016年人文地理学会大会（京都大学） 2016年 11月 13日，をもとに新稿 
 
Ⅷ．結論 
・北京における宗教建築の変遷－元、明、清時代の復原の方法をめぐって－  歴史地理学
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会第 58回大会（山形県立米沢女子短期大学） 2015年 6月 27日 
・北京における宗教建築の変遷（その２）－清代宗教建築の復原と分布についての考察 単
独 2016年人文地理学会大会（京都大学） 2016年 11月 13日 
 
 以上の 2本の発表要旨をもとに筆者要約 
 
付論 
・「宗緖盛『老北京地図的記憶』（『民国時代北京の記憶』）中国地図出版、2014 年」 単著 
『人文地理』第 68巻 1号 2016年 4月 96-97頁 
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